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　あの頃ころ、生きていることになんの意味もなかった。死んでみようか、と時折りなんの前触れも理由もなくふと考えた。死者の世界に片足を突っ込みながら、一方でもう片方の足は現世に縛しばりつけられて引っこ抜くことができず、無む味み乾かん燥そうで茫ぼう漠ばくとした世界が時間の流れとともに自分の表面を追い抜いていくのを、自ら踏み込もうとすることもなく一枚膜を隔てたような場所からただ無感動に眺めていた。

　死んでみようかと思わなくなったのはいつからだろう。

　灰色のスモッグと砂さ塵じんに霞かすんだ、徐じよ々じよに滅びに向かっていくだけのこの澱よどんだ歪ゆがんだ惑星で、それでもときどき、弱い人間のくせに強く生きようとする何かに出会ってしまう。そうした強い生命力に手を差しのべられて、結局生きることを投げださずに自分はここまで来ることができた。

　ふらり、螺ら旋せん階段を降りようとして視界の狭さに躓つまずきそうになったとき、少し下に立っている小柄な少女の姿に気がついた。ラジオを腕に抱きしめて不安な面おも持もちでこちらを見あげている白い顔。彼女とはじめて出会ったときと似たような、長い黒髪に黒のボレロとスカートという服装が塔の内部の闇やみに沈み込み、それでも彼女の白い肌は頼りなげながらも淡い光のように浮かびあがって見えている。闇の中でも決して見失うことのない少女の姿に自然とかすかな笑えみがこぼれた。

「ヨアヒムは……？」

　気き遣づかわしげに少女が問う。

「ん。死んだ」

　明日の天気の話でもするような、我われながら変に軽い口く調ちようだった。吐と息いき混じりに続ける。「目障りなのがようやく死んでくれてせいせいだ。あんな無ぶ様ざまな姿で生き延びたってこの先あいつ自身どうしようもないだろうしさ。さんざん俺おれの目の前うろちょろして迷惑ふりまいて邪じや魔まばっかりしやがって、それで訊きいたことにも答えないでてめえ勝手に死にやがって、あの、バカヤロー、が……」ぺらぺらと不必要なことまで喋しやべるうち、自分でも理由はわからないが声が尻しりすぼみになっていった。結局最後には言葉が途と切ぎれて足もとに視し線せんを落とす。

　白い両手がふわりと頰ほおを挟んだ。低い体温の華きや奢しやな両手。視線をあげると何かをこらえるように唇を嚙かんだ少女の顔がある。

　ああ、彼女は今、自分のかわりにこんな顔をしているのかもしれないという気がした。

　あいつは何が欲しかったのか。

　何気なく左手を宙にさまよわせる。闇の中を心こころ許もとなく泳いで虚こ空くうを摑つかもうとした手を、彼女の右手が控えめに摑まえた。

「大丈夫？」

「……うん。ああ」

　頭を垂れて、やわらかな黒髪がかかる彼女の肩に額ひたいをつける。

　俺おれとあいつと何が違ったんだろう。何が自分たちの道を分けたんだろう。たぶんあいつは別の道をたどったもう一人の俺だった。伸ばした手を摑つかまえてくれる存在に出会えなかった俺があいつだった。彼女のこの手が今まで自分をこっち側の世界に繫つなぎとめてきてくれた。彼女のこの手がなかったら、俺はあいつと同じように、ためらうことなく自分の腕をぶち切っていたかもしれない。自分の手で自分の世界をためらうことなく終わらせていたかもしれない。

　あいつは何がしたかったのか。何が欲しかったのか──。

「バカヤローだ、あいつは……」

　うなだれたまま呟つぶやいた声は軽く掠かすれていた。
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「あ、どうも、はじめまして」

　というのがシグリ・ロウが目を覚ましたときのハーヴェイの最初の挨あい拶さつで、言われたシグリも言ったハーヴェイもなんだか場違いだったかもしれないみたいなぽかんとした顔で見つめあって、微妙に間が抜けた空気が流れた。何よりキーリが真まっ赤かになって固まってしまった。

　その挨拶はあまりにもなんだか、普通すぎではないだろうか？　相手は彼ら不ふ死し人にんの天敵である教会の長老会に属する人物で、もしかしたら次のひと声でハーヴェイを殺す命令を下すかもしれない権限を持っていて、彼の同胞たちをたくさん殺してきたかもしれないのに。こういうときハーヴェイの自分を害する者に対する執着の欠如というのがこういう天てん然ねん呆ぼけな形になって現れるのだった。

　それからシグリはなんとも言えない複雑な表情を浮かべ、

「そうか、君が……」

　君が。そのあとにいろいろな単語が続きそうな、いろいろな意味を含んだ言葉だった。

「はあ、俺おれがそれです」

　というハーヴェイの反応はやっぱり何かがずれている。ラジオが呆あきれたようなノイズを漏らし、キーリは気まずさのあまりいたたまれずに、相変わらずシグリと一定の距きよ離りを取ったところで黙だまって俯うつむいていた。

　まだ辛つらそうにシグリが身を起こし、軽く手を出して支えようとしたハーヴェイを手振りで断って、螺ら旋せん階段の壁かべに背中を預けて座りなおす。

「君には、いろいろと世話になったようだ。礼を言わなければならないな」

「そっ……」

　そんなシグリの台詞せりふについキーリの感情が噴ふん出しゆつし、ぱっと顔をあげて口を挟んだ。「そ、そんなこと言って、簡かん単たんに許されると、思わない……で……」しかしハーヴェイのたしなめるような視し線せんに気がついた途端とたん噴出した感情はすぐにしぼんで口ごもる。シグリもまた申し訳なさげに口ごもり、ぎすぎすした沈ちん黙もくが周囲に降りる。

　空気をやわらげるようにハーヴェイがぽんとキーリの頭に手を置いて腰をあげた。

「移動しよう。歩けますか。手を貸します」

「ああ、すまない……」

　差しのべられたハーヴェイの手にシグリが摑つかまって立ちあがり、肩を借りて階段を下る方向へと歩きだす。ラジオを首にかけなおしてキーリも腰をあげ、重い足取りで後ろに従った。

（ごめんなさい、兵長……）

　最後尾をとぼとぼと歩きながら、心の中で謝あやまってラジオを抱きしめた。自己嫌悪が重く心にのしかかる。めったにキーリに怒ったりしないハーヴェイがどうしてたしなめる視線を向けたのか、キーリはすぐに理解した。

　シグリを気き遣づかってというよりは、ハーヴェイは兵長のために怒ってくれたのだと思う。普段ふだん気がきかないくせにハーヴェイは人が気づかないことにはときどき変に気がまわる。

　兵長にも娘さんがいた。父親が娘にそんな拒絶の言葉を突き刺されたら。娘から父親へのそんな言葉を聞いたら。きっと兵長は悲しむ。

　それでもシグリに対して心を開けない自分が自分でも制御できなくてどうしようもなく、心の中がどす黒いもので埋められてどろどろしていた。

　ひどく歪ゆがんでしまったラジオのスピーカーはもう意味のある言葉を発さなくなり、それでもまだ兵長の存在が消えていないことがおそらく奇跡的だった。もちろんキーリはハーヴェイを責めたりしなかったけれど、ハーヴェイは自分のせいだと思っているようで、ラジオのことを常に気にかけてかすかなノイズに耳を傾けている。キーリには意味のない雑音にしか聞こえないノイズが、どうしてだかハーヴェイにはちゃんと兵長の言葉として聞き取れるらしい。

　どうしてキーリには聞こえないのだろう……？

（兵長、ねえ、私にも何か言ってよ……）

　いつもみたいにあの乱らん暴ぼうな口く調ちようですっぱりと叱しかって欲しい。いつもの単純明快な意見の言いようでキーリを正しい方向に導みちびいて欲しい。そうしたらこんな心のもやもやなんてすぐに晴れそうな気がするのに。キーリにとっての保ほ護ご者しやはやっぱりいつも兵長なのだった。会って数日しかたっていない遠い存在の父親なんかではなくて、やっぱり兵長でいて欲しい。

　塔の螺ら旋せん階段を降りてもと来た柱ちゆう廊ろうに戻り、どこかの施設の塔に入ったところで、向こうから駆けてくる人ひと影かげがあった。数人の治安部の兵士を従えて先頭を走ってくるのは、神官服よりもやや若々しく簡かん素そな作りの神学校の制服姿の少年。

「よかった。捜したぞ」

「おう」

「シグリ卿きよう、ご無事で何よりです」

「ああ、ご苦労だ、ユリウス。状況はどうなっているんだ」

　ハーヴェイとシグリとごく簡単な、けれど信頼関係が感じられる挨あい拶さつを交わしたあと、少年はキーリのほうにも視し線せんを向けて、やや気まずそうなはにかみ笑いを浮かべた。滞在中の部屋にせっかく訪ねてきてくれたのを、キーリのほうから突き放す形で別れて以来の再会だ。

「キーリ、無事でよかったよ」

「うん……ありがと……」

　キーリのほうもまだ気まずくて、伏し目がちにぼそっと答えた。一拍だけお互いに次の台詞せりふを待つような空白があったが、結局それ以上会話が続くことはなかった。

　怪け我が人にんのシグリをハーヴェイから引き受けてユリウスは手近な兵士にてきぱきと手当ての指示を出し、ハーヴェイと並んで歩きながら状況の説明をする。キーリだけが特に会話に入ることもできずに取り残されたような感じで黙だまってあとについていく。

　その塔がこの非常事態において治安部の臨りん時じの対策本部として使われているらしかった。エントランスの広い空間では大勢の兵士が往来し、負傷者の手当てや武器の補充など誰だれもが忙しそうに働いている。上の階の部屋に設けられた対策本部に案内され、テーブルに総本山の大きな見取り図を広げてユリウスが手短かに説明したところによると、徘はい徊かいする化け物たちに取り囲まれて総本山は完全に孤立、治安部の各部隊は総本山施設内と外の市街とで分断された形になっているらしい。

「動力塔は？」

「動力塔？　ここだけど」

　見取り図をざっと眺めて問うハーヴェイに、ユリウスの指が総本山施設のほぼ中央にある大きな円形で描かれた部分を示す。

「ウエスタベリで掘りだされた不発弾が運び込まれたって話は、お前知ってるか」

「話だけなら聞いたけど……それがなんだ？」

　怪け訝げんな顔をするユリウスにハーヴェイが見取り図を見おろしながら早口で話す。

「詳しい説明は略すけど……その不発弾の中の化石資源が、奴やつらに……俺おれにも影えい響きようするある磁じ場ばを作ってる。奴らが急に流出して暴あばれはじめたのはたぶんそれが原因だ」

「つまりその不発弾を処分すればいいってことか？」

「いや、この状況になったらそれで簡かん単たんには片づかないだろうけどな」

「だったらどうすればいいんだよ」

「知らねえよ。俺に訊きくなよ」

　二人のあいだで交わされるキーリにはやや難むずかしいやりとりを右から左に聞きながら、キーリだけがぽつんと蚊か帳やの外で突っ立っていた。対策部隊の兵士たちに混じって対等な会話を交わしているハーヴェイとユリウスをすごいと思う。みんなで協力してこの事態をなんとか収めないといけないときに、自分だけが役に立てずにみんなに壁かべを作ってただ突っ立っているだけなのが歯がゆくて、そして自分自身に落胆した。

　ラジオを持っただけでキーリは一人その場を離はなれて廊下に出た。

　忙しそうに往来する大柄な兵士たちのあいだを所在なげに身をすくめてうろうろし、人ひと気けのない階段の踊り場に小窓を見つけて、その前で外の風にあたる。山沿いの乾いた風に煤すすと油と硝しよう煙えんの臭においが濃こく混じっている。騒さわぎがはじまってから約半日。山脈の頂上の向こうに見える空が夕方の色に染まり、ぎざぎざした山並みが黒く沈みはじめている。まるで化け物たちを焼き尽くす炎のような、赤く燃もえる空。陽ひが沈んで視界が悪くなったら間違いなくこちらのほうが不利になり、人々はいっそうの困こん窮きゆうに立たされるだろう。

　誰だれもが不安を抱えて、ある者は武器を手にして、ある者は息を潜ひそめて縮ちぢこまり、これからはじまる夜を待っている。

　お────……ん……

　低い唸うなりが塔の外がい壁へきを震ふるわせている。

　山脈から吹く風の唸りか、できそこないたちが嘆なげく声か。

「キーリ」

　遠えん慮りよがちにかけられた声に、窓枠に手を添えたままキーリは振り返った。〈門の街〉で最後に会ったときから約半年、自分よりもだいぶ背が伸びて大人おとなっぽくなった少年が立っている。

　ちょっとばつが悪そうに少年は後頭部を搔かいてぺこりと頭をさげ、

「あの、こないだはごめんな」

「ユーリが謝あやまることじゃないよ、私がっ……」

　否定しようとした声は、けれど途中で喉のどに引っかかって尻しりすぼみになった。こっちこそごめん、あれは私が悪かったのに……相手のように素直に謝る言葉がどうして今出てこないのだろうと自分がもどかしい。

　もしかしたらキーリの心の底にいつの間にかわだかまっていた、ユリウスに対する羨せん望ぼうとか嫉しつ妬とのせいなのかもしれなかった。〈砂の海〉で出会った頃ころの、あの自分よりもまだちっちゃくてちょっと鼻持ちならないお金持ちの悪いた戯ずらっ子、死んだお母さんに心配をかけてばかりの男の子だったユリウスが、今はもう背が伸びて立派になって、大人おとなたちに混じって対等に意見を言っている。首都を守るため、人々を守るため、自ら先頭に立って行動している。

　それに比べて自分ときたら、ユリウスよりも年上なのにいつの間にかすっかり置いてけぼりで、自分の父親の問題ひとつで躓つまずいて未いまだうじうじしている。

「あのさ、オレたちまだ、友だちだよな……？」

　おずおずとかけられた問いに、「もちろんだよっ……」とキーリのほうがつい勢い込んで答えた。

「ユーリが怒ってなければ、だけど……」

「オレが怒るわけないよ。キーリは今までたいへんだったんだから」

　素直な笑えみを見せてそう言ってくれたユリウスに、キーリの頰ほおにも笑みが浮かんだ。二人で顔を見あわせて笑いあい、大切な友だちをまだ失っていないと確かく認にんすることができて肩にのしかかっていた重荷が少しだけ降りる。ユリウスを素直にすごいと思う、応援したいと思うのはキーリの中で確たしかに真実だったから。そう思えることに自分自身ほっとした。

　と、何やら言いにくそうにユリウスが視し線せんを落として上うわ目め遣づかいにこちらを見やり、

「その友だちっていうのは、えっと、本当に友だちってだけなんだよな……？」

「うん？」

　訊きかれたことにキーリは一いつ時とききょとんとしてから、

「当たり前だよ。本当の友だち」

　無邪気に笑って答えると、ユリウスはかくんと肩を落としてかっきり九十度くらいうなだれた。何かまずいことを言っただろうかとキーリがおろおろしはじめているとユリウスはなんだか気が抜けたように微笑ほほえんで、

「ま、いいけどさ……勝てないよ」

　なんて独りごちたとき、後ろからぽかんとユリウスの頭を小突く人ひと影かげがあった。

「人がいないあいだに口説くな」

「してねーよっ」

　後頭部を抱えて喚わめきながらユリウスが振り返る。何やら尊大な感じで高い目線から睨にらみおろしているハーヴェイときょとんとしているキーリの顔とを見比べて、なんだかわからないけどユリウスはちぇっと舌打ちをした。

「ユリウスさま。お父上と連絡が取れました」

　階段の上から兵士の声が割って入り、「わかった」と頷うなずいたユリウスはハーヴェイを肘ひじで小突き返してあかんべえなんてしてみせて、小走りで階段を駆けあがっていった。やっぱりまだまだ悪いた戯ずらっ子のあの男の子っぽいところも抜けていない、そのことにキーリはなんとなく安心してその後ろ姿を見送った。

　と、それから今度はハーヴェイと二人きりになったことに気がついて、それはそれで気まずくなって微妙に挙きよ動どう不ふ審しんに視し線せんを落とすと、ペチコートの入った黒いスカートを穿はいた自分の膝ひざが目に入る。イースタベリの寄宿学校の制服に似たこの服を着た途端とたん、なんだかまるで十四歳の女の子に戻ったみたい。十四歳から十七歳のあいだを行ったり来たり、大人おとなになろうとして気丈に振ふる舞まってみたりなりきれなくて戻ってきたり、うろうろしている自分がいる。

　上うわ目め遣づかいに視線をあげて、目の前に立つハーヴェイの格好を観かん察さつする。ハーヴェイが着ている服も教会の通常服である黒、キーリとお揃そろいと言えないこともない、襟えりが高くて丈たけの長いきっちりとした神官服（襟もとをあけてだいぶ着崩してはいるけれど）。どこから調ちよう達たつしてきたのかずっしりとした炭化銃を一丁、左肩にかけている。

　キーリの視線に気がつくと、ハーヴェイは左右で若干色の沈み方が違う赤しやく銅どう色いろと暗あん褐かつ色しよくの瞳ひとみで瞬まばたきをして、「あー、これ。似合わない？」自分の格好に視線を落とし、襟もとを軽く引っ張ってみたりして言う。二年半前、イースタベリの駅ではじめてすれ違ったとき、首都の神学生かもしれないと勘違いしたのを思いだす。あのときはラフな格好をしていたけれど今の格好はまさしくそんな感じで、
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「あ、う、に、にあう」

　なんだかなんだか、照れてしまってキーリは舌足らずにそう言ってぶんぶん首を振った。心しん臓ぞうがどぎまぎして顔が火ほ照てってくる。

「ああ、そう。サンキュ」

　ハーヴェイもどことなく照れくさそうに頭を搔かいて言葉を濁にごす。キーリのほうは上うわ目め遣づかいに、ハーヴェイのほうは伏し目がちに少しのあいだお互い黙だまって見つめあい、何やらちょっぴりいい雰囲気……。

　になりかけたとき、

　ざざっ、がりがり、び──っ

　ラジオのノイズのあからさまな邪じや魔まが入った。

「兵長ー……」

　溜ため息いきをついてハーヴェイがかくんとうなだれる。『がっ、ぴ──……が──』「って、まだ何もしてねえだろうが」『ががっ』「ああ？　いや、まだってゆうのは言葉のあやだ細かいことをうるせえよ」ラジオのノイズとハーヴェイとで何やら言いあいになるがキーリには二人の会話の中身がわからず、首にかけたラジオとハーヴェイの顔を困惑気味に見比べた。

　ここでもまた自分だけが取り残されて仲間はずれになっている気がして、再び沈ちん鬱うつな気分がのしかかってくる。

「どうして、ハーヴェイにはわかるの……？」

　か細い声でぽろっと呟つぶやき、言った途端とたんなんだか妬ねたんでいるみたいなことを言ってしまった気がしてますます自己嫌悪のどん底に陥った。いたたまれずに靴の先に視し線せんを落とす。

　ハーヴェイの手が伸びてきて、くしゃくしゃと無雑作にキーリの髪を搔かきまわした。慰なぐさめられているみたいでかえって余計に情けなくて泣きたくなる。

「私には、兵長の声が聞こえないよ……」

「キーリにも聞こえてるはずだよ。聞こうとしてないだけだ」

「聞こうと……してるよ」

　言い返した声は、しかし自信なさげにか細くなって口の中で消え入った。

　聞こうとしてないだけ……そうなのだろうか。わかってる、自分は今、父親を受け入れそうになっている自分に混乱して、現実を受け入れることに混乱して、自分からいろんなことに壁かべを作って拒絶している。だから兵長の声も聞くことができないの……？　だったら、でも、どうしたら素直になって兵長の声を聞くことができるの？

　階段の下が男の人たちの声と装甲服のがちゃがちゃした足音で騒さわがしくなった。

「南のバリケードが突破されました！　応援求む！」

　階下で叫ぶ声が聞こえ、上の階の部屋に詰めていた兵士たちが飛びだしてくる。階段を駆け降りる人々に突きとばされそうになり、壁かべ際ぎわに張りついて避さけながら、キーリは不安げに周囲に視し線せんを巡らせた。

　胸の前でラジオを抱きしめた手をハーヴェイの手が引っ張った。肩にかかった炭化銃ががちゃんと揺れる。

「とにかくビーを捜して合流しよう」

　促うながされてキーリも走りだしたとき、兵士たちに混じって飛びだしてきたユリウスの姿が階段の上に見えた。走りながらハーヴェイが振り返り、

「ユリウス、別行動だ」

「あ、ああ。気をつけろよ」

　ユリウスが頷うなずいて言う。手を引かれて軽くよろけながらキーリもユリウスを振り返った。

「ユーリ、ずっと友だちだよ！」

　あいているほうの手を振って一いつ時ときの別れを告げる。何やら複雑な苦笑を浮かべて手を振り返すユリウスの姿が壁かべの死角に消え、キーリは前を向いて階段を駆け降りる。「お前それ、駄だ目め押おし？」ハーヴェイがちらっと振り返ってそんなことを訊きいてきた。キーリがぱちくりするとハーヴェイは軽く片かた眉まゆをあげただけですぐに前に向きなおり、

「なんでもない。行くぞ」

　臨りん時じ本部の塔から再び柱ちゆう廊ろうに出た。武器やたいまつを携えた兵士たちがばたばたと行き交い柱廊も騒そう然ぜんとしていたが、しばらくすると次第に人ひと気けはまばらになり喧けん噪そうが遠のいていく。ベアトリクスがいる場所に心当たりがあってどこかへ向かっているのか、ハーヴェイについていくだけのキーリにははっきりとはわからなかったが、たぶんこっちはシグリに手を引かれて逃げてきたのと逆方向、大聖堂がある方角だ。

「あっ」

　と、唐とう突とつに声をあげてキーリのほうから立ちどまった。手を繫つないでいたのでハーヴェイと引っ張りあう格好になって引っ張り戻され、軽くつんのめりながらハーヴェイが足をゆるめて訝いぶかしげに振り返る。「ちょっと待って。落としちゃった」繫いでいた手を放してキーリは今来た場所を少し駆け戻り、しゃがみ込んでそこに落ちていたものを拾いあげた。

「切れちゃった……」

　ベアトリクスにもらった左手首のお守り。彼女の髪を編あんで作られた紐ひもが切れて輪わがほどけ、石の飾りが取れてしまっていた。

（急に切れるなんて、どうして……）

　漠然とした不安が心をよぎる。しかし偶然だろうと無む理り矢や理りに心の奥に押し戻し、拾った石と紐をスカートのポケットにしまった。ラジオを揺らして立ちあがり、ハーヴェイが待っているところまですぐに駆け戻って「ごめんね、なんでもない。行こう……」声をかけて、キーリはふと首をかしげた。

　キーリが戻ってきたことに気づいていないのか、ハーヴェイはキーリの声に反応することなく、何かを睨にらむように柱ちゆう廊ろうの先に首を振り向けている。ハーヴェイの腕越しに顔を出してキーリもその視し線せんの先を追った。

　陽ひが暮れて薄うす暗ぐらくなりはじめた柱廊が視界の先までまっすぐに延びている。太い柱の影かげが等間隔で薄く落ちているのが見えるのみで、動いているものはない。

「どうしたの……？」

　ハーヴェイの険しい雰囲気になんとなく呑のまれて小声で問う。「ビーを見つけた……気がしたんだけど」前方を見据えたまま低い声でハーヴェイは答えて、自分の心しん臓ぞうのあたりを軽く摑つかんだ。「ビーの気配けはいもある……でも、……なんだ……？」キーリに向かってというよりは独り言のように、ハーヴェイ自身も混乱している感じで要領を得ないことを呟つぶやく。




　くちゃり、くちゃり……。




　柱廊の先からかすかな音が聞こえはじめた。寒気を覚えてキーリはハーヴェイの服の袖そでをぎゅっと摑む。生肉を食はむような、粘ついた咀そ嚼しやくの音──。

　柱の影が落ちる柱廊の薄うす闇やみに目を凝こらすと、中途半端に喰くい散らかされた化け物たちの断片が道を作るようにところどころに転がっているのが見て取れた。「……っ」こみあげてきた嘔おう吐と感かんにキーリは唾つばを飲み込んでハーヴェイの腕にしがみついた。ハーヴェイはさっきと変わらず心臓のあたりを押さえて険しい視線で柱廊の先を見据えたまま固まっている。

　化け物たちの死体が点々と道を作るその行く先、柱廊の奥から鼻をつくひどい腐臭が漂ってくる。柱の陰にうずくまってもぞもぞと蠕ぜん動どうしている肉の塊かたまりのようなモノがあった。キーリの身長の倍ほどもあるその巨大な肉にく塊かいのあちこちから途中でちぎれた配管やケーブルと思おぼしきものを引きずった、肉と鉄のいびつな塊。よく見ると、その肉塊を形成しているのはできそこないたちの断片だった。身体からだの表面のあり得ないところから何本もの手足が突きだし、のっぺりとしたいくつもの顔が肉塊の中に溶け込んでいる。

（何、あれは……？）

　うずくまっているその巨体の化け物は、できそこないの死体を一心に喰くらい続けていた。腐った肉を喰らうにあわせてその断片が皮ひ膚ふを突き破るように表面化して、身体がより巨大化しいびつになっていく。肉に埋もれてそこが口とも言いがたい口の中でできそこないの石の心臓を嚙かみしだき、口の中で爆ばく発はつが起こって顔面が半分ほども破裂する。しかしまるで細胞自体が意思を持って寄り集まるかのように即座に再生がはじまる。

　両の瞳ひとみもまたほとんど肉の中に埋もれてものが見えているとは思えないが、それがこちらに気がついて振り返った。喰いかけのできそこないの脚を触手みたいに口の端からぶらさげたまま、のそりとこちらに向きなおり、

　うお────ん……！

　低い咆ほう吼こうとともに、肉の塊かたまりが転がるように突進してきた。

「避よけろ！」

　ハーヴェイに突きとばされてキーリは後ろにたたらを踏んだ。一拍おいてラジオがお腹なかにぶつかる。そいつは一いつ直ちよく線せんにハーヴェイのほうめがけて突進してくる。ハーヴェイが身を沈めてそいつの腕をかいくぐる。

　柱に背中をぶつけながら、キーリはその化け物を凝ぎよう視しして目を見張った。

　信じがたいものを視覚が捉とらえた──化け物の身体からだの一部に見知った顔が、よく知った顔が埋まっているのを。

「う、そ……」

　掠かすれた声が口から漏れる。

　すとんと、膝ひざの力が抜けてその場にへたり込んだ。







　キーリを突き放したとき、敵が狙ねらう標的にキーリのほうがまったく入っていないことを直感した。

（俺おれだけを狙ってる……？）

　一直線に突進してきたそいつが死体の断片が融ゆう合ごうしてできた腕を薙なぐ。単純に振りまわされただけの腕をかわすことは容易だったが、腕に引きずられて一いつ緒しよに振りまわされたケーブルがムチのようにしなって目の前に飛んできた。肩に提さげていた炭化銃の銃身を立てて攻こう撃げきを受ける。深い傷きず痕あとが一文字に銃身をえぐり、背筋に戦せん慄りつが走る。足もとに転がっていたできそこないの死体の断片──腕か何かが目に入り、拾って敵の顔面めがけて投げつけると、そいつはいったん標的をそっちに変え、目の前を掠かすめていった死体の腕に跳びつき喰くらいついた。生物としての原始的な生存のための反応、死体を取り込んで自らを成長させるという動きを自動的にしているのだろうか。標的となるのはおそらく不ふ死し人にん。

　自分の中の〈核〉が奇妙な圧力を感じてどくんと脈打つのがわかる。敵の身体の中心に共振するものを感じていた。巨大な〈核〉を中心として屍し肉にくやケーブルや配管を取り込んだ、肉と鉄の塊。

　死体の腕を喰い終えた敵の目標がこっちに戻り、再びやみくもに突進してきて腕を薙なぐ。同じ攻撃を二度は食らわない──腕をかいくぐると同時に懐ふところに飛び込み、しなって飛んできたケーブルの根もとを摑つかんで敵の身体を引き倒す。

　引き倒したまではいいが、

「あっ」

　敵が今まで相手にしたことがないほど巨大だったため目測を誤り、避けきれずに巨漢が覆おおい被かぶさってきた。

　肉の塊かたまりに押し倒されて側頭部を床ゆかに打ちつけ視界が暗転する。その格好のまま敵の巨大な手が心しん臓ぞう部ぶを狙ねらってくる。肋ろつ骨こつが軋きしんでぱきっと音を立てた。渾こん身しんの力で押し返そうとするが力負けしていびつな五指が胸をえぐろうとしたとき、

　ばちっ！

　静電気がはじけるような、いや、もっと強く重く反発しあう圧力を〈核〉に感じた。お互い反対側に軽くはじかれ、肉にく塊かいに埋もれた化け物の目と至近距きよ離りで視し線せんが交こう錯さくする。荒野の朝の空に似た砂色の瞳ひとみが肉の隙すき間まからわずかに覗のぞく。

「……あ……ぐ……？」

　そいつが喉のどからこもった呻うめき声を発し、わずかに首をかしげる仕し草ぐさをした。

　刹せつ那な。

「──？」

　そいつの瞳がふいに視覚の中で巨大化し、瞳の奥に呑のまれるように、脳裏いっぱいに突如砂色の光が閃ひらめいた。

　一面の砂色の映像が意い識しきに流れ込んでくる。

　だだっ広い砂色の空間だった。背後には半ば崩れて廃はい墟きよと化した灰色の無骨な建物。空間を囲む半はん壊かいしたブロック塀。ひしゃげた鉄棒。煙がくすぶる小さな砂場。

　これは、学校……南ウエスタベリの、あの子供たちの学校？

　校庭の片隅、鉄棒の前に二つの小柄な人ひと影かげがあった。背中を丸めてしゃがみ込み、自分の拳こぶしほどもある石をひたすら積つみ続ける赤毛の少年。離はなれたところでそれを見ているもう一人の少年。無む惨ざんにひしゃげてもう二度と子供たちが遊ぶことはできないであろう鉄棒の前に、いくつものささやかな石の墓標が積みあげられている。

（なんだこれ、なんでいきなりこの映像が──）

　校舎に面した校庭の遠く、ブロック塀の向こうに軍隊のトラックが一台停とまっていた。掲げられている軍旗の紋章は味方、南ウエスタベリ軍の不死人部隊。トラックの脇わきに丈たけの長い暗色の外がい套とうを着た大柄な兵士が二人。




　流れ弾が落ちたか……。




　一人の兵士が無感情に言い、特になんらの救済をする気があるでもなくトラックに乗り込んでいく。もう一人の兵士も同じく無感情に、石を積む少年たちを砂色の瞳ひとみでただ遠くから眺めている。

　なんでお前にこの記き憶おくが……。誰だれだ、お前はっ……

「誰だッ！」

　叫ぶと同時、持っていた炭化銃の引き金を引いた。しかし滅茶苦茶めちやくちやに撃うっただけの弾は急所をはずれて敵の腕の一部を吹き飛ばしたのみ。

　意い識しきを支配していた映像が途と切ぎれる。直前、




　……行くぞ、ユド。




　一人目の兵士が呼ぶ声が聞こえた。

「なっ……」

　頭をがつんと殴り倒されたような衝しよう撃げきに目め眩まいが起こる。混乱して頭の中がぐるぐると回転する。「う……噓うそだ！」発作的にもう一発、今度は間違いなく急所、敵の身体からだの中心めがけて炭化銃をぶっ放そうとしたとき、

「だめえ、ハーヴェイ！」

　悲鳴に近い少女の声が割り込んできた。そのときには左手の指がすでに引き金を引いている。しかし脊せき髄ずい反はん射しやがかろうじてわずかに狙ねらいをはずし、敵の胴を半ばほど吹っ飛ばして肉にく塊かいが飛び散る。

　頭の上になだれかかってきた肉塊の中に──。

　そいつの身体に取り込まれた、見知った顔の断片があった。

　見知った……女の顔の断片が。

「ビ……ー……？」

　愕がく然ぜんとしてその名を呟つぶやいた。彼女の顔を含んだ肉塊を抱きかかえるような格好でその場に尻しりもちをつき、なんとなく、何かの答えを求めるように、視し線せんを虚こ空くうに泳がせて叫んだ少女の姿を捜す。柱ちゆう廊ろうの隅で柱にすがりつき、がくがく震ふるえて蒼あおい顔でこっちを凝ぎよう視ししているキーリの姿。その反応が答えだった。自分の視覚が間違っていないことを。これが彼女に間違いないことを。

　次の攻こう撃げきを避よけないといけない。しかし身体が動かないまま敵を見あげる。再び脳裏に閃ひらめく映像──。

　ケーブルや配管が隙すき間まなく壁かべや天てん井じよう、床ゆかを這はう円形の部屋。

　石の心しん臓ぞうと神経繊せん維いの切れ端だけになって生体ケーブルに繫つながれている、かつての上官の無む惨ざんな亡なき骸がら。

（噓うそだ……）

　死体が融ゆう合ごうしいびつな肉塊と化した顔の中に埋もれた砂色の瞳ひとみに、旧知の男の、かつての上官の同じ色の瞳が重なる。混乱した思考回路が現実を拒絶して同じ単語を頭の中で何度も繰くり返していた。噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ──。

「うぐ……あ」

　目の前に立つそいつが、知能がある人間が──少なくとも上官の口から発せられるとは絶対に信じられない化け物じみた呻うめき声ごえを漏らして腕を振るった。やられるままに頭を殴り倒されて炭化銃もろとも床ゆかを滑すべり、意い識しきが歪ゆがむ。

「ユ……ド……」

　右みぎ肘ひじをついて身を起こしながら絞りだすように名前を呼んだ。摑つかみかかろうとしてきた相手の動きがとまる。一いつ時とき、窺うかがうようにお互いの目を見つめあう。

「う……ぁが」

　そいつが急に頭を抱えて苦しそうに呻きだし、よろりと一歩退いた。

「う、うが、ぐがぁっ」

　やみくもに腕を振るって周囲の柱を破は壊かいしながらさらに数歩あとずさる。床を揺るがす重い足取りできびすを返し、ずしり、ずしりとゆったりした動きでその場を離はなれはじめる。

「待っ……」

　身を起こして追おうとしたが、左目の奥に激はげしい頭痛を覚えて視界が歪み再び転んだ。キーリが呼ぶ声が聴ちよう覚かくの遠くでこもって聞こえる。ひどく歪んで傾いた視界の先、遠ざかっていくそいつの後ろ姿をかろうじて見あげる。

　遠ざかっていく屍し肉にくとがらくたの塊かたまりの背中。遠ざかっていくかつての上官の背中。あの兵服のたくましく頼もしかった背中が脳裏で重なって。

「う……、噓うそだあ──っ！」

　這はいつくばって拳こぶしで床を叩たたきつけ、あらん限りの声で叫んだ。
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「神官さま」

　あどけない声に呼びかけられ、バリケードにへばりついていたヨシウは足もとに視し線せんを落とした。自分の腰くらいの背せ丈たけの幼い少女が下腹に両手をあてて身体からだをくねらせ、

「おしっこ」

「えぇ？」面食らって一いつ瞬しゆんのけぞってから、ヨシウは膝ひざを折って少女と目め線せんをあわせた。「困ったな。もう少し我慢できるかい？」

「うん。もうちょっとならがんばる」

「よし、偉いね」

　気合いを入れるように両の拳を握って頷うなずいた少女の頭を撫なでてやると、誉ほめられて気をよくしたのか少女は誇らしげに「えへへ」と微笑ほほえんだ。

「すみません、神官さま」

　と、母親らしき女性が駆け寄ってきて少女の肩を抱き寄せた。「邪じや魔まをしちゃだめよ。危ないから奥に行きましょう」母親が少女の手を引く。未いまだ二十人あまりの人々が立てこもる用具室。狭い空間の奥に女性や子供、老人たちが不安げに身を寄せあい、戸口に立って長なが椅い子すのバリケードを支えている男たちを見守っている。

「神官さま、天使さまは戻ってくる？」

　手を引かれて奥へと戻りながら、少女がふと振り返ってそう言った。目をしばたたかせるヨシウに対して母親のほうが顔色を変え、「やめなさいっ」と小声で娘をたしなめる。

「あれは天使さまなんかじゃないのよっ」

「天使さまじゃないの？　でもすごくきれいな人だったし、あたしたちを助けてくれたのに」

「神官さまの前でなんてことっ」

　大きな瞳ひとみで母親を見あげて無邪気に訊きき返す娘の声を母親が抑えた声で遮さえぎった。娘と目線をあわせてかがみ込み、娘の肩を揺らしながら、「前にも話したことあるでしょう、あれは〈戦争の悪魔〉、忌いむべきもの、怖いお化けなのよ。そんなこと言う悪い子は教会兵に心しん臓ぞうをくりぬかれちゃうのよ」

「奥さん」

　母親の叱しつ責せきの声を諫いさめめるようにヨシウが遮った。恐きよう縮しゆくして顔をあげた母親に、落ちこぼれではあるものの神官らしくあるよう田舎いなか町まちの礼拝の説教で鍛きたえあげられたやわらかい微笑をたたえて。「教会兵は子供の心臓をくりぬいたりはしませんよ。ご安心を」もちろんそんな話は子供を脅おどしつけるためのただの常じよう套とう句く、本気にしている大人おとななどいはしないのだが、生き真ま面じ目めな口く調ちようで諭さとすヨシウに母親は困惑した顔をした。

　固まっている母親の手から少女を引き寄せ、少女と顔を寄せあってヨシウは悪いた戯ずらっぽく耳打ちする。

「君には天使さまに見えた？」

「うんっ。きらきらした天使さまの羽根も見えたのよ」

「そうか、羽根も見えたんだ」

「ママは見てないって言うけど、あたしには見えたの。天使さまがあたしたちを守ってくれたのよ。そうでしょ、神官さま？」

　嬉うれしそうに目を輝かがやかせて語りながら、少女がこくりと小首をかしげた。片手で目め頭がしらを押さえて俯うつむいたヨシウの顔を不ふ思し議ぎそうに覗のぞき込み、

「どうしたの、神官さま、泣いてるの？　どこか痛いの？」

「いや、なんでもないよ」

　俯いたままヨシウは小刻みに首を振った。「ありがとう……」掠かすれた声で、幼い少女の小さな身体からだを抱きしめて耳もとに心からの感かん謝しやを告げる。目の前のこの少女に、そしてまた、自分のもとに天使を連れてきてくれた田舎いなか町まちの子供たちにも。

　子供の目にはきっと素直に純粋に、彼女の天使の翼つばさが本当に見えるのだ。ヨシウはそう信じた。信じたかった。

「大丈夫。天使さまは戻ってくるよ」

「本当？　またあのきれいな天使さまに会えるかなあ」

「うん、きっと会えるよ」

　半分は自分に言い聞かせるようにヨシウは少女に請うけあった。抱きしめた少女と触れあった腹のあたりに温かい何かが広がっていく。もう一度彼女に会いたい。会えますよう……教会の神ではない、しかし奇跡を起こしてくれるかもしれない何かにそう祈った。

「神官さま……」

　と、耳もとで少女がふと遠えん慮りよがちな小声になって言うので「ん？」少女の肩から顔をあげて身体からだを離はなすと、少女が恥ずかしそうにもじもじと身をよじって、

「ごめんなさい……やっぱりがまん、できなかった」

「あぁ──……」

　少女のズボンの股またの周辺と自分の神官服の腹部にアンモニア臭が漂う生温かい液体の染みが広がっていた。「も、申し訳ありません、神官さまっ！」顔を真まっ赤かにした母親が慌てて少女を引ひき剝はがす。母親にしがみついて半べそをかきはじめる少女にヨシウはぎこちない引きつり笑いを浮かべて、

「い、いいんだよ。我慢できなかったんなら仕方ないね……」

　はあと溜ため息いきをついて神官服の上着を脱ぎながらバリケードを振り返る。彼女が跳び込んできたときにあけた大穴はすでに別の長なが椅い子すで補強され、男たちがそれを押さえながら外の様よう子すを窺うかがっている。

（帰ってきてください……）

　心の中でそう祈った。自分やあの少女だけではない、あなたに感かん謝しやしている人はきっと他ほかにもたくさんいます。彼女にそう伝えたかった。そして何より、彼女に再び会いたいと思っている自分がいる。うだつのあがらない下位神官の自分なんかとは釣りあわない、最上級の天使だけれど。

　あなたと、もういちど会いたいです。
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　今度の誕たん生じよう日びに絶対お祝いしよう。夏の真ん中の日。約束だよ。

　わかったわかった。

　約束。絶対。

　絶対。




　ぜったい……




「ひっくっ……ベアトリクス……」

　壊こわれてしまった彼女のお守りを額ひたいに押しつけるように握りしめ、キーリはしゃくりあげながら彼女の名前を何度も呼んでいた。もう何時間もこうやって泣き続けている気がするのに、もうすっかり泣き疲れているのに、身体からだ中じゆうの水分が涙になってしまったのではないかと思うほどに泣いているのに、絞りだしても絞りだしても涙は涸かれることなく溢あふれてくる。

　思いだすのは彼女と交わした言葉の数々、いつも歯切れがよく自信に満ちて凜りんとした彼女の声、思いきりのよすぎる彼女の買い物、拗すねたときの膨ふくれ面つら、敵を見据える鋭するどい視し線せん、そして彼女の綺き麗れいな笑顔えがお。

　誕たん生じよう日び、お祝いしようって約束したのに。絶対って約束したのに。こんなのは噓うそだ。きっと悪い夢だ。

　あんたの幸せをいつも最さい優ゆう先せんに考えてる──。

　そう言ってくれた彼女にだって幸せになって欲しかった。彼女はもっと幸せになって当たり前だった。幸せな彼女の笑顔はどんなにか綺麗で素敵すてきなことだろう。今までに見せてくれたどの笑顔よりも眩まぶしく輝かがやいてみえることだろう。

　次々に頭に浮かぶ彼女のことを考えながらしゃくりあげるキーリの前で、ハーヴェイが背中を向けてできそこないたちの断片が融ゆう合ごうした肉にく塊かいの中から彼女の亡なき骸がらを切り離はなしている。体面もなく顔をぐしゃぐしゃにして泣き続けるキーリに対して、膝ひざを折ってしゃがんだその背中はさっきから長いあいだ無言のまま、ひと言も発することなく作業だけを続けていた。腐臭を漂わせるどろどろした肉にく塊かいをまるで土や砂でもどけるみたいに怯ひるむことなく手で搔かき分けて、彼女の身体からだを引きずりだす。
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　救いだすことができたのは頭部と片腕が繫つながった上半身までで、残りの部分はすでに肉塊との融ゆう合ごうが進んでどうにもならなかった。彼女の心しん臓ぞうに埋め込まれていたはずの〈核〉は、あの巨体の化け物の本体に吸収されてしまったのか、すでに肉塊の中には見つけることができなかった。

　あの化け物。……ユド。あのときハーヴェイがそう呼んだのが聞こえた。本当に、あれがラボに囚とらわれていたユド……？

　彼女の顔や髪にへばりついたコールタール状の体液をハーヴェイの手が丁てい寧ねいに拭ぬぐう。虚うつろな彼女の蒼あおい瞳ひとみを手のひらで閉じ、自分のコートの左ひだり袖そでを口でくわえてコートを脱いで、彼女の亡骸にそっと被かぶせた。そこまでの作業をハーヴェイは丁寧に、けれどまるであらかじめ身体にインプットされた機き械かい作業のような迷わない動作でただ淡々とやってのけた。泣きじゃくっているキーリのように感情を表に出すことなく、むしろ感情というものがすべて抜け落ちてしまったかのように。

　キーリはハーヴェイを手伝うことも、背中に声をかけることもできずにいた。これは自分の仕事だとその背中が拒絶しているようで。キーリなんかよりも何十倍も長いつきあいであったはずの彼女を弔とむらうことは自分の仕事だと。

　ウエスタベリのパークの磁じ場ばに囚われていたあの学校の校庭で、年少の子供たちのために石の墓標を積つんでいた赤毛の少年の背中が脳裏で重なって見えた。あの少年は何十年もたった後のち、こうして大人おとなになり、今また古い友人をあのときと同じように無言で淡々と弔っている。あの頃ころよりもだいぶ背が高くなった背中は、けれどあの少年時代と同じように、ずいぶんと頼りなく華きや奢しやに見えた。

「ユドが……」

　前を向いたままハーヴェイの背中がふと呟つぶやいた。まだとまらない涙を拭ってキーリは顔をあげる。しゃがんだ背中が振り返ることなく続ける。

「昔、言ってたことがある。自分の名前は教会の聖書に出てくる、救い主を裏切った男の名前と同じなんだって……」何な故ぜ急にそんな話をはじめるのかキーリにはわからなかった。ベアトリクスの亡骸に視し線せんを落としたままハーヴェイは無感情な乾いた声で、ぼそぼそと独り言のように話を続ける。

「自分にも贖あがなわなければならない罪がある。しかしそれは不ふ死し人にんであるこの俺おれが永遠とも言える一生を賭かけても決して贖うことができない、大きな大きな罪悪だ……そう言ってた。そのときは、この堅かた物ぶつはまた何言ってんだろうなって、そう思っただけで」

　一拍の間があった。それから、吐き捨てるようなぶっきらぼうな言い方で、

「そうか、でも、そういうことだったんだ」

　ははは、とふいにハーヴェイが笑った。ほんの短い笑い声を立てただけだが、荒野の冬の風に似たその乾いた冷たい笑い方にキーリはぞくっと寒気を覚えた。それはなんだか違う人みたいな、別の何かに取とり憑つかれたようなハーヴェイらしくない異様な笑い方で。

「ハーヴェイ……？」

「ああ、なんでもない。なんでもないよ」

　場違いに軽い口く調ちようで言いながら、ハーヴェイは相変わらず振り返ることなく、短く切ったベアトリクスの髪を優やさしく撫なでた。持ち主が生命力を失ってもなおも綺き麗れいな金の髪を。

「あいつは、ユドは、今日もうひとつ、俺おれに対してあいつの一生を賭かけても贖あがなえない罪を犯した。だから俺は、どうしてもあいつを殺さないといけない……」

　呟つぶやく声が低く陰湿に周囲の薄うす闇やみに沈み、キーリをひどく不安にさせた。ハーヴェイのこんな声を、他人に対して害意を持つことなどめったにないハーヴェイのこんな陰湿な声を今まで聞いたことはない。

「ハー……ヴェイ？」

　静かな怒りが揺らめく背中に気け圧おされ、キーリはラジオを抱きすくめて知らずに少しあとずさっている。こんなのはキーリが知っているハーヴェイじゃない。

　ハーヴェイの背中がベアトリクスの亡なき骸がらの前から立ちあがる。ぼたっとした粘性の血液がその足もとに大量に滴った。さっきユドにやられた、ハーヴェイの胸の中心にあけられた傷きず痕あとから。「ハーヴェイ、やめてっ……」引きとめるキーリの声は途中で尻しりすぼみになる。ハーヴェイを怖いと思った。今、少しおかしい。絶対にどこかおかしい。

　立ちあがって振り返ったハーヴェイが、唐とう突とつに左腕を真横に突きだした。突然の動作に驚おどろいたキーリはあとずさった踵かかとを滑すべらせて尻もちをついた。

　まだこのあたりに生き残りがいたのか。半身を喰くわれたできそこないが柱の陰からハーヴェイを狙ねらって飛びだしてきたところだった。ハーヴェイは突きだした左手をできそこないの心しん臓ぞう部ぶに正せい確かくに突っ込んでいる。

「うぐ……ぅあ……」

　動きをとめられたできそこないが苦痛に呻うめいて手足をばたつかせる。身体からだの中でぎちぎちと奇怪な軋きしみ。ハーヴェイの左腕に力が入って皮ひ膚ふの下から血管が濃こく浮きあがり、爛ただれが残る左ひだり頰ほおにも同じように血管が浮く。できそこないが嘆たん願がんするような瞳ひとみでハーヴェイを見る。かまわずに、ハーヴェイは左手に摑つかんだ石の心臓を生体ケーブルごとそいつの身体の中から引きずりだした。

　糸が切れたように、できそこないの身体が柱にもたれて倒れ込んだ。

「あ……」

　ラジオを抱いてへたり込み、小刻みに震ふるえながらキーリはハーヴェイの横顔を凝ぎよう視しした。足もとのできそこないの死体を無感情に見おろす暗あん褐かつ色しよくの瞳ひとみ。そのあいだにも赤黒い血が胸から滴したたり続けて血ち溜だまりを広げている。

「ハー、ヴェイっ……」

　掠かすれた声で呼びかけると、ハーヴェイがはじめてまともにキーリのほうに視し線せんを向けた。感情の抜けた瞳にようやくわずかに何かの感情らしきものが灯ともる。摑つかんだ石の心しん臓ぞうを無雑作に取り落とし、その手のひらでふと自分の口を覆おおって、

「うえっ……」

　がくんと身体からだをくの字に折って、血と胃液を一いつ緒しよに吐いた。

　しゃがみ込んでいたキーリは慌てて半ば這はうようにハーヴェイのそばに寄った。「ハーヴェイっ……」声をかけて背中を抱きかかえるが、咳せき込んで嘔おう吐としながらもハーヴェイはキーリを押しのけ柱にすがって立ちあがろうとする。

「ユド……」

　喉のどから絞りだすように呟つぶやく声。

「俺おれ、が、決着をつけないとだめなんだ。つけてやらないと。最後にしてやらないと……」

　さっきまでの殺気とは違う、悲壮な決意のようなものを感じ取ってキーリは胸をえぐられるような思いでハーヴェイの背中にしがみついた。やめてととめることもできず、かといって手を貸すこともできず、どうしたらいいのかわからずにただ半泣きで背中を抱きしめた。膝ひざをついてうずくまったハーヴェイが、自らの血で汚れた左手で感情を抑え込むように顔を覆おおって前髪をくしゃっと摑む。

「あんな、あんな無ぶ様ざまな格好であいつは、いつまで罪を重ねるつもりなんだ……もう終わりにしよう、ユド、ユド……」

　顔を押さえた指の隙すき間まから漏れる悲痛な呟きがキーリの胸を突き、キーリのほうが息がとまりそうになった。

　怒っていたんじゃない、ハーヴェイは悲しんでいたんだ。感情を押し込めて、心の中ではずっと泣いていた。ベアトリクスのために、あんないびつな姿になってなおも動き続けるユドのために、死して自我を失ってもなお死ぬことを許されなかったできそこないたちのために、血を吐くくらいに苦しんで心の中で泣き叫んでいた。この人はいつだって結局は人のことばかり考えている。

　無む理り矢や理りにハーヴェイが再び身を起こし、柱に肩をこすりつけて歩きはじめる。キーリはその場に座り込んだままその背中を見あげるだけで引きとめることができなかった。

　ほんの数歩。

　歩いただけで、ハーヴェイは転がっていたできそこないの死体に躓つまずいて前のめりに転んだ。

　不自然な格好で転んだまま、それきり動かない。

「……？」

　ふらふらと立ちあがって近寄ってみる。ハーヴェイしか見ていなかったのでキーリも同じようにできそこないに躓つまずいて、ハーヴェイに覆おおい被かぶさるように転倒した。赤しやく銅どう色いろと暗あん褐かつ色しよくの瞳ひとみを虚こ空くうに向けて、ハーヴェイは壊こわれて捨てられた人形みたいにくったりと不自然に倒れ込んだまま動かない。「ハーヴェイ……？　どうしたの？」揺らしても呼びかけても、虚うつろな双そう眸ぼうは宙を漂ったまま焦点を結ばない。

　胸に耳をあてて心しん臓ぞうの音を聞いてみた。かすかだけれど、とくん、とくんと石の心臓が脈打つ音が聞こえる。ほっぺたを叩たたいてみる。名前を呼んで声をかけ続ける。

　最初のうちは努めて冷静に容態を確かく認にんしていたが、徐じよ々じよに気が動転してきた。

「ハーヴェイ……ハーヴェイっ」

　必死になって激はげしく身体からだを揺らしてみる。人形みたいにがくがくと首が振れるだけで反応はない。

「兵長っ……」

　助けを求めてラジオを見おろす。「ハーヴェイ、動かないよ？　どうしたの？　ねえどうしたの？」何かを伝えるようにラジオがスピーカーからノイズを出すがキーリは錯さく乱らんして首を振るだけ。「わかんない、言ってることわかんないよ、私にはわかんないんだよ、ハーヴェイがいないとわかんないよっ……。ねえ、ハーヴェイが動かないよ。ベアトリクスの、ベアトリクスの次はハーヴェイが動かないようっ。兵長、何か言ってよ、教えてよっ……」何が起こっているのか、どうしたらいいのかわからずに考えられずに、動かないハーヴェイの胸にとにかくすがりついた。

「ハーヴェイ、嫌いやだよ、嫌だよおっ……」

　声が涸かれるまで呼び続けた。喉のどが痛くなるまで泣きじゃくった。それでもあの不器用に優やさしく頭を抱き寄せてくれる左手はだらりと床ゆかに垂れたきり動かなかった。







　静かだった。なんだかこの場所に自分一人きりしかいないみたいだった。

　ハーヴェイの胸にもたれてまるでキーリまで捨てられた人形みたいに倒れ込んで、ベアトリクスのことでさんざん泣いて使いきってしまったので涙はもう涸れて、なんだか感情まで使い果たしてしまったみたいに心の中が乾ききって、動く力がわいてこない。ラジオのノイズはキーリにはひどく遠くて言葉を届けてくれることはない。ハーヴェイが動かなくなった途端とたんラジオもただのラジオになってしまったように。

　ハーヴェイの存在がキーリとこの世界の、今までの冒険の旅の、いろいろな不ふ思し議ぎな体たい験けんをしたこの二年半のすべてを繫つないでいたのだと思った。その糸が途と切ぎれた途端、二年半のすべてが泡のようにはじけて無意味になってしまったみたいだった。ラジオが喋しやべったことなんて今まで一度もなかったみたいだった。

　静かだった。なんだかこの世界に自分一人きりしかいないみたいだった。

　泣き疲れてうとうとしてきて、少し眠ったかもしれなくて、それでふいに目が覚めても、やっぱり一人きりで何も変わっていなかった。どれくらいの時間こうしているんだろう。長い時間がたったような気がしていた。もしかしたら何日もたったかもしれない。どうして人間は泣きすぎて眠ることはあっても泣きすぎて死ぬことはできないんだろう。だったらこのままここで飢うえ死じにしてしまってもいいような気さえした。

　くすくすくす……

　声が聞こえた。囁ささやくような少女の小さな笑い声。聞き覚えのある笑い声。床ゆかのあたりを虚うつろに漂っていた視し線せんをのろのろと巡らせる。

「誰だれ……？」

　すがるように声を出した。さんざん泣いて喚わめいたせいでひどく喉のどが渇いていて、掠かすれた声が喉に張りついた。誰でもよかった。この一人きりの孤独から助けだしてくれるなら誰でもよかった。

　白いスリップドレスを着た少女が中空に浮かんで立っている。声に聞き覚えがあったとおり、部屋の絵画の中から出てきたあの少女だった。

「泣いてるの？」

　明るい声で少女が無邪気に訊きいてくる。泣き疲れてくたりと横たわったままキーリが頷うなずくと、少女は微笑ほほえんで、白くて華きや奢しやな手をこちらに差しのべた。

「おいで。いいもの見せてあげる」

　ふらふらと力なくキーリは差しのべられた手を取った。少女に手を引っ張られた途端とたん、鉛みたいに重たかった身体からだが突然重力から解放されて軽くなり、身体が宙に浮いた。

「あっ……」

　手を繫つないだ少女が驚おどろくキーリのほうを見てにこにこする。視線を落とすと、宙に浮いた足の下に自分の重たい身体が倒れていた。乾いた涙を頰ほおに張りつけ、倒れたハーヴェイの胸に寄り添って死んだように眠り込んでいる。

「私……」

　手を握ったり開いたりして感触を確かく認にんし、自分の身体を見まわしてみる。身体を通して周囲の風景がうっすらと透けて見えている。ハーヴェイのコートを被かぶせられたベアトリクスの亡なき骸がらも、倒れているハーヴェイと自分の姿もさっきの格好のまま何も変わらず、時間がとまった世界から自分の心だけが浮きあがってしまったみたいだった。けれど繫いでいる少女の手の感触だけは確たしかにあった。

　少女に導みちびかれ、キーリは倒れている自分たちの傍らにふわりと降りて膝ひざをついた。ハーヴェイはさっきと同じように焦点のあわない瞳ひとみを虚こ空くうに向けて人形のように倒れている。ないはずの体重が気持ちに変換されてずしりと重くのしかかる。また泣きそうになるキーリに少女が淡く微笑ほほえみかけて、キーリの手をくいと引いた。手を引かれるままキーリはハーヴェイの身体からだにそっと触れる。

　するりと身体の表面を手がすり抜けて。




　とくん。とくん……。




　ゆっくりとだけれど確たしかに脈打つ心しん臓ぞうの音が意い識しきに流れ込んできた。治ち癒ゆ力りよくを持つ血液が血管を巡る音。途と切ぎれ途と切ぎれで頼りないけれど、持ち主の意志を映して傷だらけの身体をそれでも必死で修復しようとしている。

「わかる？　ぼろぼろなんだよ」

　少女の無邪気な声が言う。

　見た目以上に、身体の中身までこの人は本当にぼろぼろだった。亀き裂れつが入った石の心臓が淡い琥こ珀はくの光を脈打たせ、少し不規則に、それでもかろうじてとまることなく血液を送りだし、傷だらけの血管を、皮ひ膚ふを、骨を、筋肉を、神経を繫つなぎあわせようとしている。

　唇を嚙かみしめて、キーリは彼の頰ほおに顔を寄せた。タテガミにもらって一度は見えるようになったはずの左目の視神経もすでにぼろぼろで、脳神経まで圧迫しはじめてもやっとした灰色に霞かすんだように感じ取れる。

「こんなに、こんなになって……」

「でもね」

　少女の声が言った。

「まだ、生きてるよ」

　少女の声に、キーリは無言で首を振る。もういいよ、と言いたくなる。もういいよ、もうやめて。そんなにぼろぼろになってまで、まだ頑張ろうとしないでいい……。

『キーリ』

　少女の声とは違う別の声が聞こえた。ノイズ混じりの男の低い声。聞き慣なれた懐なつかしいラジオの声が、聴ちよう覚かくではなく意識の中に今ははっきりとした言葉として直接届く。キーリは倒れている自分のそばに寄ってラジオに顔を近づけた。

「兵長っ……私、どうしたらいいの？　わかんないよ、教えて……」

　首を振りながら訴えかける。力強いラジオの声が心に沁しみる。

『助けてやってくれ。こいつはまだ諦あきらめてない。生きようとしてるんだ。聞こえるだろう？』

　ラジオの声に言われて耳を澄すますと、不規則な鼓動が、壊こわれかけた石の心臓が琥珀の光を脈打たせるかすかな音が聞こえてくる。

「できないよ……」

　でも、もう頑張らないで。今はそう言いたくて仕方がなかった。『キーリ、お前がそんなことを言わないでくれ。お前にしかできない。連れて帰ってきてやってくれ』ラジオの声が根気よくそう諭さとす。

「でも……どうすればいいの？」

　隣となりの少女がキーリの手を引いた。にこりと微笑ほほえんで、その手をハーヴェイの身体からだの中心に触れさせる。

　とくん。とくん……。

　心しん臓ぞうの鼓動が聴ちよう覚かくの中で拡大され、やがて意い識しき全体に沁しみ渡り感覚のすべてを支配して、淡く脈打つ琥こ珀はくの光に呑のみ込まれるように視界全体が染められて白く白く溶けていった。







　とくん。とくん……。

　鼓動の音がかすかに空気全体に浸透している。

「どこ……？」

　白く染まった視界が回復したとき、キーリは知らない場所に一人で立っていた。あの少女の霊れいもラジオもいない。足もとに倒れていたハーヴェイと自分の姿もない。そこは大聖堂の柱ちゆう廊ろうではなく、目め眩まいがしそうなほどに見渡す限りパノラマに広がる涸かれた荒野の大地だった。不安な顔でキーリはただ一人荒野の真ん中に立ち尽くす。

　岩肌の大地ががたがたと小刻みに揺れていた。靴のすぐ先の地面が突然轟ごう音おんを立てて崩れ落ち、慌てて足を引いてその場を退く。大地が崩れて断だん崖がいとなり、岩の破片が地の底へと落ち込んでいく。

　ぞっとしつつ周囲を見まわすと、視界一面に広がる大地が激はげしく揺れ続け、荒野のあちらこちらで地割れや崖がけ崩くずれが起きていた。砂色に霞かすんだ頭上の空までもが今にも張り裂けて落ちてくるかのように鳴めい動どうしている。不安定な大地をキーリは必死で踏みしめて立つ。

「何、ここ……？」

　今にも壊こわれそうな世界だった。近くでまた地割れが起こり、頭上からも細かい岩の破片が降り続けている。世界全体が鳴動に包まれがたがたと鼓膜を揺らす。両手で耳を塞ふさぎ、中腰になって頭をかばいながら周囲に視し線せんを巡らせた。「誰だれかっ……」大声で叫んだつもりの自分の声も世界の鳴動に呑のみ込まれてかすかにしか聞こえない。

　ここはいったいどこ？　まるで惑星の崩ほう壊かいの現場に立ちあっているような。

　耳を塞いでよろめきながら、地割れを避けてとにかく歩きはじめた。足もとの大地に亀き裂れつが入り、足首を取られてがくんと転ぶ。

　何がどうなっているのか、いったいどこに飛ばされてきたのか。また以前みたいに霊たちが作りだす過去のループ世界に迷い込んでしまったのだろうか？　それとも……もしかしたらこれはずっとずっと未来の世界？　惑星の終しゆう焉えんの時代？

「誰だれかあっ、兵長！」

　揺れる大地に這はいつくばって助けを呼ぶ。しかし自分の声は鳴めい動どうに呑のまれて消えるだけ。腹這いになってとにかく少しずつでもキーリは進む。「きゃあっ」這った足が滑すべって大地の裂け目に呑み込まれそうになり、危うく両手で岩肌にしがみついた。果てなく落ち込む断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに向かって自分の両足がぶらぶら揺れる。スカートの裾すそが煽あおられる。

　膝ひざを擦すり剝むきながら渾こん身しんの力で崖がけから這いあがり、ひとまず息をついたとき、崩ほう壊かいを続ける荒野の先に人ひと影かげを見つけた。

　人がいた……！

　まず最初に目に入ったのは、乾いた風に煽られる錆さびたような赤しやく銅どう色いろの髪。

「ハーヴェイ……！」

　安あん堵どのあまり涙声になって叫んだが、

　違う……？　ハーヴェイじゃない。ずっと小柄な、白っぽい寝ね間ま着きのような簡かん素そな服を着た少年だった。

　岩肌にしがみついて這いつくばったままキーリは目を見張った。彼自身の体重を優ゆうに超えそうな大きな岩の塊かたまりを少年は両手で持ちあげてよろよろと運び、大地を修復しようとするかのように、その岩の塊で裂けた大地の隙すき間まを埋める。そしてまた若干ふらついた足取りで戻っていき、同じような岩をまた運んできて地面の裂け目を埋める。自動人形みたいに、あるいは監かん督とく官かんに労働を強いられる囚人のように、その作業を黙もく々もくと繰くり返している。靴を履はいていない少年の両の素足は十字架を運ぶ罪人のようにひどく擦り剝けて、簡素な白い寝間着はまさしく囚人服のようにも見えた。

　少年が地面の裂け目に降ろした岩に亀き裂れつが入り、割れた岩の塊が少年の華きや奢しやな腕を下した敷じきにした。

「あっ」

　揺れ続ける大地にふらつきながらキーリは立ちあがって少年のほうへと駆け寄った。「大丈夫？」声をかけて助けようとしたが、少年はキーリの存在など見えていないかのように反応を示すことなく、潰つぶれた右手で岩をどかしてさらに持ちあげようとする。キーリの存在はもちろん自分自身の身体からだの存在にすらまるで頓とん着ちやくすることなく、大地の亀裂を埋める作業を続けようとする。天から降り注ぐ岩の破片が少年の背中をばらばらと打ちつけて身体を傷つけ、白い寝間着に点々と土と血の染みを作る。

　この子は……ハーヴェイだ。

　まるで何かに強制された労働者のように同じ作業をひたむきに続けるだけの少年の背中にそれ以上どう声をかけていいかわからず、ただ見守りながらキーリは確かく信しんした。

　ベアトリクスの遺体を弔とむらっていたハーヴェイの背中よりもずっと小さな、廃はい墟きよの学校の校庭で石の墓標を積つんでいたあの少年と同じくらい華きや奢しやで小さな背中が、痛ましいほどに傷だらけになりながらも黙もく々もくと壊こわれていく世界の亀き裂れつを修復している。

　ここはいったい……？

　岩の塊かたまりを再び運んできた少年が地面に躓つまずいて転んだ。キーリもまた駆け寄って助け起こそうとする。しかし少年はやはりキーリの存在には無関心で、ふらふらと自分で起きあがって再び岩を運ぼうとする。顔色は病的に青白く、赤しやく銅どう色いろの双そう眸ぼうはただぼんやりと前方を見ているだけでキーリのほうに向けられることはない。

「やめて、危ないよ、死んじゃうよ、やめてっ……」

　少年の前にまわり込んでとめようとしたが、やはりキーリの声は少年の心に届かない。岩を運ぶ作業を続ける幼い両手は、潰つぶれた右手だけでなく左手もまたとっくに皮ひ膚ふが擦すり剝むけてぼろぼろだった。

「だめだよ、やめてっ」

　キーリの前を素通りして岩を運んでいく少年の背中を必死で抱きとめた。よろめいた少年の腕から岩が滑すべり落ちる。傷だらけの少年の両手をキーリは自分の両手で握り込み、祈るように胸の前で抱きしめて、

「ねえ、聞こえないの？　私のことわからないの？」

　涙声で言って少年の顔を見つめるが、言葉がわからないのか少年はキーリの前の虚こ空くうに視し線せんを漂わせているだけ。呆ぼう然ぜんと座り込むキーリの手を振り払い、少年はすでにぼろぼろの壊れてしまいそうな両手で落とした岩をさらに持ちあげる。
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　少年の足の下で地割れが起こり、抱えた岩もろともに少年の白い寝ね間ま着き姿が大地の裂け目に呑のみ込まれた。キーリはとっさに身を乗りだして少年の手に取りすがった。運んでいた岩ががらがらと転落していき、少年の小柄な身体からだが大地の縁ふちで煽あおられて左右に振れる。二人の周囲を岩の破片が転がり落ちていく。

「摑つかまって！」

　少年の体重を必死で支えながら叫んだが、少年はされるがままにぶらさがっているだけで手を握り返してはくれない。摑んだ手首ががくんと滑り、今にもすり抜けそうになる。

「お願ねがいっ……ハーヴェイ！」

　叫んだとき、ぼんやりしていた少年の瞳ひとみが、はじめてふわりとこちらを見あげた。

　名前、わかってくれたっ……？

　そのとき、

　キーリが摑まっていた岩場の端に亀き裂れつが入り、がこんと大きく崩れ落ちた。

　周囲を転がり落ちる岩の破片と一いつ緒しよになって、二人もろともに断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに挟まれた大地の裂け目へと落ちていく。

「ハーヴェイっ……」

　少年が名前に反応して最後の最後でようやく手を握り返してくれた感触があった。

　そうして二人は手を繫つないだまま奈な落らくの底へと──。
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　二人は手を繫つないだまま奈な落らくの底へと──。




（あれ……）

　目が覚めて、キーリは目に入った景色にぼんやりと何度か瞬まばたきをした。

　そこは予想していたようなごつごつした谷底の暗くら闇やみではなかった。質素だけれど清せい潔けつで寝ね心地ごこちのよいベッドの上。

　誰だれかに助けられたのだろうか……。枕まくらに頰ほおを預けたまままだぼんやりした意い識しきで周囲に視し線せんを巡らせる。小屋とも呼べそうなシンプルな間取りの部屋だった。ベッドの造りも非常に質素で、けれど大きな人が使っているのかとても大きい。

　かけられていた毛布を剝はぎ、ゆっくり身を起こそうとして、気がついた。

　毛布の下に、キーリの胴にしがみつくようにして眠っている赤毛の少年がいた。キーリの右手と少年の左手がまだしっかりと繫つながれている。少年の身体からだは相変わらず傷だらけではあるもののだいぶ手当てされていて、清せい潔けつなシーツとキーリの身体の隙すき間まに埋まってすやすやと気持ちよさそうに眠り込んでいる。手を繫いだままベッドの上で半身を起こし、キーリはあらためてその少年の寝顔をしばらく見おろしていた。

　ぱさついた赤しやく銅どう色いろの髪を軽く撫なでると、少年がふいに目をあけた。髪と同じ赤銅色の双そう眸ぼうが虚こ空くうを漂う。

「大丈夫？」

　声をかけると、少年がこちらに視し線せんを向けて小首をかしげる仕し草ぐさをした。やはり言葉が伝わっていないのだろうか、のろのろした拙つたない動作とぼんやりとした表情は若干知能が遅れた子供のように見える。けれどさっきまでと違うのは、どうやら今はもうキーリのことをちゃんと認にん識しきして視界に入れてくれているようだった。

　ベッドの脇わきにシンプルな四角い窓があった。窓の外の世界では依然として崩ほう壊かいが続き、外に広がる荒野のところどころで岩崩れが起こっている。小屋の中にもこもった鳴めい動どうが聞こえているが、今はこの小屋に包まれて守られているような安心感があった。いったい誰の小屋だろうか。

　きい、と軋きしむ音を立てて部屋のドアがあいた。

　少年とともにそちらに視し線せんを振り向けると、少し頭をさげて戸口をくぐらないと額ひたいをぶつけてしまいそうな大柄でがっしりした体格の男が現れた。若干怯おびえてキーリは少年をかばうように抱きしめる。

「目が覚めたか」

　外見から想像できるとおりの低くて野太い、けれど穏おだやかな抑よく揚ようの声で男が言った。荒野の朝の空と同じ砂色の硬い短髪にごわごわした無ぶ精しよう髭ひげ、ぬいぐるみのクマのイメージそっくりの大男だった。キーリの手をすり抜けて少年がベッドを滑すべり降り、裸足はだしのままぴょこぴょこと人見知りしたふうもなく男に駆け寄っていく。華きや奢しやな少年をすっぽり包み込むほどの大きな手で男は少年の肩を抱き、キーリのほうにも視線を向けた。

「腹が減っているだろう」

　戸口の向こうの部屋から温かいいい匂においが漂ってきていた。感じていなかった空腹をお腹なかが急に訴えてキーリは大きく頷うなずいた。厳いかつい顔に男がわずかに笑えみを浮かべ、「こっちへ来るといい」と少年を促うながして向こうの部屋に姿を消す。キーリもベッドから降り、脇に置かれていた自分のブーツを履はいて部屋を出た。

　そこは簡かん素そなテーブルと椅い子すとでほとんど占領された慎つつましやかな台所だった。テーブルの真ん中に置かれた鍋なべからやわらかな湯気があがっている。ミルクとバターのいい匂い。すでにテーブルについて椅子の上で浮いた足をぷらぷらさせている少年の姿にキーリはくすりと笑いを漏らした。

　少年と並んで食卓につくと、男がブリキの皿にシチューをよそってそれぞれの前に置いてくれた。世界の崩ほう壊かいの真っ最中に呑気のんきにご飯をごちそうになっているのが滑こつ稽けいで、でも不ふ思し議ぎな安あん堵ど感かんがある。

　スプーンでシチューをひと口すくって口に入れ、舌の上に広がった懐なつかしい味にキーリは目を丸くした。

　サウスハイロの〈バズ＆スーズィーズ・カフェ〉の定番メニュー、鶏とりと卵とヒヨコ豆のミルクシチューと同じ味……！　スプーンを口に突っ込んだままキーリはテーブルの正面に座る男の顔を凝ぎよう視しした。彼の体格に比してひどく小さな椅子に身体からだを押し込み、それが彼の仕事なのだろうか、視線を落として黙もく々もくと靴を縫ぬっている。愛想はなく口数も少ないが、穏おだやかな雰囲気のある男。寡か黙もくなところと大柄な体格があのシチューを作ってくれるシェフのバズと似ていないこともないけれど、どう見てもバズとも違う。けれど男が持つ雰囲気には漠然とした既視感がある。この人は誰だれ……？

　食卓の隣となりでスプーンを不器用に握り、シチュー皿に顔のほうをくっつけてシチューをすする作業に取りかかっている少年に視線を送る。確たしかこれくらいの歳としの頃ころにミルクが苦手だったはずの少年は、ミルクシチューをひと口すすってちょっと悲しそうに顔をしかめた。けれど上うわ目め遣づかいに正面の男の顔を盗みみて、真剣な面おも持もちで再びシチューに挑戦している。どこか変だと思ったらスプーンの持ち方が逆手だ。

（ここは……）

　スプーンを降ろしてキーリは部屋の中を見まわした。質素で禁欲的な、まるで孤独な流刑囚の監房のような、必要最低限のものしかない小屋。台所に一つだけある窓の外では世界の崩ほう壊かいが続いている。窓から見える小さな庭に、白い石を切りだして造られたたくさんの墓標があった。男が刻んだのだろうか、すべての墓標に丁てい寧ねいな文字で追つい悼とうの言葉が綴つづられている。あたかも男の贖しよく罪ざいであるかのように。

　廃駅のホームで一人、棒きれの墓標を打ちつけ続けていた老ろう機き関かん士しの背中を重ねて思いだす。しかしここの墓標に感じられるのはあの老人のような世界に対する怒りではなく、痛々しく苦しいほどの、悔いと悲しみだった。

「あの、ここは、どこなんですか……？」

　遠えん慮りよがちに男に訊たずねる。靴を縫ぬう手をとめずに男が短く答える。

「〝彼〟の世界」

「……〝彼〟の世界？」

　視界が白い光に包まれる直前、少女の霊れいに導みちびかれてハーヴェイの身体からだの内側に触れたのを思いだした。ここはハーヴェイの世界……？　ハーヴェイの内側の世界をキーリは覗のぞいているのだろうか。

　そう言われてみると、この世界にはハーヴェイの中にある記き憶おくの断片が現れているような気がする。果てなく広がる乾いた荒野、少年時代のエイフラムとしてのわずかな記憶、サウスハイロのシチューの味。それから目の前にいるこの砂色の髪の靴くつ職しよく人にんは──少年が臆おくすることなく懐なついている、落ち着いていてストイックな雰囲気のこの大柄な男は、

　ユド……？

　そしてこの子が……。テーブルに顔をくっつけんばかりにして一心にミルクシチューと格かく闘とうしている少年の横顔を窺うかがう。自らが傷つくこともかまわず世界を修復しようとしていた、喋しやべらない少年。……この子がハーヴェイ自身。

　小屋の窓のすぐ近くで地割れが起きた。庭の墓地の一角が崩れて白い墓標が大地の亀き裂れつに呑のまれていく。少年がシチュー皿から顔をあげた。椅い子すを跳び降りて窓辺に駆け寄り、ガラスにへばりついて外を見る。世界を見据える少年の赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみ。ハーヴェイという世界の、身体の、精神の崩壊を、小さな身体で傷つきながらも繫つなぎとめようとしている。

「この小屋も長くはもたないだろう」

　静かな声で男が言った。

「先を急ぎなさい」

「先を……？」

　不安な顔を男に向けてキーリは問う。「私たち、どうしたらいいんですか。この世界の崩ほう壊かいを……」ハーヴェイという存在の崩壊を。「とめるには、どうしたら……？」

「世界の果てへ行ってみるといい」

「世界の果て？」

　男が作業をとめて顔をあげ、外を見つめる少年の肩越しにまっすぐ窓のほうを指差した。

「東に向かってまっすぐ行くと駅がある。そこから列車に乗るといい」

　説明を聞いてキーリは神妙に頷うなずいた。少年が窓辺から戻ってきて、傷きず痕あとが残る華きや奢しやな手でキーリの服の袖そでを握った。無表情にキーリを見ている。けれど何かを伝えようとしているのがわかる。

「うん、行こうか。私も一いつ緒しよに行くよ。一緒に行こう」

　微笑ほほえんで、キーリは少年に向かって力強く頷いた。

「これを持っていきなさい」

　男が台所の戸棚を探り、小さな紙片をキーリに手渡した。二枚綴つづりの切符のようだった。矢印の先に掠かすれたインクで〈世界の果て〉とだけ印字されている、素っ気ない切符。片道の矢印しかない切符。

「小屋を出たら、もうここには戻ってこられない。振り返らずにまっすぐ東へ進むんだ。いいか、絶対に振り返ってはいけない」

「もう、戻ってこられないんですか……？」

「ああ。戻ってきてはいけない。俺おれは一緒には行けないから……これを」

　と、男が膝ひざを折って少年の前にかがみ込み、少年の素足の足首を取って、縫ぬっていた靴を片方ずつ履はかせた。摑つかまれるまま足をあげてよろけながら少年はおとなしく靴を履かされる。手と同様に傷だらけの少年の素足にその靴はぴったりとあうようにあつらえられていた。かがんだまま男が顔をあげ、大きな両手を少年の肩に乗せる。

「エイフラム」

　呼ばれた名前に少年がわずかに反応を示し、虚うつろな視し線せんを男に向けた。少年の肩に額ひたいをつけて、絞りだすような声で男が言う。

「すまない。許してくれ……。いや、許してくれなどと俺に言う資格はない……」

　胸を突く悲痛な謝しや罪ざいの言葉に、キーリは口を挟むことができずに渡された切符を握りしめてただ二人を見守った。聞こえているのかいないのか、少年は虚ろな視線を男のうなだれた首筋のあたりに漂わせて黙だまっている。男はかまわず、幅の広い肩を小刻みに震ふるわせて謝罪の言葉を重ね続ける。

　キーリの中で、それは父親、シグリの姿と重なって見えた。取り返しのつかないことをした自分の行いを後悔し、許してもらえるわけがないとわかっていても、何をしても贖あがなうことはできないとわかっていても、どんなにひどく拒絶されても、それでもただ謝あやまることしかできない。少年に謝しや罪ざいする男の姿がキーリの胸に重く刺さった。母と自分を見放した父親を決して許さないとキーリは拒絶した。長い年月、あの人は後悔して自分自身に罰を科してきたのだろうとわかってはいても、それでも受け入れることができなかったキーリ。

　それに対して少年は。

　うなだれて謝罪を続ける男の袖そでを、少年がくいと引っ張った。

　男が少年の肩から顔をあげる。何を謝あやまられているのかわかっていないように、少年は小首をかしげて男を見ている。そうして小さな両手で男の頰ほおを挟んで引き寄せ、こつんと軽く、男の額ひたいに自分の額をくっつけた。

　少年の感情表現はそれだけだった。

　それでもその行動は、男の頰に涙をつたわせるには十分だった。

　少年の肩を抱いたまま頭をさげて、ありがとう、と震ふるえる声で男は言った。







　男に送られて小屋を出た。キーリは再び少年としっかり手を繫つなぎ、駅があると教えられた東の方角を見据える。視界の先に見えるのはごくゆるやかに傾斜しながら地ち平へい線せんまで続く赤茶けた荒野のみ。世界が崩れる鳴めい動どうは未いまだ途と絶だえることなく、大地を、空を震しん撼かんさせている。本当にこの世界に駅なんてあるのだろうかと不安になったが、不安を払いのけるようにさっきもらった一方通行の切符の感触をポケットの中で確たしかめる。

　小屋を出たら戻ることはできない。絶対に振り返ってはいけないと男に念を押された。

「行こうか」

　少年の手を握りしめ、前を見据えて大地を踏みだす。

　ぐうぅ……。

　歩きだした途端とたん背後で獣けものが低く唸うなるような声が聞こえ、がさりと大きな物音がした。つい振り返りそうになったが危うく思いとどまる。少年のほうは気づいたふうもなくぼんやりと前を見ている。

　絶対に振り返ってはいけない。呪じゆ文もんのように男の言葉を心の中で繰くり返して自分に言い聞かせ、背後を気にしながらも歩をゆるめずに少年と並んで足早に歩いた。獣の気配けはいが背後からついてきている気がしてどきどきと鼓動がはやくなる。前方に薄うすく延びる小柄な自分たち二人の影かげに、覆おおい被かぶさるようにしてずんぐりとした大きな影が落ちていた。絶対に何かがついてきている。

　振り返ってはいけない。振り返ってはいけない。

　自分に念じて歩き続ける。歩く二人の周囲では依然として地割れが続き空からは岩の破片が降り続いているが、破片は二人の頭上に降ってくることはなく、ばらばらと左右に散らばって地面に落ちる。もしかしたら、背後の影が守ってくれているのだろうか？　でもいったい、何が……振り返りたい衝しよう動どうに駆られて横目でちらりと背後を見そうになるが、男の言葉を思いだして視し線せんを前に固定する。

　しばらくたった頃ころ、地平線の彼方かなたに遠く、まだ小さいが灰かい白はく色しよくの平たいコンクリートが横たわっているのが見えてきた。ホームだろうか。きっとあれが教えられた駅だ。

「よかった……！」

　ほっとして隣となりの少年に笑いかけたとき、いびつな鉤かぎ爪づめを持つ獣の腕が、背後から少年の襟えり首くびに伸びるのをキーリは見た。

　鉤爪が少年の寝ね間ま着きの襟首を引っかけ、少年の軽い身体からだが後ろに引っ張られる。少年の頭ほどもある大きな岩の塊かたまりがその目の前に降ってきて少年の鼻先を掠かすめた。自分の身に迫っていた危き機きに動じたふうもなく無雑作に少年が背後を振り返る。

　振り返ってはいけない──。

「だめっ」

　とっさにキーリは少年の視界を遮さえぎるように割って入って少年の頭を抱きしめた。

　その拍子に、つい視界の端で背後の影を見てしまった。

　少年を抱きしめたままキーリは息を飲んだ。さまざまな死体の断片を身体の表面にへばりつけた、腐りかけた巨大な肉の塊のようないびつな化け物が、肉にく塊かいに埋もれた砂色の濁にごった瞳ひとみで悲しげに二人を見おろした。

　ぐおぉ────ん……

　化け物が天が張り裂けるような雄お叫たけびをあげる。少年の手を引いて逃げだそうとしたが、少年はその場に突っ立ったまま無表情に化け物を見あげている。化け物が振るった爪つめが少年の頰ほおをえぐった。頰が深く裂けて鮮せん血けつが散る。

　悲鳴をあげてキーリは少年の手を強く引き、

「走って！」

　大地のひび割れに足を取られて転びかけ、降り注ぐ岩の破片の中を頭をかばいながら二人は走った。化け物が咆ほう吼こうをあげて追ってくる。荒野の彼方かなたに小さく見えていた灰白色のホームがようやく近づいてくる。駅舎はなく、野ざらしのコンクリートのホームが蛇のように長く横たわっている。切符と同じように一方通行の矢印で〈世界の果て行き〉と書かれた簡かん素そな標ひよう識しきだけが素っ気なく佇たたずんでいるそのホームに、客車を連ねた蒸気機き関かん車しやが停とまっていた。

　ぷお────……

　出発直前のようで、列車が低く伸びる汽笛を鳴らして分厚い蒸気を噴ふきあげる。

「まっ、待って！」

　列車に向かって叫びながら少年の手を引いて全速力で走った。少年が地面に足を取られてぽてっと転んだ。追いついてきた化け物が少年の背に鉤爪を振りおろす。間一髪、その下をかいくぐって少年を抱き起こし、さらに手を引いて走る。

　しゅご、しゅご、しゅご……

　灰かい白はく色しよくの蒸気を噴ふきあげて列車がゆっくりとホームを滑すべりだす。連なる車しや輛りようが次々とホームを抜けていく。

　ホームに駆けあがり、最後尾の車輛のデッキのタラップにぎりぎりで跳び乗って少年の手を引っ張りあげた。列車ががくんと速度をあげる。化け物が追いつく寸前、車輛がホームをすべて抜けきった。

　ホームの真下で地割れが起こり、コンクリートのホームが崩ほう壊かいしはじめる。デッキの手すりから身を乗りだして目を凝こらすと、化け物の巨体が大地の裂け目、世界の奈な落らくへと呑のみ込まれていく。

「あ……」

　隣となりで一いつ緒しよにホームを見守る少年の口からはじめて声が漏れた。

「あぅ、うあ……」

　言葉にはならない。赤ん坊が母親を捜して喘あえぐような、胸を締しめつけるせつない声を絞りだし、地割れに呑み込まれていく化け物のほうへと両手を差しのべる。デッキの手すりを乗り越えて落ちそうになる少年の身体からだをキーリは後ろから抱きしめて引きあげた。追いかけてくる地割れから逃れるように列車が速度をあげて線せん路ろを滑る。

　少年を抱きとめて息を切らせながら、キーリは大地に呑まれて次第に見えなくなっていく白いホームをしばらく見送っていた。〈世界の果て行き〉を示していた標ひよう識しきがひしゃげて最後に地割れに呑み込まれ、駅が消失していく。後方にも線せん路ろの左右にも、広がる景色は崩壊の鳴めい動どうを続ける荒野のみ。

　あと戻りができない列車に二人は乗ったのだった。

「大丈夫？……痛い？」

　スカートのポケットを探ってハンカチを出し、少年の頰ほおにできたひどい引ひっ搔かき傷にそっと添えた。丁てい寧ねいに血を拭ぬぐったが、深い傷が四本、腫はれあがって膿うんだように青白い頰に赤黒く残る。少年は気にしたふうも痛がっているふうもなく、キーリの目線を素通りして虚こ空くうを見ている。まるで少年の心もまた世界と一緒に壊こわれかけてきているみたいに……。

　少年に顔を寄せて囁ささやきかけた。

「ハーヴェイ？」

　名前を呼ぶと、ぴくりとわずかに視線が反応してくれる。キーリは気を取りなおして少年の手を取り、強く握った。

「行こう。世界の果てに」

　最後尾のデッキから車輛に入る。連なる車輛を進行方向に向かってしばらく移動したが、他ほかに乗っている乗客はいないようだった。

　半ばあたりの車輛のボックス席の一つに二人で向かいあって腰を落ち着けると、いつの間にやってきたのか、濃のう紺こんの制服を着たずんぐりとした人ひと影かげが通路に立っていた。顔色は幽ゆう霊れいのようにひどく青白く、深く被かぶった制帽の下で、青白い顔に不気味なほど不釣りあいなにこやかな笑えみを浮かべてこちらを見おろしている。

　キーリは慌ててスカートのポケットに手を突っ込み、小屋の男からもらった切符を引っ張りだして車しや掌しように差しだした。二枚綴つづりの切符とキーリたち二人の顔を車掌が制帽の下から無言で見比べる。何か疑わしいことでもあるのだろうかと少し緊きん張ちようしつつ待っていると、やがて車掌はかしゃん、かしゃんとスタンプを二つ切符に押して、キーリの手に返した。

「あの、世界の果てってどんなところですか？　ここからどれくらい……」

　少しでも情報を得ようと訊きこうとしたが、そのときには車掌は足音もなく座席の脇わきを立ち去っている。キーリが座席から身を乗りだすと、わずかに床ゆかから浮きあがるような足取りでするすると通路を進む制服の後ろ姿が、通路の途中でぼう、と空気に溶けて消えていった。

　規則的なこもった振動が空気に浸透しているだけで、列車の中は静かだった。窓の外では依然として地割れが頻ひん発ぱつし岩の雨が降り続いていたが、まるで世界と遊ゆう離りした異次元の空間のように、列車は外の崩ほう壊かいとは無む縁えんに走り続けている。

　ことん、ことん……。身体からだに馴な染じんだ振動に一いつ時ときの安息の時間が訪れる。向かい側に座る少年は両足をぷらぷらさせながら窓の外に虚うつろな視し線せんを向けている。頰には鉤かぎ爪づめのひどい傷きず痕あとが残り、少年の身体はさらにぼろぼろになっていた。

　世界の果てへと向かう列車……。世界の果てがどんな場所かわからないけれど、そこに着いたらこの世界の崩壊をとめられるのだろうか。少年を助けることができるのだろうか。

　でも。

　崩壊をとめることが、本当に彼を救うことになるんだろうか……？

　ふと迷いがよぎる。胸がぎゅうっと痛くなる。

　この世界はハーヴェイそのもの。この人はいつだってこの世界みたいにぼろぼろで今にも壊こわれそうで、傷だらけになりながらぎりぎりのところで繫つなぎとめられていた。まさしく目の前のこの少年のように。それでも彼は今もまだ必死で世界を修復しようとしている。そのたびに逆に傷を増やしている。傷だらけの頼りない身体全体で、それでも抵抗しようとしている。

　この世界の崩壊をとめること。それはつまり、彼の身体をいっそう傷つけることになるのではないだろうか。これ以上苦しめることになるのではないだろうか。

　もう見たくない……これ以上彼がぼろぼろになるのは見たくない。

　ぺた。

　と、少年の傷だらけの手が膝ひざに置いたキーリの手の甲に重ねられた。きょとんとして視線をあげると、こっちこっち、というように少年がキーリの手を引く。手を引かれるままキーリは腰をあげて少年と同じ側の座席に座った。引ひっ搔かき傷ができた頰ほおを車窓のガラスに貼はりつけて少年が線路の後方に目を凝こらす。キーリも少年と顔を寄せあってガラスに頰をくっつけ、同じ方向を覗のぞきみた。

「わあ……」

　感かん嘆たんの溜ため息いきが漏れた。

　空一面が見事な夕焼けの色に染まっていた。後方遥はるか彼方かなたまで続く線せん路ろが消える地平線、見たことがないほどに大きな大きな橙あかく燃もえる太陽が、ゆらゆらと陽かげ炎ろうに揺らめきながら大地の果てに呑のまれかけている。崩ほう壊かいしていく世界の中で、その夕ゆう陽ひはそれでも美しく荒野の大地に色を添える。

　綺き麗れいだ。と素直に思った。崩壊に呑のみ込まれつつありながらも、彼の世界は、彼の髪と瞳ひとみと同じ赤しやく銅どう色いろの世界はなおもこんなにも、胸が痛くなるほどに綺麗だった。

　夕陽はいつまでも沈むことなく同じ場所にとどまり続け、車窓に頰ほおと両手を押しつけて景色に見入る二人の顔をオレンジ色の斜陽が照らす。二人を乗せた列車はことことと静かな振動とともに走り続けている。

　気づくと少年が窓から頰を離はなしてこちらを見ていた。赤銅色の髪が夕陽に鮮あざやかに染められている。今まで感情というものを乗せることがなかった赤銅色の瞳が、あるいは夕陽を反射してそう見えただけかもしれないけれど、キーリに向かって微笑ほほえみかけたような気がした。

　キーリの頰を涙がひと筋滑すべり落ちた。

　不ふ思し議ぎそうに首をかしげる少年からキーリは顔を背そむけて涙を拭ぬぐう。

「なんでもないよ……ゆ、夕陽が、綺麗だから、つい……」

　……壊こわれかけた傷だらけのこの世界はこんなにも綺麗で、言葉を喋しやべらない傷だらけの少年はそれでもキーリに綺麗に微笑みかけてくれた。どうしてこんなにも、壊れかけているものはこんなにも綺麗なのだろう。

　それがせつなくて、悲しくて、胸が痛くて涙がとまらなかった。







　それからしばらく、少年はあの小屋の男が作ってくれた靴を履はいた両足をぷらぷらさせて窓の外を眺めているだけで、キーリは列車の振動に身をゆだねてぼんやりしていた。少年のぼろぼろの格好の中でそれだけ真新しくて浮いて見えるその靴は、彼の華きや奢しやな足を守るように丈夫に作られていた。まるで作ってくれた人の想おもいが込められているように。

　夕陽が地平線にかかったまま夕方が終わらない、黄たそ昏がれの荒野。それはまるで時間がとまった彼の世界を象徴していた。外の世界の崩壊が他人ごとの風景のように車窓を流れ過ぎていく。

　他ほかにこの列車に乗っている人は本当に誰だれもいないのだろうか。幽ゆう霊れいみたいな車しや掌しようが来たきり誰も見かけることはないし。そもそもこの世界に、少年とあの小屋の男の他に住人はいるのだろうか……そんなことを考えていたとき、前方の連絡扉があく音が聞こえた。

　少女の無邪気な笑い声と話し声。キーリはひょこっと通路に顔を覗のぞかせた。

　連絡扉を閉めてこっちに向かって歩いてくる二人の小柄な乗客がいた。前を歩いているほうの一人はスカートを穿はいた女の子だ。後ろからついてくるもう一人の子と何か話していたその女の子が、スカートの裾すそをひるがえしてこっちを振り返った。

　キーリと同い年くらいだろうか、ゆるやかに波打ちながら腰まで流れる金髪に澄すんだアイスブルーの瞳ひとみ、赤いコートが似合う綺き麗れいな女の子。

　ベッカ……！

　ううん、違う、あの子は……。

「ベアトリクスっ……？」

　思わず座席から腰を浮かせる。キーリよりも少年のほうが真っ先に座席を跳び降りて通路に飛びだし、少女にぎゅうっとしがみついた。「わあ、びっくりした。どうしたの？」蒼あおい瞳ひとみを丸くして少女はそう言ったあと、動物が突進するみたいにしがみついてぎゅうぎゅうと胸に顔を押しつけてくる少年の頭を優やさしく撫なでる。キーリも座席を立ちあがり、両手を口にあて涙ぐんでその綺麗な少女の顔を凝ぎよう視しした。少年の頭を撫でながら少女が顔をあげてキーリのほうにも微笑ほほえみかけ、

「こんにちは！」

　元気な挨あい拶さつに、キーリは「あ、こ、こん……」夢じゃないんだ、いやそもそもこの世界が夢のようなものなのかもしれないけど、でも夢じゃないんだ。嬉うれしくて混乱して、口を開いた途端とたん涙が溢あふれそうでまともに喋しやべることができない。

　化け物に取り込まれて無む惨ざんになったあの亡なき骸がらではない、動いてる、笑ってる、喋ってる、彼女の姿をもういちど見ることができるなんて。

「席、あいてる？　座ってもいい？」

　まだぎゅうぎゅうとしがみついてくる少年の身体からだを優しく引ひき離はなし、キーリたちが座っていた座席に目配せをして少女が問う。まだ言葉が出ないままキーリはこくこく頷うなずいて場所をあけた。

　そこでようやく、少女の後ろに隠れるようにして立っている子供がもう一人いたことを思いだした。屈託がなく活発な感じの少女と対照的に、おどおどした感じの仏ぶつ頂ちよう面づらで少女の後ろからこっちを覗のぞいているのは、ハーヴェイ少年よりももっと小さい、十歳に満たないくらいに見える男の子。上うわ目め遣づかいにこっちを睨にらむ双そう眸ぼうは綺麗に澄すんだ薄うすい青灰色。

　この子は、ヨアヒム……？

　金髪の少女と青灰色の瞳の少年がキーリたちのボックス席に一いつ緒しよに座ると、二人きりで少し寂しいくらいだった箱形の空間が途端に賑にぎやかな空気に包まれた。キーリとハーヴェイ少年が並んで座り、向かい側にベアトリクスとヨアヒム少年。

　一番小さなヨアヒム少年はいつも仏頂面で上目遣いに他ほかの子たちを窺うかがっていて、お菓子が入っているらしい紙袋を終始手放さず大事そうに摑つかんでいた。ハーヴェイ少年のどことなく物欲しそうな視し線せんがその袋にじいっと注がれ、ヨアヒム少年がはっとした顔をして「や、やらないぞっ」とハーヴェイ少年の視線から袋を隠す。そんなヨアヒム少年の頭をベアトリクスがぽかんと殴った。ヨアヒム少年が涙目になってベアトリクスを睨にらみあげるが、彼女のほうが姉貴分のようで、恨みがましい顔をしただけで言い返せない。

「意地悪しないの。男なら気前よく分けてあげなさい」

　そう言われてヨアヒム少年は渋しぶ々しぶ、せいぜい恩を着せるように未練がましくお菓子の袋をハーヴェイ少年に差しだした。ハーヴェイ少年がお菓子の袋に手を突っ込み、小さな手に持てるだけたくさんのビスケットを無ぶ遠えん慮りよに無雑作に無表情にわし摑づかみ。「あーっ」ヨアヒム少年が愕がく然ぜんとした声をあげ、今にも泣きそうな顔で袋を抱え込んだ。

「もうやらないぞっ。やらないからなっ」

　ヨアヒム少年の涙声の主張をハーヴェイ少年は聞いたふうもなく、手と口のまわりをビスケットくずだらけにしてもぐもぐと食べはじめている。そんな年少の少年二人のやりとりに、キーリとベアトリクスは顔を見あわせて笑いあった。

「どこまで行くの？」

　ベアトリクスに問われてキーリは隣となりのハーヴェイ少年に視線を送り（自分のことなのに、少年は目的なんか忘れてしまったみたいにビスケットを夢中で口に詰め込んでいる）、

「世界の果て……」

「じゃあ途中まで一いつ緒しよね」

　キーリの答えにベアトリクスがにこっと微笑ほほえむ。心強くなってキーリも笑えみを返した。彼女はいつだって強くてまっすぐで、キーリたちの心強い姉的な存在だった。

　……でも、その彼女は現実にはもう。

　彼女の最期の姿を思いだしてしまい、また気持ちが重くなる。

　ぷに。と、ふいに窓の外に何かが貼はりついた。沈ちん鬱うつな気持ちを拍子抜けさせるような、のほほんとした笑顔えがおが描き込まれた風船の動物が窓の外に浮かんでいる。窓側のヨアヒム少年が腰を浮かせてガラスに張りつき、

「サーカスだ！」

　とはしゃいだ声をあげた。

　風船でできたいろんな形の動物たちが、窓の外にぽわぽわと浮かんでいた。

　色とりどりのきらきらした電でん飾しよくに彩いろどられたトレーラーの列が列車と並行して走っていた。トレーラーの側面にステージが設けられ、円形の台の上でびろびろした襟えり飾かざりがついたピエロ服に身を包んだ太ったピエロが風船細工を作っては空へと飛ばしている。白く塗られた顔に青い星の模様がペイントされた、ずっと昔、イースタベリのカーニバルの街で出会ったあのピエロだ。

　何台も連なって走るトレーラーのそれぞれのステージで楽しそうな興こう行ぎようの数々が繰くり広げられていた。いろんな色のたくさんの風船たちが空を舞まう中、あるステージでは頭でっかちのクマやネズミの着ぐるみがどつきあったり転んだりの間抜けな喜き劇げきを演じている。別のトレーラーでは赤と緑のストライプのキュロットに黄色いタイツという派は手でな格好をした音楽隊がラッパやシンバルをでたらめに搔かき鳴らし、また別のトレーラーではお揃そろいのセーラーカラーの服に赤・緑・黄の色違いの三角帽子を被かぶったブリキ製の人形たちがちょこちょことかわいらしい踊りを披ひ露ろうしている。また別のトレーラーには慣なれた手さばきでカードを扱うカード占い師の女の子。トレーラーの一台は食堂車になっていて、鶏とりと卵とヒヨコ豆の親子シチューを運んで忙いそがしく立ち働くスーズィーや厨ちゆう房ぼうのバズの懐なつかしい顔も見えた。

　重い気持ちも吹き飛んで、キーリは窓越しに繰くり広げられるきらびやかな興こう行ぎようの風景に目を奪われた。ほとんど表情を変えることのないハーヴェイ少年すらもどことなく楽しそうな顔で窓に両手を張りつけて芸の数々に見入っている。

　今までのハーヴェイとの旅で出会ってきたたくさんの人々が、彼の世界で息づいていた。中にはキーリが知らない、きっとキーリと出会うよりももっと前に彼と関かかわったのであろう人々の姿もあった。それでも多くはキーリも知っている顔ぶればかりで、それが少しくすぐったくて嬉うれしかった。キーリと出会ってからのたった数年間、彼の長い人生の中でほんの一部でしかないはずの日々が、こんなにも鮮あざやかな思い出として彼の記き憶おくの多くを占めていることが。

　がしゅ、がしゅ、がしゅ。
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　トレーラーの行列が次第に列車に取り残されて遠ざかると、今度は大きな騒そう音おんとともに後方から何かが近づいてきた。今度はなんだろうと窓に顔を寄せて目を凝こらすと、キーリたちが乗っている列車と併走するように後ろから別の車しや輛りようが近づいてくる。線せん路ろは単線軌道だったはずだが、その車輛の前にだけあたかも絨じゆう毯たんが広げられるかのように線路が繫つながっていく。土色の迷彩柄に塗られたごつごつした車輛。ハーヴェイ少年もキーリの横から窓ガラスに頰ほおを張りつける。

「危ないわ、伏せて！」

　ベアトリクスの鋭するどい声が急に飛び、頭を押されてキーリとハーヴェイ少年は窓の下にかがみ込んだ。同様にヨアヒム少年の頭を押さえ込んでベアトリクスも身をかがめる。やがて土色の車輛がほとんど側そく壁へきをこすりあわせんばかりに同じ速度で併走しはじめる。窓の下から半分だけ顔を出して覗のぞいてみると、襟えりの高い暗色の外がい套とうを着込んだ兵士が武器を構えて窓辺でこちらの列車を覗き込むように見張っているのが見えて、キーリは慌てて頭を引っ込めた。

「不死の兵士の部隊よ」

　窓の下でベアトリクスが囁ささやいた。

「あいつらが通ったあとには死体と硝煙しか残らない。草木も生はえることがないって言われてる、最凶の兵士たちなの。息をとめて。見つかっちゃうわ。生きてる人間は見つかったらみんな殺されるかあいつらみたいに改造されちゃうの」

　ハーヴェイ少年に覆おおい被かぶさってかばいながらキーリは両手で口を押さえた。四人で身を寄せあって窓の下で息を潜ひそめる。窓の向こうを併走していた土色の車輛が徐じよ々じよに速度をあげて列車を追い抜いていく。

　そろそろ息をとめているのも限界になってきた頃ころ、土色の車輛の最後尾がようやく窓の向こうを抜けて去っていった。

　はあ、ふう、と四人は大きく息を吐いて吸い、頭をあげてそろそろと窓の外を覗きみた。土色の車輛の最後尾が抜けると、追いついてきたときと反対に今度は絨毯をたたむように線路がなくなっていく。

　車輛が去っていったあとの外の景色にキーリは目を見張った。

　いつの間にか列車は戦場の跡地の真ん中を走っていた。硝煙と血煙が岩肌の地面の底辺に濃こく漂う荒野の戦場跡。兵隊の格好をした人間たちが、心しん臓ぞうを射抜かれ、背中を裂かれ、四肢を投げだして折り重なり、血ち濡ぬれの銃剣やサーベルにもたれかかり、ぼろぼろに傷ついて死んでいる。すでに動くもののない戦場跡、死の臭においしかしないその場所を、沈まない斜陽が今さら彩いろどるかのようにオレンジ色に染めあげる。

　死体の海の中で動いている唯一のもの、武器商人のトラックが死体を淡々と物色し回収していく。延々と続く死体の海を列車は変わらない速度で抜けていく。

「あ……あ……」

　無表情に死体の海を見つめたまま、ハーヴェイ少年が言葉にならない声を漏らした。

「あー、あう、あぅ……」

　赤ん坊のようなたどたどしい、けれど聞く者の胸をえぐる悲痛な声。窓に張りついて少年は両の拳こぶしでガラスを叩たたく。傷だらけの華きや奢しやな拳がさらに傷つくくらいに叩き続ける。「ハーヴェイっ……」キーリは後ろから少年を抱きとめて窓から離はなれさせた。きつく抱きしめるキーリの腕の中で少年はさらにもがいて窓のほうへと両手を差しのべ、表情を乗せることのない頰ほおにぽろぽろと透明な涙を流して喘あえぎ続ける。

　この戦争の爪つめ痕あとは彼の心の大きな部分を占めたまま、今もまだ彼を苛さいなんでいるのだ。何十年たっても色いろ褪あせることなく生々しく、彼の心をえぐって彼自身を責め続けている。

「ハーヴェイ、泣かないでっ……」

　泣き続ける少年の頭を抱きしめてキーリは願ねがう。もう背負い込まないで。自分で自分を傷つけないで。あなたはもう十分に傷ついてきたんだから……。

「やる」

　と、ヨアヒム少年がついとぶっきらぼうにお菓子の袋を突きだした。涙に濡ぬれた顔でハーヴェイ少年がぱちくりすると、

「好きなだけやる……から、泣くな」

　ものすごく仏ぶつ頂ちよう面づらでヨアヒム少年はぼそっと吐き捨てて視し線せんを逸そらす。「どうせなら全部あげなさいよ」ベアトリクスが横やりを入れ、ヨアヒム少年はむぐぅと呻うめいて怯ひるみ気味にベアトリクスを睨にらんだあと、決死の覚悟を決めたみたいな顔で袋ごとハーヴェイ少年の手に乱らん暴ぼうに押しつけた。

　押しつけられたお菓子の袋を見おろしてハーヴェイ少年はぽかんとしたあと、自分の寝ね間ま着きのポケットをあちこちぱたぱた叩いてポケットに手を突っ込んで、何をしているのかと思ったら、手に握りしめた石ころほどの大きさのものをヨアヒム少年の手に相手と同じような乱暴な仕し草ぐさで突きつけた。ヨアヒム少年が目を丸くする。それは黒っぽく光る綺き麗れいな石を彫って作られた、子供の手に収まるほどの蒸気機き関かん船せんの模型だった。

「か、カッコイイ……！　くれるのか？」

　目をきらきらさせて問うヨアヒム少年にハーヴェイ少年がこくっと頷うなずく。「やっ」たあ、と喜ぶ前にベアトリクスにぺしっとはたかれて、

「ありがとうは？」

　ヨアヒム少年は言いにくそうに視線を落とし、顔を真まっ赤かにしてもごもごした声で「あ、ありがとな」と、言ったときにはハーヴェイ少年はもう船のことなんか覚えてもいないような顔でもらったお菓子を食べていた。

「聞けよ、お前っ」

　愕がく然ぜんとするヨアヒム少年。ハーヴェイ少年は知らん顔で座った足をぷらぷらさせてお菓子を食べている。キーリはぷっと吹きだした。

　昔からきっと彼らの関係はこんなふうだったんだろう。この二人はハーヴェイの中のヨアヒムとベアトリクス。ハーヴェイの中では二人はまだこんなふうに生き生きと輝かがやいて、動いて喋しやべって笑っている。

「わあ、見て！」

　ベアトリクスが明るい声をあげた。四人全員で集まって窓の外に目を凝こらすと、永遠に続くかと思われた荒野が途と切ぎれて前方に砂色の海が広がっている。海面に浮かぶ不ふ思し議ぎな線せん路ろを列車は滑すべるように走っていく。

「すごい、海の上を走ってる！」

　キーリは感かん嘆たんして歓声をあげた。みんなで協力して窓をあけ、身を乗りだして髪を搔かき乱す乾いた海の風を感じた。空との境界線がわからないほどに果てしなく果てしなく遠くまで広がる〈砂の海〉。海の色に溶け込みそうな淡い砂色の渡り鳥の群れが上空をゆったりと円を描いて飛んでいる。しばらくのあいだ四人は言葉もなく壮大な景色に目を奪われる。

　渡り鳥たちが翼つばさを広げて列車のほうにすうっと一直線に降りてきた。

「わあっ」

　ばさばさ、ばさばさっ。

　窓のすぐ近くで攻こう撃げき的てきな激はげしい羽音がいくつも重なり、襲おそわれるのかと思ってみんなは思わず身をすくめた。ところが少ししてからそうっと目をあけて見ると、鳥たちはハーヴェイ少年が持っていたお菓子の袋に集まってビスケットをつついている。

　拍子抜けしてからみんなで顔を見あわせて笑いあった。鳥たちにたかられながらハーヴェイ少年だけが無反応にきょとんとしている。

　どーん！

　大砲の音が遠くで轟とどろき、鳥たちがびっくりして散っていった。見ると遠くのほうで二隻せきの船が大砲を撃うちあっている。一隻は黒塗りのごつごつした頑丈そうな装甲船、もう一隻はドクロマークの旗を掲げたおんぼろの小型船。黒い装甲船には立派な白い甲かつ冑ちゆうをまとった兵士たちの姿、ドクロマークのボロ船のほうにはラフな格好に揃そろいの黄色い布を頭に巻きつけた、船乗りらしい体格のいい男たちの姿がある。

「海賊船だ！　やったあ！」

　船の模型を握りしめたヨアヒム少年が、年相応に男の子っぽく目を輝かせてドクロマークの船に手を振る。

「馬ば鹿か！」

　窓から身を乗りだそうとするヨアヒム少年の襟えり首くびをベアトリクスが摑つかんで車内に引っ張り込み、「海賊に見つかったら子供は捕まって心しん臓ぞうをくりぬかれて売られちゃうのよ！　子供の心臓は宝石なの。海賊はその宝石をコレクションしてるのよ」それを聞いたヨアヒム少年は途端とたんに蒼あおい顔になってベアトリクスの背に隠れた。

　窓の陰に引っ込んで子供たちは装甲船と海賊船の撃うちあいを見物する。海賊船に乗っている男たちにキーリは見覚えがあった。砂さ葬そうを信仰していた異端信仰者たちの船、〈砂歩き〉号の船乗りたち──。船首に立って手下たちに指示を出しているひときわ目立つ精せい悍かんな顔立ちの男はオル・ハンだ。片目には黒い眼帯、発砲の合図にあわせて振るう片腕はフック状の義腕になっていてまさしく昔の物語に出てくる海賊船の船長みたい。親切だった下っ端の船員、カ・リフの姿も見える。

　頰ほおを寄せあって一いつ緒しよに海賊船を見守る少年の横顔にキーリはちらりと視し線せんを送った。少年は相変わらずぼんやりとした表情のまま、二隻せきの船の撃ちあいに見入っている。

　装甲船の大砲が海賊船の甲かん板ぱんを直ちよく撃げきし、海賊船が大きく傾いて甲板に立つ男たちの野太い悲鳴があがった。

「あーっ……」

　と、ハーヴェイ少年が小さな声をあげた。両手で窓枠を握りしめ、まるで頑張れ頑張れと応援するように海賊船を凝ぎよう視しする。海賊船が大砲を撃ち返し、装甲船の硬い船腹に大穴をあける。やったあ、というようにハーヴェイ少年が今度は口を大きくあけて身を乗りだす。

　ハーヴェイ少年に同どう調ちようして、いつの間にかキーリたちもみんな海賊船を応援していた。「いけーっ、がんばれーっ、撃てえーっ」と拳こぶしを振りあげて声援を送る。子供の心しん臓ぞうを集めているという海賊だけれど、物語の中では海賊はいつだって子供たちの憧あこがれ、大冒険にはなくてはならないすかっとする存在なのだ。

　海賊船が装甲船を沈めることに成功し、子供たちはわあっと歓声をあげみんなで手を取りあって喜んだ。

　黒い眼帯にフック型の義腕を持つオル・ハン船長が甲板の突端からこっちに気がついた。義腕じゃないほうの手に持った銀の鉄砲を空に向かって一発撃ちあげ、フック型の義腕で子供たちが乗る列車をまっすぐ示して、

「子供がいるぞ！　捕まえろ！　宝石を手に入れた奴やつには賞しよう金きんを出すぞ！」

　海賊たちの鬨ときの声が鉄砲の音に続いて空に轟とどろく。子供たちはきゃあきゃあ悲鳴をあげて車内に引っ込む。海賊船がいっぱいに帆を張って列車を追いかけてくる。

　砂の海面を切り裂いて追いついてきた海賊船が列車と併走しはじめ、オル・ハン船長の義腕のフックが窓から伸びてきてヨアヒム少年の襟えり首くびを捕まえた。ヨアヒム少年の身体からだが軽々と釣りあげられる。ハーヴェイ少年がとっさにその足にしがみつき、二人もろともに少年たちの小柄な身体が窓から釣りあげられて列車の外へと持っていかれる。

「ハーヴェイ、ヨアヒム！」

　キーリとベアトリクスも窓から身を乗りだして助けようとしたが、少年たちの足にはすでに届かない。オル・ハン船長のフックに釣りあげられ、逃れようと暴あばれる少年二人の足の下には激はげしく渦うず巻まく砂の海面が広がっている。

「えい、暴あばれるな、チビども！」

　船長が罵ば声せいをあげ、手にした銀の鉄砲をハーヴェイ少年の頭に向けて、

　ばん！

　銃声がはじけた。ハーヴェイ少年の右目があたかも砂の塊かたまりが砕けるようにぱしんと飛び散る。ヨアヒム少年の足にしがみついていた手が離はなれ、白い寝ね間ま着き姿の少年の身体からだが真っ逆さまに海面に落ちていく。

「ハーヴェイ！」

　キーリは反射的にそれを追って列車の窓から我わが身を投げだし、海に向かって飛び込んでいた。海面を渦巻く砂にあっという間に巻き込まれる。砂の流れに翻ほん弄ろうされながら、沈んでいく少年の手首をぎりぎりで摑つかむ。目もあけていられない砂の中、暴れる砂の渦が二人の身体をもみくちゃにする。

　砂の中に落ちたはずなのに、いつの間にか二人は本物の水の濁だく流りゆうに呑のみ込まれていた。〈門の街〉の地下水路に落ちたときと同じ、ヘドロ状の黒く重たい水が四肢に絡みつく。

（私、泳げないんだ……！）

　焦りが心を支配していっそう溺おぼれそうになる。それでも少年の手だけは放すまいと無我夢中で摑まえ続けた。

　放すもんか、絶対に放すもんかと強く思う。視界がきかない水の中、少年の手首の感触をかすかに感じとる。

　こうやって何度も二人、手を取りあってきたのだとふと思いがよぎった。さっき通ったトレーラーの舞ぶ台たいで見かけた人々の笑顔えがおを思いだす。彼らのことが大切な思い出として心の中に刻み込まれているのはハーヴェイだけじゃない。それ以上にキーリにとって、それはキーリ自身のこれまでの人生の多くを占める、何よりも大切な思い出たちだった。その思い出の中で、常にそばにあったのが彼の手だった。イースタベリのカーニバルの街で、迎えにきてくれた青年とはじめて手を繫つないだときからずっと──。乗換駅で再会して、階段の下でぼろぼろになっていたハーヴェイに手を差しのべたときも。〈砂の海〉に落ちたハーヴェイをワイヤーをたぐってボートの上に助けあげたときも。いなくなったハーヴェイを宇宙船の遺跡まで迎えにいって、一いつ緒しよに帰ろうと手を差しのべたときも。〈門の街〉で一年半ぶりの再会をして、駅の階段を駆けあがったときも。

　いつだって彼のこの手がそばにあった。あるときはキーリが置いていかれないように、あるときはハーヴェイがキーリを助けてくれて。そしてあるときは、傷だらけで今にも途と切ぎれてしまいそうな彼の存在を手放すまいと、夢中でしがみついてきた。




〈放さないで……〉




　意い識しきの中に声が流れ込んできた。

　透きとおった少女の声。ベアトリクスの声……？




〈その手を放さないで。あんたがずっと、一いつ生しよう懸けん命めい摑つかまえてきてくれたから、その子はここまで来ることができたの──〉




　声に応こたえるように、キーリは少年の手をあらためて強く握った。黒い濁だく流りゆうに視界を支配されながら、手を繫つないで濁流に翻ほん弄ろうされる二人の視し線せんが一いつ瞬しゆんだけ交こう錯さくする。

（放さないよ──）

　声には出せない。しかし心の中で強く想おもい、想いを伝えようと少年に向かって頷うなずいた。少年の手がきゅっと握り返してきてくれる。

　ふいにぐんっと下から押しあげられる力を感じた。力に押しあげられて、濁流の中を翻弄されていた二人の身体からだがぐんぐんと海面に向かって浮上する。

　海面に出て視界が回復したときには、地下水路の黒い水の中からいつの間にかあたりは再び砂の海に戻っていた。

　自分たちを押しあげてくれたものに視線を落としてキーリは目を丸くした。身体の表面から大量の砂をなだれのごとく滑すべり落としながら海面に現れたのは、巨大な巨大なチューブのお化けみたいな、ざらついた体皮にたくさんの突起と体節を持つ環かん形けい動物。砂虫──！　どっちが頭かわからないけれどたぶん砂虫の頭と思われるほうにはヨアヒム少年も乗っかっている。

　キーリとハーヴェイ少年、そしてヨアヒム少年の三人を突起に引っかけた砂虫はその巨大な長い身体で砂の航跡を引きながら滑るように海面を泳ぎ、大砲を撃うって追ってくる海賊船を引ひき離はなす。風を切りぐんぐん砂の上を滑って列車と併走し、ベアトリクスが顔を出している車しや輛りようの窓に追いついた。

　ベアトリクスの手を借りて三人は窓から車内に転がり込んだ。

「けほっ、けほっ……」

　口に入った砂を吐きだして喘あえぎながらも急いで身を起こし、窓の外を見ると、砂虫が海面下から長い身体を伸びあがらせ、海賊船の周囲に砂の大波を立てて邪じや魔まをしている。隻せき眼がんに義腕のオル・ハン船長もカ・リフや他ほかの海賊たちも、傾いた甲かん板ぱんにしがみついて必死で揺れに耐えている。

　這ほう々ほうの体ていで離れていく海賊船にキーリたちはあかんべえをして、

「ありがとう、さようならぁ！」

　助けてくれた砂虫にみんなで大きく手を振って別れを告げた。「子供の心しん臓ぞうは宝物なんだから、あんたたちにはもったいないよ！」ベアトリクスの捨て台詞ぜりふにみんなでお腹なかを抱えて笑いあう。海賊船と砂虫はもつれあいながら次第に遠く海面の向こうへと見えなくなり、列車は再び砂の上の線せん路ろを一直線に走り続ける。

　船長に撃うたれたハーヴェイ少年の右目は、まるで砂でできた人形の一部が欠けたみたいに砕けた砂と化して消失したままだった。またしても傷を増やした少年の顔をキーリが悲しげに見つめると、少年は相変わらず自分の身体からだには無む頓とん着ちやくっぽく表情のない赤しやく銅どう色いろの左目でこちらを見つめ返し、

　ぺた、とふいにキーリの額ひたいに自分の額をくっつけた。

　少年の白い額から、低いけれど確たしかに感じる体温。

　大丈夫だよ、と伝えようとするように。

「あんたが摑つかまえていてくれたから……」

　ベアトリクスの優やさしい声が頭にかかる。

「その子はここまで来られたの。どうにか諦あきらめないでやってこれたの。そして今もまだ諦めてない」そいつはまだ諦めてない。生きようとしてる──ラジオに言われた台詞せりふと重なる。少年と額を離はなして視線をあげると、ベアトリクスの蒼あおい瞳ひとみがやわらかく微笑ほほえんでいる。「ありがとう。その子をここまで引っ張ってきてくれて。そしてこれからも、よろしくね」

　黄たそ昏がれどきが終わることなく続いていた空が、いつしか暮れてブルーグレイの夜の色に支配されはじめていた。ヨアヒム少年が窓ガラスに両手を張りつけ、空と同じ色の澄すんだ瞳で窓の外に目を凝こらす。

　青灰色に暮れた海を背景に、船の帆ほ先さきや支柱と思われるものの残ざん骸がいが砂から斜めに突きだしているのが見えた。他ほかにも小さなものではサーベルや銃剣、ぬいぐるみや玩おも具ちやの車。大きなものでは錆さびた車しや輛りようや時計塔、戦車やトラックなど……。

「ここは……〈砂の海〉の終着点……？」

　すべての漂流物が流れ着く最後の場所という、〈砂の海〉の墓場。

　わずかな波も海上を吹く風の音もなく、列車の車輪の音すら吸い込まれて、耳がきんと痛くなるほどの無音に包まれた、朽くちたままに時間がとまったような静止した海。

　見覚えのあるものもいくつもあった。ウエスタベリのパークで歌い踊っていたからくり仕掛けの人形たち、パークのトロッコの残骸、赤茶色の錆さびに覆おおわれたラジオ塔……。遠くのほうには砂に突き立った銃剣のようにも見える、朽ちかけた巨大な宇宙船の残骸まで。青灰色の薄うす雲ぐもの向こうに浮かぶ双子月の朧おぼろな光にさまざまなものたちが輪りん郭かくを浮かびあがらせ、青みがかった薄く長い影かげを砂の上に落としている。

　ここにはきっと、この世界の持ち主の人生から取り残されて、あるいは追い抜いて先に朽ちていったすべてのものが流れ着いている……。窓枠から身を乗りだして、キーリは月明かりに浮かびあがるどこまでも続く漂流物の光景を、彼の人生とわずかにでも交こう錯さくして朽くちていった数々のものたちが眠る墓標の群れを見送った。

　漂流物の群れの中に、やがて白いホームが横たわっているのが見えてきた。ホームの真ん中にガス灯が一本だけ、黄みがかったぼんやりとした灯あかりを滲にじませて佇たたずんでいる。海上の線せん路ろを走る列車が速度を落としてホームに滑すべり込む。

「さて」

　と、ベアトリクスが席を立ってヨアヒム少年を促うながした。

「私たちはここで降りなくちゃ」

「えっ……」

　キーリは驚おどろいて彼女たちを振り仰ぐ。

「降りちゃうの……？」

「うん。でも、あんたたちはまだ先に進まなきゃいけない。あんたたちの旅はまだまだ続くんだよ」

　ハーヴェイ少年が座席から跳び降りて駆け寄っていき、ベアトリクスの袖そでを引っ張って引きとめる仕し草ぐさを見せた。自分からはほとんど自己主張することのない少年が珍しく駄だ々だをこねて首を振る。ぐずるハーヴェイ少年の頭を撫なでてベアトリクスが困った顔をする。

　キーリもどうしたものかと困惑しつつ、ハーヴェイ少年の肩を抱いてベアトリクスから引ひき離はなした。寝ね間ま着きの袖で頰ほおを拭ぬぐうハーヴェイ少年の涙が伝染して、キーリの目にも涙がこみあげてくる。

「ベアトリクス、行かないで……」

「ごめんね、駄だ目めなんだ」首を振って、彼女は蒼あおい瞳ひとみに寂しげな微笑を浮かべた。「ここから先は、あんたたち二人で行かないと。私はもう手伝えないんだよ。私たちはもう、あんたたちの旅の舞ぶ台たいから降りているから」

「旅の舞台……？」

　そう……だった。つい忘れそうになってしまうけど、本当だったらもう彼女たちとこんなふうに旅ができるはずはないのだった。もうベアトリクスに助けてもらうことはできない。話し相手になってもらうことも相そう談だんすることも、喧けん嘩かすることもできない。

　わがままで偉そうで高たか飛び車しやで金銭感覚がめちゃくちゃで、でも大好きだった。彼女の強さと美しさが、まるでキーリ自身のことのように密ひそかな自慢だった。

「ひっ……く……」

　嗚お咽えつを飲み込んでキーリはぎゅっと涙を拭った。しゃくりあげているハーヴェイ少年の肩を抱く。これからは自分が強くならないといけない。彼女の強さに少しでも近づけるように。守りたいものを守ることができるように。

「今までありがとう、ベアトリクス……。大好きだよ……」

　本当だったら現実世界で直接彼女にお礼を言いたかった。伝えたくても伝えられなかった言葉を、それでも今言うチャンスをもらえたことに感かん謝しやしよう。短い時間だったけれど彼女たちとこうして最後に旅をすることができたのは、この世界の持ち主の、無む意い識しきのうちのささやかな贈おくり物ものだったのかもしれない。

　名な残ごり惜しげなヨアヒム少年の手を引き、見送るキーリとハーヴェイ少年を残して彼女たちは連絡扉から外へと出ていった。最後にヨアヒム少年が振り返ってハーヴェイ少年にもらった船の模型を掲げてみせ、

「ばいばい」

　と手を振った。

　キーリたちは座席に戻って窓から顔を出した。漂流物の海の中にぽつんと浮かぶ白いホームに降り立つ二人の姿が見える。二人を降ろした列車が蒸気を噴ふかして再びホームを滑すべりだす。

　窓から身を乗りだしてキーリは彼女たちに精いっぱい大きく手を振った。ハーヴェイ少年も一いつ緒しよに窓から身を乗りだす。列車が走る速度をあげ、少年の赤しやく銅どう色いろの髪がぼさぼさと風に散らされる。

「ベアトリクス！　お守り、壊こわれちゃったの！　ごめんねっ……」

　手を振りながら声を張りあげる。加速する列車の風に自分の声が飛ばされる。彼女が笑顔えがおで手を振り返し、同じように叫び返した。「もうあんたには必要ないでしょ。エイフラムと会えたんだもの──」ガス灯に照らされるホームに並んで立って見送る少女と少年の姿が取り残されて遠くなっていく。
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　さまざまなものをひとつずつひとつずつ置き去りにして、そうして二人を乗せた列車は再び砂の上の線せん路ろを走りだす。キーリとハーヴェイ、二人の涙が混じりあって風に飛ばされ、夜空に散っていった。
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　再び車内に二人きりになると、騒さわがしさが一気に十分の一くらいになってひどく静かに感じられた。窓の外は夜。ことん、ことん……。規則的な振動と、やわらかな鈍にぶい灯あかりが滲にじむ車内灯が二人が座るボックス席だけを穏おだやかに包んでいる。

　丸い火の玉がふわりと窓の外を通り過ぎた。なんだろうと窓ガラスに張りついて夜の海に目を凝こらすと、

「あっ……」

　海じゃない──。いつの間にか列車は〈砂の海〉を抜け、虚こ空くうに浮かぶ線路の上を走っていた。地面も空もなく地平線もわからない、四方を包むのは吸い込まれそうなただただ真っ黒な虚こ空くう。ごつごつした岩石でできた巨大な球体が二つ、列車とぶつかりそうなほどすぐ近くに浮いている。

　あれは月、双子の月……？

　窓ガラスに頰ほおを張りつけて見ると、虚空の中を弧を描くようにかかる線路の後方に大きな大きな砂色の惑星がぼんやりとした大気に包まれて浮かんでいる。窓の外を流れ過ぎる岩の破片が惑星の重力に引かれ炎を帯びて墜おちていく。次々と次々と、炎の玉が遥はるか眼下の惑星に吸い込まれていく。

　虚空に浮かぶ双子月の片方が、わずかな音もなく目の前で真っ二つに割れた。月の欠片かけらが炎を帯びた巨大な隕いん石せきとなり、炎の玉と同じように惑星に向かって墜ちていく。

　世界が、世界がどんどん崩れてきている──。

　車内の空気が激はげしく震しん動どうしはじめる。気づくと乗っている列車までもがとうとう世界の崩ほう壊かいに呑のみ込まれはじめていた。窓から見ると、車しや輛りようが後方から一輛ずつ、月と同様に音もなく崩れ落ちて炎を帯びた無惨な瓦が礫れきと化していく。

「たいへんっ……」

　ハーヴェイ少年の手を取ってキーリは座席を立ちあがり通路に飛びだした。列車の崩壊を逃れてとにかく前方の車輛へと走る。揺れに足を取られて後ろの少年が転び、キーリも巻き込まれて転倒する。少年を助け起こそうとしたとき、床ゆかがひび割れて少年の足もとにぽっかりと穴があいた。床の亀き裂れつに少年の身体からだが呑み込まれる。間一髪、亀裂から身を乗りだして少年の腕を摑つかんだところで、キーリは目を見張った。

　車輛の崩壊と同どう調ちようするように、少年の身体までもがまるで乾いた砂のようにひび割れて崩れはじめている。少年の腕が、足が、ぼろぼろと砕けて欠けていく。

「だめ、まだだめ、がんばって！」

　渾こん身しんの力でキーリは少年の身体からだを引っ張りあげ、転びかけながらも二人で必死に駆けた。

　少年がふいにぴくんとキーリの手を引っ張った。後ろにたたらを踏みながら振り返り、少年の視し線せんの先を追って窓の外を見る。漆しつ黒こくに侵された宇宙の真ん中、ぼんやりとした淡い光を放って孤島のように浮かぶいびつな岩石の球体が見えてくる。

　車しや輛りようのほとんどをすでに失いながらも列車がぎりぎりで孤島のホームに滑すべり込む。その岩石の惑星もまたさっきまでの荒野の大地と同様に、がたがたと激しく鳴めい動どうしあちこちで地割れが起こっている。

　今にも崩れて大地に呑のみ込まれそうなひびだらけのホームにハーヴェイ少年が先に跳び降り、キーリもあとを追いかけた。外に降りると頭上を覆おおう空は遮さえぎる大気もない漆黒の虚こ空くう。流れ星が次々に周囲に降り注ぐ。ひび割れたホームの中ほどに、傾いた標ひよう識しきが立っていた。掠かすれた書体で、切符に印字されていたのと同じ文字が、そこが〈世界の果て〉であることを示す文字が書かれている。

　ホームの向こうにぽつんと一本、巨大な杭くいのようなものが斜めに突き刺さっているのが見えた。ハーヴェイ少年がホームを跳び降りてそっちへ駆け寄っていき、杭を両手で抱えて大地から引き抜こうとする。少年の両腕でようやく抱えられるほどの、太い木の幹のような鉄の杭は少年の非力な腕で容易に抜けるものではない。少年の努力を嘲あざ笑わらうかのごとく、杭がさらに大地に深く食い込み、大地の亀き裂れつを押し広げる。そのたびに世界そのものが苦痛の悲鳴をあげるように鳴めい動どうする。空から降り注ぐ岩の破片が少年の肩や腕を容よう赦しやなく打ちつける。それでも少年は歯を食いしばって杭にしがみつき、崩れていく自分の世界を、ぼろぼろになっていく自分自身を繫つなぎとめようとする。

　降り注ぐ岩の破片に打ちつけられた少年の肩が砂と化して砕け散った。少年が小さな呻うめき声ごえを漏らして膝ひざをつく。少年と世界が同どう調ちようして大地が激はげしく揺れる。杭がいっそう深く大地に食い込んで世界が悲鳴をあげる。

　うずくまった少年が、砂と化して散らばった自分の身体の欠片かけらを搔かき集め、杭に穿うがたれた大地の亀裂をその欠片で埋めはじめた。岩の破片に打たれて自分の身体が欠けるたび、少年は繰くり返し自分の欠片を拾い集めてそれを大地の修復にあてる。

　すでに片目と肩が欠けた少年の腕が欠け、膝が欠け、脛すねが欠けていく。少年の存在が、少しずつ剝はがれ落ちて失なくなっていく。それでも少年は世界を修復する作業をやめない。

「もう……」

　作業を続ける少年の後ろに立ち尽くし、キーリは掠れた声を漏らした。大地の振動に足をもつれさせながら少年に駆け寄り、その小さな、どんどん欠けて小さくなっていく背中を抱きとめて叫ぶ。

「もういいよ、もうやめてっ……もう、そんなふうに頑張らないでっ……」

　懇こん願がんしながら少年の背中を抱きしめた。

　あの少女霊れいにハーヴェイの身体からだの内側を見せられたとき、そのぼろぼろの身体の中身を直じかに見て感じて知って、愕がく然ぜんとした。それでもこの人の身体はかろうじて自分自身を、血管を、皮ひ膚ふを、骨を、筋肉を、神経を繫つなぎあわせようとしていた。そんなにしてまで、そんなになってまで、もう……。

　しかし少年はキーリの腕を振りほどき、すでに原形をとどめないほどにぼろぼろになりつつある小さな身体で黙もく々もくと自分の欠片かけらを搔き集め、ほんの少しでも長くもたせようとするかのように大地を埋める。壊こわれていく世界を治そうとする。

「ハーヴェイっ」

　地面にぺたんとへたり込み、涙声でキーリは叫んだ。

「もうやめてっ……見たくないよ、もう嫌いやだよっ……」

　両手で顔を覆おおって首を振る。

　その言葉を口にした途端とたん、それまでキーリの存在など無視して作業を続けていた少年が、手をとめてはじめてこちらを振り返った。

　両手をだらりとさげて立ち尽くす少年の顔が、失った右目を中心にぼろぼろと砕けて消失しはじめる。それに引きずられるように少年の身体全体が砂になって崩ほう壊かいしはじめた。しがみついていてもまともに座ってもいられないほどに大地がいっそう激はげしく揺れ、杭くいが深く食い込んで大地の亀き裂れつを見る間に押し広げる。




〈放さないで──〉




　ベアトリクスの澄すんだ声が再び脳裏に響ひびいた。




〈だめよ、あんたが諦あきらめたらだめ。あんたのほうから手を放したらだめ。お願ねがい、目を背そむけないで──〉




　目を背けるな──。

　大聖堂でベアトリクスに言われた言葉。はっとしてキーリは顔をあげた。今にも存在を失いつつある少年が、悲しそうな、訴えかけるような目でキーリを見ている。

「ハーヴェイ……」

　涙を拭ぬぐい、唇を引き結んでキーリは立ちあがった。揺れる大地の上で足を踏ん張り、よろめきながら少年のそばまで歩み寄る。少年の横から大地に突き刺さった杭に両手をまわして抱きかかえる。彼の身体そのものを支えるように、しっかり両手で抱きしめる。

「……わかったよ。大丈夫、私が支えてる。絶対に放さないよ」

　頭上から降り注ぐ岩の破片がキーリの肩を打ちつける。それでもキーリは歯を食いしばって杭くいにしがみつく。

「がんばろう、一いつ緒しよにがんばろう。ひとりじゃない、一緒にがんばろう。だから諦めない。諦あきらめないよ──」

　さっき二人で〈砂の海〉に落ちたとき、絶対に手を放さないと心に誓った。キーリの力で支えられるのなら、彼が自分を必要としてくれるのなら、何があっても放さない。諦めない。目を背けない。

　少年を蝕むしばんでいた崩ほう壊かいがとまった。

　唯一残った赤しやく銅どう色いろの左目で少年がこちらを見あげる。杭を支えながらキーリは力強く頷うなずき返す。

　キーリが杭を支え、少年が砕けた自分の身体の欠片かけらで大地の亀裂を埋めて修復する。二人はそうやってずっとずっと、世界が終わらないように、少しでも崩壊を遅らせられるように頑張り続けた。時間がたつのも忘れてひたすらに世界を繫つなぎとめ続けた。
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　静かだった。とくん、とくん……と、心しん臓ぞうの鼓動の音がかすかに空気全体に浸透している。

　キーリは未いまだ大地に突き刺さった杭を抱きしめたまま杭の根もとに座り込み、いつの間にか杭に頰ほおを押しつけて眠っていた。ゆっくりと目をあけ、視界に飛び込んできたまばゆい光に目を細めて瞬まばたきをする。

　聴ちよう覚かくを支配していた崩壊の鳴めい動どうがやんで、周囲がひどく静かになっていた。ゆるやかな弧を描いて視界の先に横たわる小さな惑星の地ち平へい線せんが明るくなってきている。漆しつ黒こくの闇やみに包まれていた宇宙に、淡くやわらかな光が射さしはじめている。

　杭からのろのろと頰を離はなして身を起こし、杭に沿って視線をあげる。杭はそれ以上大地の亀き裂れつを広げることなく、その場でとどまって静止していた。周囲に轟とどろいていた地じ響ひびきも地割れも収まり、隕いん石せきも降っていない。時折り名な残ごりのようにどこかでぱらぱらと小石が転がる音が聞こえるだけ。

　世界の崩壊はとまっていた。

　はっとして周囲を見まわし、

「ハーヴェイ！」

　片方だけ靴を履はいた細い脚が杭の向こうに倒れているのが見えた。杭にすがってそちらに這はい寄ると、杭の根もとにぼろぼろになった寝ね間ま着き姿の少年が死んだように倒れている。ぞくりと背筋を寒気が走った。

「ハーヴェイ……？」

　おそるおそる、掠かすれた声をかけると、くったりと倒れていた少年が薄うすく目をあけた。虚うつろな赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみがこちらを向く。安あん堵どの息をつき、手を貸して少年を抱き起こす。少年の身体からだはひどく軽くて、でもちゃんとここに、今抱きしめている腕の中に、壊こわれることなく消えることなく存在していた。

　大地に突き刺さった杭くいの根もとに背中を預け、二人並んで地面に座る。地ち平へい線せんから射す細い光が次第に周囲に拡散し、漆しつ黒こくの空間に淡い光を押し広げていく。

「とまったね……。助かったの、かな……」

　キーリの問いに、少年は無言のまま頭上の杭を振り仰ぎ、次に自分の身体をあちこちきょろきょろと見まわした。不ふ思し議ぎなことに、欠けていた少年の身体が少しずつ、砂の潮しおが寄せるようにもとに戻りはじめている。きらきらと細やかな光を反射しながら、欠けた身体の亀裂が塞ふさがっていく。少年はしばらく不思議そうに自分の両手を見おろしてぐーぱーなんてしてみせてから、最後にキーリのほうを見た。やわらかな微笑を浮かべる少年の頰ほおを、惑星に射す砂色の光が淡く照らす。

　風に乗って馴な染じんだ匂においが吹いてきた。赤銅色の荒野と灰色のスモッグに包まれた、キーリたちの惑星の匂い。

　ぷお────……

　ひび割れたホームに停とまる列車が汽笛を鳴らす。灰かい白はく色しよくの蒸気が風に乗って運ばれてくる。蒸気とともに、列車のほうからノイズ混じりのかすかな音楽が聞こえてきた──ラジオが流す弦楽器の軽快な音色が。

　音楽に誘われるように二人は手を取りあって立ちあがった。ほんの数すう輛りようだけになったぼろぼろの列車が蒸気を噴ふかしてキーリたちが乗り込むのを待っている。顔を見あわせて微笑ほほえむ二人の頰ほおをスモッグを含んだ荒野の風が撫なでていく。

「帰ろうか」

　手を繫つないで、二人は列車のほうへと歩きだした。

　帰ろう。

　もう少し、もう少し一いつ緒しよに旅を続けよう。
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　とくん。とくん……。

　右手に誰だれかの体温の感触があった。とくん。とくん……。ゆっくりと脈打つ鼓動の音が右手を通してかすかに伝わってくる。きつく閉じていた目を片方ずつそっとあけると、キーリの右手を包む大きな手のひらとごつごつした長い指の手が、すっかり目に焼きついた、キーリの大好きな左手が目の前にあった。

　ラジオのスピーカーが、はっきりとした音楽にはならない、けれど強弱のある子守歌のようなノイズをかすかなボリュームで流している。〈世界の果て〉の列車の中から聞こえてきたのと同じ、最後にキーリたちを迎えにきてくれたあのメロディに似たノイズ。

　柱ちゆう廊ろうの冷たい床ゆかにつけていた頰ほおをあげてキーリは身を起こした。右手に繫つないだ手を視し線せんでゆっくりとたどる。いつもキーリを守ってくれる長い腕。くたっと床に倒れている傷だらけの長ちよう身しん瘦そう軀く。赤しやく銅どう色いろの髪が無雑作にかかる首筋。それからさらに視線をたどると、赤銅色の右目と暗あん褐かつ色しよくの左目が少し虚うつろで気け怠だるそうな、けれど間違いなくしっかりと光を宿してキーリの顔を見あげている。

　まだ少し頼りなげに手を握り返してくる感触。乾いた唇がかすかに動いた。

「俺おれ……？」

　掠かすれた声で彼が呟つぶやく。

「うん。何？」

　キーリは優やさしく囁ささやいて、何か言おうとする彼の唇に耳を寄せた。「……何も見えなくて、動けなくて、昏くらいところにひとりで長いこといたんだ……あー、これで終わりなのかなって、思って、怖く……なって。でもキーリの声が、どっか遠くから聞こえてた。呼ぶ声がずっと聞こえてて。それで、よく見えなかったけど、キーリの声が聞こえるほうに歩いてって、躓つまずいてこけたりして……、でもずっと声が聞こえてたから、迷わないで歩いてこれて……」途と切ぎれ途と切ぎれに話す彼の言葉が胸に沁しみ入り、キーリの目に涙が浮かぶ。首を振って彼の声を遮さえぎり、繫いだ左手を両手で握りしめてその手に額ひたいを押しつけた。

「うん。……お帰り、ハーヴェイ」

　とくん。とくん……。

　顔を寄せると鼓動の音がかすかに聞こえる。頼りないけれど、確たしかに脈打っている。

　青灰色の夜はすでに半ばを迎え、首都は未いまだ混乱の中にあった。けれど今、とにかくなんとかなるような気がした。繫いでいるこの手の持ち主がいてくれたら、今ならなんでもできるような気がした。
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　深い深い霧きりに包まれた世界を〝彼〟はさまよっていた。自分が何者なのか〝彼〟にはわからず、教えてくれる声もない。どこに行けばいいのかもわからない。ただただ野生の動物のごとく、自分の食しよく糧りようとなるものの気配けはいに引き寄せられて動き続けた。

　とくん、とくん……。琥こ珀はく色いろの光を内包して脈打つ石は〝彼〟の食糧となり、彼の身体からだをより大きく強くする。石を吸収するたびに誰だれかの悲鳴が頭に響ひびく。助けを求める苦しげな悲鳴や呻うめき声ごえが頭の中で重なりあって増えるばかりで、〝彼〟を霧の外へと導みちびいてくれる声は見つからない。声を探して〝彼〟はなおも霧の中を歩く。

　さっきひとつだけ、〝彼〟に呼びかけてくる声を聞いた。それが〝彼〟の名前だったのだろうか。茫ぼう漠ばくとした意い識しきの中、彼は手探りであのとき呼ばれた名前を思いだす。

　ユド──

　その声が意識の表面を叩たたいたとき、頭の中で一いつ瞬しゆんだけ何かがはじけた。

　硝煙が沈殿する白い庭。半ば廃はい墟きよとなった灰色の建物。半はん壊かいしたブロック塀。ひしゃげた鉄棒。煙がくすぶる小さな砂場。背中を丸めてしゃがみ込み、校庭の片隅で石を積つむ赤毛の少年。それを見ているもう一人の少年。そして遠くからそれを見ている〝彼〟。

　一片の記き憶おくが甦よみがえる。あの少年たちが大人おとなになり、今度は〝彼〟の仲間として再び相まみえることになろうとは。〝彼〟はひどく自分を苛さいなんだ。幼い子供たちの命を奪い、そして生き残って成長した少年たちにさらに自分と同じことをさせようとしている。〝彼〟は彼らの誠実な上官たろうと心に決めた。そんなことで〝彼〟の罪が消えることはない。〝彼〟のその永遠とも言える一生を賭としても贖あがなえるものではない罪を〝彼〟は自らに科した。

　ぶ……ん──……

　意識の隅で針が振り切れるような低い音がする。〝彼〟の心しん臓ぞうと共振する、すでに相当に肥大化した〝彼〟の心臓よりももっと巨大なエネルギーの塊かたまりを意識が捉とらえた。あれを自らの内に取り込めば〝彼〟はより成長し、知識を得、この霧きりの中から出られるかもしれない。

　ゆっくりと〝彼〟は歩きだす。磁じ石しやくの同極どうしを近づけるようにわずかにはじき返す力を感じながら、ケーブルと配管と屍し肉にくの塊と化した肉体を引きずって、意識の先にかすかに浮かんで見えるエネルギーの塊に向かって歩を進める。一歩。一歩。邪じや魔まする者はすべて薙なぎ、喰くらい、自らの肉とする。

　そのとき〝彼〟は自分の姿の醜みにくさに気づいていなかった。〝彼〟の名と同様に、自分の姿がひどく醜くいびつになっていることに気づいていなかった。

　彼の名は救い主を裏切った咎とが人びとの名前。一生の罪を背負った者の名前。
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「ご気分はいかがですか、シグリ卿きよう」

　寝台の上で目を覚ましたシグリ・ロウに声をかける。シグリはぼんやりと何度か瞬まばたきしたあと、普段ふだんかけている眼鏡めがねがないのでよく見えないのだろう、目を細めてしばらく険しい目つきでこちらを見あげてから、ようやく表情をやわらげた。

「ユリウスか。ここは……？」

「治安部の臨りん時じの本部です。もうすぐ父も戻ってくると思います」

　怪け我が人にんを刺し激げきしないようユリウスは穏おだやかに話す。といっても部屋の外は兵士たちの往来で慌ただしくこもった喧けん噪そうが絶えることがない。状況が芳かんばしくないことは周囲の空気から容易に察せられるだろう。

「娘と……、彼は？」

　なんと呼んだらよいものかというような戸惑いがちの問いかけに、ユリウスのほうも微妙に戸惑ってしまってから（ユリウスだってその〝彼〟のことを「あいつ」とか「お前」とかいうふうにしか呼んだことがない）、

「彼らの仲間を捜しにいきました。シグリ卿きようのお宅におられた彼女のことかと」

「仲間か。そうか……」

　その言葉を口の中で嚙かみしめるようにシグリは復唱し、「娘の、仲間なんだな、彼らは。私が持っていない素す晴ばらしいものを、私の娘は持っているんだな……」独りごちる声はどことなく誇らしげに聞こえた。

「……シグリ卿」

　少し迷ったあと、遠えん慮りよがちにユリウスは言ってみる。シグリが怪け訝げんな視し線せんをあげる。

「父からのあの伝言、大聖堂の騒さわぎでそのまま口にされたそうですね」報告を聞いていた。長老会第十一老にして説教部最高位神官シグリ・ロウが乱心して一般信者を罵ば倒とうし、長老会に対する暴ぼう言げんを口にしたとかいう。

　一拍の間があったあと、

「ははは。すっきりしたよ」

　と、シグリは乾いた笑いを漏らした。ユリウスもつられて笑う。二人で顔を見あわせて、なんだか気持ちよく笑いあった。

「ユリウスさま。お父上がお戻りになられました」

　一人の兵士が戸口に現れて報告した。乱雑に飛び交っていた部屋の外の騒さわぎがやや落ち着いた雰囲気に変わっている。信頼から来る心地ここちよい緊きん張ちよう感かんとほどよい安あん堵ど感かん。ユリウスの尊敬する父親の存在は部下たちにそんな最高の士気を与える。治安部最高責任者の地位にあった長老は先般の長老連続死騒ぎの犠ぎ牲せいとなってすでに亡く、ごたごたの中で後任の長老が決まらないまま、副責任者であった父親が現在は実質上の全指揮権を担っていた。

　仮の医務室にしている小部屋の狭い戸口をくぐって、長銃にサーベル、はおった士官用の外がい套とうの下にフル装備の装甲板、とがちゃがちゃと厳いかつい武具を引っさげた父親が姿を見せた。教会兵の象徴である純白の外套はたいまつの焼け焦げと黒いコールタール状の体液で汚れ、グローブで汗を拭ぬぐう額ひたいには疲れの色が見えるが、ユリウスとシグリの姿を見ていつもの明めい朗ろう闊かつ達たつな笑えみを見せた。

「シグリ。無事で何よりだ」

「無事とも言えないが」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに言いながらあがらない右肩をかばってシグリが寝台の上で身を起こすのにユリウスは手を貸した。「頭が一つと手足が四つくっついてれば十分無事だ」父親が容よう赦しやなく笑いとばすとシグリも軽く吹きだして、

「はは、そりゃそうだ。……死者も多く出ているのだろう」

　最後に漏らした沈ちん鬱うつなひと言に、場の空気が若干重くなる。

「どういう状況なんだ」

「見てのとおり、いい状況じゃないな」シグリの問いに、武器を降ろしながら渋しぶい顔で父親が答える。「市街に残っていた市民の避ひ難なんは完了した。しかし聖堂の一部にまだ取り残されている集団があるようだ。救援に向かわせている」

「あの化け物どもは？」

「まだまだ、いくらでも出てきやがる」

　吐き捨てるように言ってから、父親がふいに睨にらむような視し線せんでシグリを見据えた。

「お前は知っているんだろう、シグリ。あれの出所を」

　糾きゆう弾だんとも取れる厳きびしい問いかけ。部下であったら真まっ蒼さおになって凍りつきそうな、そうそう見せることのない父親の真に鋭するどい視線を、しかしシグリは目を逸そらすことなく真ま面じ目めな顔で受けとめる。

「……一部の長老たちが、不ふ死し人にんを造ろうとしていた。あれはその失敗作だ」

「ふっ……」不死人を造る！　思わず大人おとな二人の会話に口を挟みそうになったユリウスだが雰囲気に押されて口をつぐんだ。父親は見当をつけていたようで驚おどろいた様よう子すはなく、シグリを睨み据える視線はゆるまない。

「お前は荷担していなかったんだな？」

　念を押すように父親が問う。まっすぐに父親を見返してシグリが頷うなずく。

「荷担はしていなかった。しかし……」

「しかし、傍ぼう観かんしていた、と」

「……そうだ」

　同意した直後、父親の拳こぶしがユリウスの目の前を掠かすめ、細面のシグリの顎あごを正せい確かくに捉とらえて殴り倒した。寝台の脇わきの壁かべにシグリの身体からだがまともにぶつかった。

「と、父さんっ」

　割って入って助け起こそうとするユリウスの手を「いいんだ」とシグリが遮さえぎり、切った口の端を拭ぬぐいながら自分で身を起こす。「眼鏡めがねがなくてよかった。割れるところだったぞ」場違いな切り返しをするシグリに「そりゃ幸運だったな」などと父親も飄ひよう々ひようと受け答えして拳を軽く振ったりしている。動揺しているのはユリウスだけで当の二人は平然としたものだった。

「久しぶりにお前の拳を食らったな。セツリのことがあって以来か」

「長老どのを殴りとばすわけにはいかないからな。今まで我慢してた分も含めてだ」

「今も長老なんだがな……」

　肩をすくめるシグリの台詞せりふを、

「長老なんてくそくらえだ」

　と、何やら妙に胸を張って父親はきっぱりと斬きって捨てた。

「報告します！」

　部屋の戸口に兵士が一人駆け込んできた。全員の視し線せんがそちらに集中し、若干怯ひるみながら兵士が頭をさげて報告する。

「正体不明の巨大なエネルギーの塊かたまりが、動力塔を破は壊かいして入り込んだとの報が。一部で動力の供給が停とまりはじめています」

「動力塔を？」

　一同が訝いぶかしげな顔を見あわせたとき、部屋を照らしていた灯あかりがふっと消えた。視界が暗くら闇やみに包まれ、中にいる人間の輪りん郭かくだけがかろうじて影かげとして見える。突然虚こ空くうに放りだされたような心こころ許もとなさにユリウスは周囲に不安な視線を巡らせた。すでにだいぶ夜が更ふけた時間、化け物に対抗するにあたって灯りがないのは致命的だ。

「ありったけの灯りを搔かき集めろ！　たいまつでもランタンでもなんでもいい！」

　こんなときでも動揺を見せることがない父親の力強い声が飛び、兵士が駆けだしていくのがわかる。

　兵士たちのどよめきが重なって聞こえてきた。遠くどこかで獣けものの咆ほう吼こうが轟とどろく。

「ユリウス、そこを動くな。シグリを頼む」

「父さっ……」

　父親が武器を取って身をひるがえし部屋を駆けだしていく。引きとめられないまま父親を見送ったあと、ユリウスは外に面した部屋の窓に手探りで駆け寄った。たいまつの灯あかりでちらちらと照らされる塔の下、兵士たちが壁かべ沿ぞいを走りまわっているのが見える。

　たいまつに照らしだされた外の光景に、背筋を戦せん慄りつが駆け抜けた。

　本部塔はすっかり化け物たちの群れに取り囲まれていた。オレンジ色の炎にゆらゆらと照らされる、のっぺりとした腐りかけた肢体の数々。身体からだを前かがみにしてゆったりと左右に振りながら、一歩一歩塔に接近してくる。




　その日、首都の記き録ろく的てきに長い、そして最後になる一日はまだ終わらない。

　そしてその日は、おそらく神の奇跡など起こったことがないこの墓標の上の神の都市に、本当の奇跡が舞まい降りたと言われる日になるのだった──。
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　ベアトリクスの無む惨ざんな亡なき骸がらをあらためてそばで見おろし、キーリは彼女の髪を、短くしてしまっても十分に綺き麗れいな彼女の髪を指で梳とかした。

（ベアトリクス……）

　心の中で話しかける。

（私、手を放さなかったよ。これからも絶対放さない。ベアトリクスが教えてくれたから。ありがとう……）

　彼女の頰ほおを最後に撫なでて、ハーヴェイのコートをその上に被かぶせた。

　絵画の収蔵庫らしき小部屋を近くに見つけ、そこにベアトリクスの遺体を運び込んだ。額がくに入っていない、キャンバスのままの大きな宗教画が壁かべ際ぎわにたくさん立てかけられている。油絵の匂においが染み込んだ部屋の中はシグリの家と……自分が生まれた家と同じ匂いがしてなんとなく気分が落ち着く。……少しずつ過ぎる時間のせいなのか、いつの間にかその事実を自然と受け入れそうになっている自分に気がついて複雑になる。

「……ベアトリクス、ここに置いていくの？」

　振り返って問うと、戸口の近くの壁際で待っていたハーヴェイが頷うなずいた。

「ああ、まだやることがあるから……」

　とはいえ胸のあたりを押さえてしゃがみ込んでいるハーヴェイはまだ喋しやべるのも少し辛つらそうな様よう子すで、移動するのはさらにだいぶ無理を強いそうだった。しかしハーヴェイの意い識しきはすでにこの場所ではなく別の場所を見ている。ユドが歩いていった方向。旧友であり仇かたきである男の背中を、たとえ見えなくてもここから遠く見据えている。

　本当は、ハーヴェイはもうユドを許しているのだろうと思う。ハーヴェイの世界の中のユドは庭の墓標を見守りながら静かな日々を送る靴くつ職しよく人にんで、後悔に苛さいなまれた咎とが人びとで、そしてあの世界そのものである少年はユドを責めてなどいなかった。ハーヴェイが旧友に自ら手をかけるようなことを、同士討ちみたいなことをしたがっているはずがない。

　それでもハーヴェイは、自分の気持ちを押し込めてユドとの決着をつけようとしている。仇かたきだからではない、むしろ罪に苛さいなまれた旧友の人生を終わらせてあげるために。

　キーリは……。キーリはまだ、父親のことを許したつもりはなかった。けれども時間がたつにつれ拒絶感が薄うすくなってきている自分にも気がついている。意地になっているだけで、心の底ではもう許しているのだろうか。ハーヴェイがユドを許したのと同じように、キーリも父親を許すことができているのだろうか。自分の気持ちがよくわからなかった。

　あの人と、話をしてみたいと思った。母セツリとともに旅をしていたあの人なら知っているかもしれないと。母は父シグリのことをどう思っていたのだろう。もう憎んではいなかったのだろうかと……。

　視し線せんを落として思考に沈んでいたキーリは意を決して顔をあげた。

「ハーヴェイ、まだ辛つらいでしょ。私、お水汲くんでくるよ」

　少し突っかかり気味に切りだすと、ハーヴェイが怪け訝げんな顔で瞬まばたきをして、

「いいよ、別に。すぐ行こう」

「大丈夫。さっき近くにお水出るところ見つけたから、すぐに行って帰ってくる。それまで休んでて」

　腰をあげようとしたハーヴェイの肩を押して少し強引に座らせる。ハーヴェイは抗あらがおうとしたものの身体からだが言うことを聞かないのは明白で、すとんと再び腰を落とした。ハーヴェイの前にかがみ込み、スカートのポケットからばらばらになった金の髪の束と赤しやく銅どう色いろの石を取りだす。ハーヴェイの手にそれを押しつけて、

「あのね、ベアトリクスにもらったお守り、直して欲しいの。そのあいだに私、お水汲くんでくる。それならいい？」

　我われながらかなり強引な持っていき方だった。内心でびくついて反応を待っていると、

「……わかった」

　眉まゆをひそめつつもハーヴェイが思ったよりもあっさり頷うなずいたので、キーリはほっと胸を撫なでおろした。

「じゃあ、すぐに戻ってくるね。兵長も預かってて」

　ラジオの吊つり紐ひもをはずして渡し、言い残して収蔵庫を出る。外の柱ちゆう廊ろうの左右を見まわし、徘はい徊かいするできそこないの姿がないことを確かく認にんしてから、残ったハーヴェイに軽く手を振って収蔵庫の重い扉を閉めた。

　しんとした柱廊を一人、自分の足音を気にしながら歩きだす。

（ごめんね。ハーヴェイ、兵長……）

　心の中で両手をあわせて二人に謝あやまった。

　ハーヴェイの内側の世界に触れられたように、キーリならあの人の心に触れられるかもしれないと思ったのだ。心の中で話ができたら、あの人の心を取り戻せるかもしれない。そうしたらハーヴェイが大切な旧友であるユドと決着をつけなければいけないような事態を避さけられる。できるなら、ハーヴェイにそんなことはして欲しくなかった。人を傷つけると同時に必ず自分も傷つく人だから。

　それから……。母のことをよく知っているであろうあの人に、訊きいてみたかった。

　お母さんは、お父さんを許していましたか？

　私は、お父さんを許しても、いいですか……？







　編あみ込こみがほどけかけた金の糸の束と小さな石を左手に持って目の前に掲げ、

「……あいつは片手でこれをどうやって俺おれに直せと？」

　半はん眼がんで独りごちてポケットに突っ込んだ。

　壁かべに立てかけられた絵画に背中を預け、視界の少し先に横たわるベアトリクスの遺体に視し線せんを送る。精細に描かれた大きな宗教画の前で眠る彼女はまるで本当に美しい天使を描いた絵画の一部のようだった。

　ざっ……、ぴ──……

　ラジオがかすかなノイズを漏らして急せかす。宗教画の天使に視線を流したまま呟つぶやき返す。

「わかってるよ、兵長。……あいつは俺の勘のよさを舐なめてんのか」

　まったく、何年のつきあいになると思っているのか。あんな白々しい言い訳使って一人で飛びだしてって、あいつの考えてることなんてばればれだ。「バカヤロー、が。俺の最後の仕事を取るなっての……」愚ぐ痴ちっぽく呟いて腰をあげる。身体からだのあちこちに痛みがあり若干ふらついたが、絵画に手をかけて立ちあがった。

「ごめんな、ビー。ここでお別れだ」

　もう一度、生気を失ってもなおもやわらかな、まるでひとときの眠りについているだけのようにも見える彼女の亡なき骸がらに視線を送り、最後に軽く目を伏せて別れを告げた。
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　巨大なエネルギー資源を〝彼〟は喰くらってその身に取り込んだ。〝彼〟の身体はさらに巨大に成長した。しかし意い識しきは成長するどころかむしろ拡散しただけで、求めている答えには少しも近づかない。〝彼〟はさらにエネルギーを捜し求めたが、〝彼〟自身以上に大きなエネルギーを感じることはすでにできない。

　肥大化した〝彼〟の身体は歩くにはすでに重すぎ、一歩歩を進めるごとに融ゆう合ごうしたモノたちのすべてが苦痛に呻うめき慟どう哭こくする。身体からだの各所に引っかかったケーブルが引っ張られ、全身がばらばらに分解されるような苦痛がともなう。ぼたり、ぼたりと、歩くごとに身体の一部から屍し肉にくが剝はがれて腐り落ちる。それでも〝彼〟は次のエネルギーを求めて一心に歩く。巨大な身体を維持するためにはさらに大きなエネルギーが必要だと〝彼〟は思った。

　しかし何な故ぜ自分は大きくならないといけなかったのだろう。自分は何を求めていたのだったかと、〝彼〟はふと考える。

　自分は思いだしたかったのだ。自分自身が何者であるのか。自分の存在の意味を。

　あのときはじけた記き憶おくの断片はなんだったのだろう。

　あの少年は誰だれだ？

　あのとき呼びかけてきた声の主は誰だ？

　そうだ……自分はあの少年に償つぐなわなければならなかったのだ。そのために自分は未いまだ存在している。あの少年に許しを請こうためには、まだ自分の力が足りないのだろうか。どこまで大きくなれば足りるのだろうか。

　肥大化した身体全体がひどく痛む。それでも罪を贖あがなうためにはもっと大きくならねばならないと〝彼〟は考える。もっともっと大きくならなければ。

　そのこと自体が罪をより重ねることになると理解できないまま、〝彼〟は歩き続けた。
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　できそこないの喰くい散らかされた死体が点々と転がる柱ちゆう廊ろうを、キーリは吐き気を覚えつつ触れないように避よけながら歩いていた。〝彼〟が歩いた道筋は、しかしそのおかげでたどることができた。少し前に灯あかりが消えたきり柱廊は薄うす暗ぐらいが、雲が薄れて月明かりがわずかに射さしている。青みを帯びた月明かりにできそこないたちの無む惨ざんな死体が照らされていっそう気味を悪くする。嘔おう吐と感かんを飲みくだし、〝彼〟が通った道筋をキーリはおそるおそる進んだ。

　動力塔の近くだろうか、そのうちに大小の配管が曲がりくねりながら周囲の壁かべに隙すき間まなく這はう閉へい塞そく感かんのある通路に入り込んでいた。

　本当に一人で来て大丈夫だったのだろうか。無む謀ぼうなことをしたんじゃないだろうか。さっきからとっくにしている後悔を無む理り矢や理り考えないようにする。

　ぬるり……。

　と、足首を生温かいものに摑つかまれる感触があった。

　とっさに跳とび退のくこともできずにその体勢のままぎこちなく視し線せんを落とすと、半分がた身体を喰われて無惨な肉にく塊かいと化したできそこないが頭をもたげ、キーリの足首を摑んですがるように見あげてくる。ほんのわずかに残った〈核〉の欠片かけらがその肉塊の隙間に埋まっているのが見えた。コールタール状の血液がのろのろと再生を促うながし、しかし腐敗の進行の速度に負けて肉体が腐り落ちる。いっそこんな中途半端な状態で生き残らないほうがましだったのではないかと思えるほどにそれはグロテスクで憐あわれな光景だった。

　どうすることもできず、キーリは必死で足を引ひき剝はがしてその場を駆けだした。最後の欠片かけらを取り除いて楽にしてあげたほうがよかったのだろうか？　しかし怖くてそんなこともできない。走っているうちにまるで周囲に転がるすべての死体が動きだし、助けを求めて手を伸ばしてくるような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　うぅ……ぐぅぅ……。

　苦しげな彼らの嘆なげきが頭の芯しんにこびりついて離はなれない。それを振り払ってキーリは走る。

　巨大な塊かたまりがのそりと配管の陰で動くのを視界の端が捉とらえた。はっとして走る足をゆるめ、配管が這う通路の先に目を凝こらす。

（いた……！）

　最初に遭遇したときとは比べものにならないほどにいっそう肥大化した、もはや屍し肉にくとがらくたの融ゆう合ごう体たいがかろうじて二足歩行の人型を成しているのを認にん識しきできる程度のいびつな化け物と化した〝彼〟が、配管の陰から姿を現した。

　無意識にあとずさりながら、違う、話をするためにこっちから捜していたのだからとキーリは自分を鼓こ舞ぶして話しかけようと試みた。

「あ、あの……」

　ぐう？と化け物が首をかしげる。声が届いたような反応に、話が通じるかもしれない──と期待したとき、

　ぐお──……ん……！

　化け物が咆ほう吼こうし、屍肉とがらくたの塊と化した身体からだで突進してきた。とっさに横に跳とび退のいて避よけ、化け物が振るった腕が背後の壁かべの配管を叩たたく。ひしゃげた配管から白い蒸気が噴ふきあがる。

　間違えた。避けるんじゃなかった。

（今度は避けちゃ駄だ目めだ……）

　唾つばを飲み込んで自分に言い聞かせる。あれをやるには意識を失わないといけないから、一発くらい食らうのは当然覚悟の上で来たのだ。次の突進の構えをする化け物を見据えて立ったまま、キーリはあの子が現れるのを待った。

　動かなくなったハーヴェイの横で眠り込んだとき、身体の中から霊れい体たいを連れだしてくれたあの少女の霊がきっとまた現れるはずだと思っていた。賭かけだったけど、妙な確かく信しんがあった。そうしたらきっと、ハーヴェイの内側の世界に触れられたように、あの人の世界に触れられるはず。あの人の心に触れられるはず。




〈あの人の世界には触れられないよ……〉




　待っていた少女の声がようやく聞こえた。姿は見えないが近くにいるのを感じる。化け物の動きを見据えたままキーリは心の中で問い返す。




　どうして？

〈あの人の意い識しきはもうあの人一人のものじゃない。たくさんの意識の集合体。その中からあの人の意識だけを搔かき分けて、それだけに触れるのは難むずかしいよ〉




　じゃあ、どうすればいいの？

〈どうしようもないよ……殺してあげるしかない。あの人はもう、もとの姿には戻れない〉




　でもっ……何か方法はないの？　あの人と話をすることはできないの？

〈残念だけど、できないよ……〉




　絶望的な声を残して少女の気配けはいが消え入ったとき、化け物が再び突進してきた。キーリは諦あきらめきれない気持ちで迫り来る化け物を正面から見つめる。本当にもう、話をすることはできないの……？

　化け物が振るった腕が眼前に迫った瞬しゆん間かん──ふわっと身体からだが宙に浮く感覚。空を搔かいた化け物の腕が再び壁かべの配管を叩たたきつけた。それを見ながらキーリは軽く弧を描いて宙を跳び、少し離はなれたところに降ろされた。

　ぽかんとしたまま顔をあげると、

「この、馬ば鹿か！」

　いきなり怒ど鳴なりつけられた。キーリはまだ目を白黒させたまま、

「は、ハーヴェイ、なんでここに……」

「おっ前は、ほんとにどこまで無鉄砲なっ……」

　本気で腹を立てている顔でハーヴェイはそれ以上怒る言葉が出ないというふうに口をぱくぱくさせる。これは、本当に本気で怒ってる。ハーヴェイが喋しやべらなくなるときは本気で怒っているのだとキーリは十二分に思い知っている。

　配管にめり込んだ腕を強引に引き抜いて、化け物がゆらりとこちらに向きなおる。「説教はあとでたっぷりしてやる」と、首にぶらさげたラジオの台詞せりふを代弁するようなことをハーヴェイが言い、手にしたサーベルを左手で構えてそっちを振り返る。

「かわいそうにな、ユド……。同情するよ。そんな無ぶ様ざまな格好になって、とっくに死んだはずなのにまだ死にきれなくて……」

　うお──……ん……！

　あたかも泣き叫ぶような声で化け物が咆ほう吼こうした。対たい峙じするハーヴェイもまるで泣いているように思えた。心の中で泣いているように思えた。

「来いよ。終わらせてやる」

　どすん、どすんと地を揺るがす足音を轟とどろかせて化け物が突進してくる。サーベルを下段に構えてハーヴェイは相手をまっすぐ見据えたまままだ動かない。

　直後、二人の身体からだがぶつかって交こう錯さくしたようにキーリの目には見えた。ハーヴェイが手にしたサーベルの切っ先はユドの身体の中心を突いていたが、同時にユドの腕がハーヴェイの脇わき腹ばらから背中まで貫いている。キーリは掠かすれた悲鳴をあげた。

　ハーヴェイの腹部に腕を突っ込んだまま、ユドがハーヴェイを引きずり寄せて身体の内に取り込もうとする。ハーヴェイの半身がユドの肉体に埋まる。

「ハーヴェイっ！」

　キーリの絶叫が響ひびく。

　変化はそのとき起こった──。

　ぴしり、

　と何かに亀き裂れつが入る音。一拍おいて、ユドの身体の中心で琥こ珀はく色いろの光が一いつ瞬しゆんはじけた。それを基点にユドの身体が放射状に急速に腐敗し、融ゆう合ごうしたできそこないたちの屍し肉にくが身体の表面から剝はく離りしはじめた。
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　ずっと訊ききたかった。

　俺おれは間違ってない方向に進んでこれたのかって。あんたが過去に何者であってもかまわなかった。なんであろうとあんたは自分たちの上官で、自分に最初の道を示してくれた人物で、あんたのおかげで俺は最初の道を踏みはずさずに済んだ。だからこれ以上、あんたに罪を重ねて欲しくない。苦しんで欲しくない。自分の責任において、始末をつける。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいで突き刺したサーベルの切っ先は寸分たがわずユドの〈核〉の中心を貫いた。すでに数多くの同種のエネルギー体を融ゆう合ごうし、琥こ珀はくの光が内部で脈打ついびつな溶岩の塊かたまりのようなものと化した石の心しん臓ぞうに。それと同時に脇わき腹ばらから背中に向かって相手の腕が突き抜けている。

　突き刺したサーベルもろとも半身まで相手の肉体に取り込まれながら、顔をあげて相手の目を見あげた。

「なんで、わざと……」

　血の泡が喉のどに迫りあがってくる。

「はずした……？」

　相手もこっちの心臓を狙ねらえたはずだった。こっちはその覚悟で懐ふところに跳び込んだのだ。しかし相手のほうからわずかに狙いをはずした。そんなことができるような自じ我がなどとっくに跡形もなく消滅していると思っていたのに。

　肉にく塊かいに埋もれた砂色の瞳ひとみが悲しげにこちらを見おろしている。

　意い識しきの中で映像がはじけた。

　岩の断層で炭坑を掘る簡かん素そな囚人服の男たち。その中に砂色の髪の男がいる。毎日毎日、延々と淡々と続く岩掘り作業。化石資源を積つみ込んだトロッコを押す囚人たちに怒声を飛ばす監かん督とく官かん。無表情に岩を掘り続ける砂色の髪の囚人。

　やがてはじまる戦争。そこでもまた、まるで岩掘り作業の延長のように延々と淡々と続く殺しあい。爆ばく撃げき機きが空を飛び去ったあとには焦土と化した市街。あちこちに転がる罪なき一般市民の死体。無表情にそれを見つめる砂色の髪の兵士。焼け焦げた校庭に転がる幼い子供たちの死体。石の墓標を積む少年たち。そこでもまた無表情に見つめる砂色の髪の兵士。

　そして数年後に出会うことになる、不ふ遜そんな態度の新しい部下たち、赤毛の青年と青灰色の瞳の青年。そのときはじめて砂色の髪の男の心に苦く悶もんが宿る。何百年ものあいだ、自らが淡々と犯してきた罪を、どれだけ多くの人々の命を奪ってきたかを。心がばらばらに引き裂かれそうなほどに辛つらく苦しんだ長年の想おもいが流れ込んでくる。

「そう、か……」

　吐血と一いつ緒しよに溜ため息いきが漏れた。咳せき込みながら、相手の胸に自ら取り込まれようとするように額ひたいを押しつけ、呟つぶやく。

「苦しかったんだな、ずっとずっと……。悪かったよ、来るのが遅くなって。今、終わらせてやる。……もういいんだ、あんたは十分苦しんだんだ。もう終わりにしよう。俺おれが最後にしてやるから。俺も一いつ緒しよに行ってもいいから。ユド……」

　ごめん、キーリ……。

　約束したけど、やっぱり一緒には帰れないかもしれない。

　突き刺したサーベルを強く押し込む。上官に叩たたき込まれた戦い方どおりに。決して腕力も体力もあるほうではなかった自分にとっての最良の戦い方。無む駄だに力を使わず無駄に動かず、相手の急所を的てき確かくに狙ねらう。銃やサーベルの扱い方、効率のいい殺し方、そして考え方。上官の心の奥底に常に存在していた罪悪感と慈じ悲ひの心すらも。一度死んで空っぽになっていた自分の心に、上官からすべてを注ぎ込まれた。だから似ているのは当たり前だった。俺は半ばあんたのコピーなんだから。

　不規則に脈打つ巨大な〈核〉の融ゆう合ごう体たいに亀き裂れつが入り、寸秒後、琥こ珀はくの光がはじけるとともに異常な圧力が身体からだを貫く。

　瞬しゆん間かん、

　ぱんっ！

　首にさげていたラジオのスピーカーから衝しよう撃げき波はがはじけ、反動で取り込まれた肉体からはじきだされた。

「兵っ……」

　助けられた？　尻しりもちをついた格好で胸もとのラジオを見おろす。一いつ時とき放心してしまってからはっとした。もう喋しやべることもできないくせに、こんな歪ゆがんだスピーカーから衝撃波なんて撃うてる状態じゃなかったはずだ。無理に力を放出したスピーカーから黒煙があがる。

　うぅ……。うお──ん……

　ラジオに気を取られているあいだに、苦しげな咆ほう吼こうとともにユドが目の前から退きはじめていた。「ユド！」立ちあがろうとしたが身体が言うことをきかず、床ゆかにへたり込んだまま動くことができない。重い足取りで退くユドの移動にあわせて融合したできそこないたちの屍し肉にくや取り込んだがらくたが腐り落ち、周囲の壁かべを這はう配管が、あたかも水分が干からびるように急速にひしゃげて錆さびついていく。

　峡きよう谷こくで出会ったラジオ塔と同じ、化石資源の退廃現象──。

　そうだ。ユドがどれだけ長いあいだ生きてきたのか、いつの時代に不ふ死し人にんになったのか本人から聞いたことはなかった。さっき一瞬意い識しきの中ではじけた映像──炭坑を切り開く開拓時代の囚人たち。あの男はあの時代から生きていた。おそらくユドの〈核〉は相当に古い。戦中の化石資源ではなく、退廃現象を引き起こす戦前の化石資源で造られた──。

　いびつな化け物と化した巨体の後ろ姿が視界から遠ざかっていく。開拓時代から数百年、そんなにも長い時間をあの男は死ぬことができないまま一人で生き続けて、そして今また、一人ですべてを背負って立ち去ろうとしている。

「なんだよ、なんで置いてくんだよっ……」

　へたり込んだまま訴える声が、自分で情けなくなるほどに掠かすれて聞こえた。ヨアヒムもベアトリクスも死んだ今、ユドにすら置いていかれて自分だけまた生き残って……。

（なんだよ……、カッコ悪いじゃんかよ、俺おれっ……）

　一いつ緒しよに逝いく覚悟をしたにもかかわらず、結局最後までキーリのことが頭にちらついて。

　キーリっ……？

　はっと我われに返った。

　顔をあげて周囲を見まわすが、近くにいたはずのキーリの姿がどこにもない。

「キーリ……！」
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　ユド、というのが〝彼〟の名だった。それは〝彼〟が自ら名乗った名だったことを〝彼〟は思いだす。母星の時代、聖書で救い主を異宗教に売ったとされる裏切り者の名を示す忌いむべき名。〝彼〟はその名を自らに科したのだった。今、彼はそれを思いだした。ユド。それが自分の名前。

　赤毛の少年は〝彼〟を赦ゆるした。もう終わりにしてもいいと言ってくれた。少年がそう言ってくれたことで、〝彼〟はようやく死ぬことを赦された。永遠に科された贖しよく罪ざいをようやく終わりにすることを赦された。

　遠くへ行かなければいけないと〝彼〟は思った。どこかずっと遠くへ、少年を巻き込まずに死ぬことができる場所へ。

　ゆっくりと〝彼〟は歩を進める。一歩一歩、歩くごとに亀き裂れつが入ったいびつな〈核〉の融ゆう合ごう体たいが不ふ穏おんに脈打ち、琥こ珀はくの光が漏れるたび〝彼〟の肉体を腐敗で蝕むしばみ、取り込んだ屍し肉にくの一部が干からびた肉にく塊かいや錆さびた鉄の残ざん骸がいと化して剝はがれ落ちる。〝彼〟が歩いたあとには数十年の刻を経たかのような錆さびと退廃だけが赤錆色のうねる道のように残る。光の届かない谷底のような昏くらく茫ぼう洋ようとした世界の中を〝彼〟は手探りで進んでいく。

　暗くら闇やみに閉ざされた世界の中で、小さな淡い光が一つ、端のほうから覗のぞいているのを意い識しきが捉とらえた。

〝彼〟の意識はその光に吸い寄せられる。淡く控えめな光を放っているそれは小さなひょろっこい生き物だった。今の〝彼〟なら片手の指でひねり潰つぶすことができるだろう。剝がれ落ちた肉体を埋めるものとしては小さすぎるが多少の腹の足しにすることはできるだろう。

　無意識のうちに〝彼〟の手は害意を持ってその小さな光に伸びる。知らずに〝彼〟はさらに罪を重ねようとする。

　伸ばしたその手を、しかし〝彼〟はその光の前でふととめた。

　生き物が持つ淡い光の雰囲気に、漠然とした懐なつかしさが〝彼〟の意い識しきに沁しみ渡る。

「せつ……り……」

　肉にく塊かいに埋もれた〝彼〟の口からこもった声が自然と漏れた。

　小さな光が控えめにはにかんで答えた。

「私、キーリです。少し、一いつ緒しよに歩いても、いいですか……？」

　光が言って、おずおずとこちらに手を伸ばしてくる。〝彼〟はそうっとその手を取った。小さな白い手だった。今の〝彼〟が少しでも力を入れれば簡かん単たんに壊こわれてしまいそうな淡い存在の手を、壊さないようにおそるおそる握った。

　キーリ……。キーリ……。

　言葉を何度も心に浮かべ、その言葉の意味を思いだそうとする。

　キーリ……思いだした。それは昔、〝彼〟に笑いかけてくれた小さな存在の名前だった。罪の意識に苛さいなまれていた〝彼〟にすべてを赦ゆるす無邪気な笑えみを向けてくれた、淡く小さな光の名前だった。あの母娘が〝彼〟の前に現れたとき、〝彼〟を受け入れてくれた彼女たちを幸せにすることが贖しよく罪ざいになるのではないかと考えた。しかしそれすらも結局は叶かなわず、母娘を巻き添えにしただけで終わってしまった。〝彼〟は彼女たちと関かかわったことでさらに罪を重ねたのだった。

　淡い光を持つ少女が微笑ほほえんで〝彼〟の手を握り返す。幼かった赤ん坊の無邪気な笑顔えがおが重なる。ああ……自分に笑顔を向けてくれたあの幼く弱い存在だった赤ん坊が、こんなにも大きくなったのかと感慨が心に広がった。母親とそっくりの、淡く控えめだが決して見失わない光を持つ女性に成長したのかと。

　すでに茫ぼう洋ようとした世界しか映さない〝彼〟の両の瞳ひとみに涙が溢あふれた。

「あぁ……う……」

〝彼〟の口から慟どう哭こくが漏れる。

　今こそ〝彼〟は、〝彼〟を苛んでいたすべての罪悪から解放されたのだと感じた。







　大きな大きな分厚い手のひらがキーリの手を包んでいる。漠然とだけれど懐かしい感触。それは赤ん坊の頃ころの自分を抱いてくれた、あの砂色の短髪と無ぶ精しよう髭ひげの大きな背中の男の人の手の感触と同じものだと、なんとなくだが感じることができた。

　まるで幼い頃、あの船の中の通路を二人で歩いたように、キーリは寡か黙もくな男の人と手を繫つないで、配管に取り囲まれた閉へい塞そくされた通路を歩いている。彼が歩を進めるたび、キーリを除くすべてのものが本来の時間の流れに追いつかれたかのように朽くちていく。墓地の上に建てられたこの神の都市を本来の姿に戻すかのように。

　その人の手は大きくてとても力が強くて、そして少し戸惑っていた。キーリは彼の手を控えめに握り返す。歩きながらキーリは彼に語りかける。

「お母さんのこととか、あなたのこととか、それからハーヴェイのこととか、いっぱいいっぱい、お話ししてみたいことがありました。あ、ハーヴェイってエイフラムのことです。あなたのことをずっと捜してました」

　声が届いているのかわからないが、喋しやべらない彼にキーリは一方的に自分の話を続ける。

　こんなことをしてまた絶対にハーヴェイに怒られそうだけど。でも……。

　目を背そむけるな──。彼に取り込まれたベアトリクスの遺言のような言葉を思いだす。

　うん、ベアトリクス。私はまだ自分の問題に決着をつけていない。目を背けないで、知りたいことを訊きかないといけない。そうじゃないと私は父親を、ここの人々を、ベアトリクスを殺したこの人を、……そして自分自身を……父に避さけられ母の人生を台無しにしてしまった自分自身を、まだ許すことができない。一生憎まないといけないかもしれない。ハーヴェイみたいに私はいい人じゃないから、素直じゃないから、すべてを受け入れて許すことは、私にはまだできない……。

「あなたは知ってるかどうかわからないけど、お母さんもあの船で死んじゃいました。でも私は拾われて、イースタベリでお婆ばあに育ててもらって……お婆は厳きびしいところもあったけど、優やさしい人でした。それからお婆が死んで、私はイースタベリの寄宿学校に入って、そのあとでハーヴェイと……エイフラムと会いました。それからラジオの兵長っていう人もいて、今、三人で旅をしています。私は、あなたやあなたの仲間から、たくさんの幸せをもらいました。私は、幸せだったと思います。今も幸せだと思っています」

　いろんなことを思いだしながら、いつの間にか自分の身の上話なんかしていた。隣となりを歩く男の人がこんな話に興きよう味みがあるのか、そもそも聞いているのかわからなかったが、キーリは気にせず自然に話した。

　たくさんのものにいつも守られていた。祖母の手の感触、ハーヴェイの手の感触、ベアトリクスの手の感触、それから父親の手の感触……。そして今隣にいる男の人。いろんな人たちとこうして手を繫つないできた。常に誰だれかに守られていた。私は幸せだった──。

「それで……あの……」

　思い出話ならいくらでも口をついて出てくるのに、一番訊きたいことを切りだすのにためらって言葉を濁にごした。

　私は幸せだった。でも……。母親はどうだったのだろう。奇妙な力を持つ娘のせいで父に疎うとまれ、周囲から忌き避ひされ、彼女の娘は安あん泰たいを約束されていたはずの彼女の人生を崖がけから突き落としてしまった。

　視し線せんを落とし、意を決して訊いてみる。

「お母さんは……お母さんは、幸せでしたか？」

　一歩。二歩。三歩。

　無言のまま並んで歩く。隣となりの人の身体からだの表面から屍し肉にくの断片が剝はがれ落ち、彼の歩にあわせて周囲の風景が退廃していく。

　隣の人からの答えはなかった。

　やはりこの人の心には触れられないのだろうか……。

　落胆したときだった。

　繫つないだ彼の手を通して、閃せん光こうが瞬またたくように脳裏に映像が流れ込んできた。

　赤ん坊をあやす黒髪の女性の姿が見える。あれは教区境のバーの風景。古いラベルのついた瓶やグラスが並ぶ見み慣なれたカウンターが見えている。

　女性の腕から赤ん坊を抱きあげる大きな男の人の手。精巧なガラス細工でできた人形でも扱うみたいに男の人はそうっとそのたくましい腕に赤ん坊を抱く。大きな男の人の腕に包まれて安心したようにうとうとしはじめる赤ん坊。男の人の横から女性が赤ん坊の顔を覗のぞき込み、白い指先で優やさしく髪を梳すく。

　彼女の心が、願ねがいが伝わってくる。

　この子が幸せでありますよう。すべての幸せがこの子を包み、守りますよう。

　赤ん坊がどんなに彼女に愛されていたかが伝わってくる。




　大好きよ……。




　囁ささやいて、赤ん坊のほっぺたにやわらかくキスをする。

　見間違いかもしれない──けれど一いつ瞬しゆん、彼女が視し線せんをあげてこっちを、キーリのほうを見たような気がした。母娘でよく似た、印象的な深い色の瞳ひとみに微笑をたたえて。




　大好きよ、キーリ。

　あなたを産んでよかった──。




　映像が消えた。

　気がつくと頰ほおに涙がつたっていた。

　隣に立つ男の人を振り仰ぐ。醜みにくく歪ゆがんだ姿となったあのときの男の人が、肉にく塊かいに埋もれた砂色の瞳でこちらを見おろしている。キーリが小さな頃ころから変わることのない、惑星のすべてを大きなその手で寛大に包み込むような、惑星中に広がる空と同じ砂色の瞳で。

　両の瞳に涙を浮かべて、キーリは彼に微笑ほほえんだ。

「ありがとう、ございました……」

　泣き笑いの掠かすれた声で、彼にお礼を言った。

「お母さんは……とっくにぜんぶ許していたんですね……」

　いびつな腐肉の塊かたまりとなった彼の表情はわからなかったけれど、彼が微笑ほほえんで小さく頷うなずいたような気がした。それから彼は繫つないでいたキーリの手を放し、キーリをその場にとどめるようにして、一人、ゆったりとした重い足取りで先へと進んでいく。

　そこは底の深い円筒形の空間に沿った回廊だった。円筒形の空間の中央で、深い底から高い天てん井じようまで突き抜ける巨大な炉がごんごんと動力を燃もやしている。動力音に共鳴するように、彼の身体からだの中心で琥こ珀はくの光が不規則に脈打ち、それに呼応して彼の肉体に張りついたできそこないたちの屍し肉にくがぼろり、ぼろりといっそうひどく剝はがれ落ち、彼が歩いた床ゆかや壁かべを、周囲のものすべてを赤あか錆さび色いろに腐敗させる。

　一歩一歩、まるで磁じ石しやくの同極から押し戻されるように足を重く引きずりながら、動力炉に向かってかかる中央の橋を彼の背中が進んでいく。炉へ近づくにつれ、彼の肉体から漏れる琥珀の光がまばゆく強くなり、細い光が照空灯のように放射状に漏れはじめる。

　自らの内から漏れる光に呑のまれて彼の姿が次第に見えなくなっていく。光が燃える炉の中心へと彼の姿が消えていく。

　かっ──

　光がいちだんとまばゆくはじけた。網膜に焼きつく強い光を直視できずにキーリは腕で顔を覆おおった。熱あつい爆ばく風ふうがスカートと髪を激はげしく煽あおる。

　キーリのもとまで爆炎が届く前に、炎を覆って食らい尽くすように周囲のものが錆と化し風化して、古木が四方に根を這はわせるかのごとくすべてのものが急速に朽くちはじめた。




〈こっち。はやく！〉




　少女の声が脳裏に響ひびいた。声に呼ばれてキーリは爆風とまばゆい光に顔を覆いながら身をひるがえす。白いスリップドレス姿の少女が通路の先で呼んでいる。背後の動力炉を気にしながら、退廃現象の進行に呑まれて崩れ落ちる壁や天井の下をキーリは走りだした。

　もう少しで少女のもとにたどり着く。そのとき、

　轟ごう音おんを立てて、ひび割れた天井が頭上に崩れ落ちてきた。







　水の波紋が押し寄せるように、強い磁場の波が前方から広がってくるのを感じた。

　壁を這う配管にすがりキーリを追って歩きながら前方に目を凝こらす。壁と天てん井じようをうねりながら這う配管が、前方からこっちに向かって急速にひしゃげて錆さびついていくのが見える。皮ひ膚ふにぴりっと刺し激げきを感じた。刃を含んだ風に煽られるかのごとく、頰ほおの皮膚がぴりぴりと剝がれて飛ばされる。

　退廃現象。あれに呑のまれたら助からない──。

　楯たてになろうとするように、衝しよう撃げき波はとともにラジオのスピーカーから暗あん緑りよく色しよくのノイズ質の顔が伸びあがった。「兵長、やめろ！」逆にラジオをかばって腕に抱え込む。衝撃波とノイズの顔が中空で霧む散さんし、ひしゃげたスピーカーから抗こう議ぎのノイズがあがる。『ざ、がが──っ、がががっ』「うるせえよ、あんたにはさっきもう十分助けられたんだっ」ノイズと早口の応おう酬しゆうを交わす。そのあいだにも前方から退廃現象が迫る。抱えていた腕の下をかいくぐってラジオから衝撃波が逬ほとばしり、

　ごっ！

　前方から押し寄せる見えない衝撃とぶつかりあって、空気の刃がはじけとんだ。

「兵長っ──」

　高圧力の異空間に突っ込んだようなあの見えない衝撃が襲おそう。左半身に強烈な違和感が食い込み、かろうじて見えていた左目の視界が消し飛ぶ。

　そのときだった。

　白っぽい淡い光をまとった黒髪の少女が、両手を広げてふわりと目の前に現れた。少女を境に退廃現象が左右に枝分かれして背後へと突き抜けていく。

　少女の姿はその一いつ瞬しゆんで搔かき消えた。
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　慣なれない手つきでかざしたサーベルの刃に、顎あごをほとんど垂直にあけて化け物が食らいついてきた。押し倒されながらユリウスは必死でサーベルを楯にして化け物の顎を受けとめる。異様に発達した上下の犬歯がサーベルの刃をぎりぎりと砕こうとする。馬乗りになった化け物の半開きの口の端から粘性の唾だ液えきがユリウスの頰に滴したたり落ちる。押された肩に鋭するどい爪つめが食い込んでくる。

　歯を食いしばり、渾こん身しんの力で化け物の腹を蹴けって突き放すと同時、サーベルの刃がぱきっと砕けた。たいまつの火がところどころで燃もえる暗くら闇やみの中、周囲でも兵士たちの怒号や悲鳴、銃声や剣けん戟げきの響ひびきが絶えることなく聞こえている。武官ではないユリウスも武器を持たざるを得なくなり、神官服はすでにコールタール状の血液でべっとりと濡ぬれて重く張りつく。

　ちらちらと瞬またたくオレンジ色の炎に照らされて、目の前に新たな化け物が現れた。瞼まぶたのない両目をぎょろりと回転させてこちらに目標を据え、その途端とたん四肢をバネのように伸ばして跳びかかってくる。

「くそっ」

　半ばやけくその覚悟でユリウスは刃が折れたサーベルを化け物の口に突っ込んだ。握りしめたサーベルの柄もろとも右腕の手首まで敵の喉のどの奥に突き刺さる。その状態のままユリウスの腕を食いちぎろうと化け物の顎あごが軋きしむ。腕を引き抜こうとするが犬歯が腕に食い込んで固定されたまま引き抜けない。

　身体からだのあちこちに細かい傷を負い、なんだかもうどこが痛いのかよくわからなかった。不ふ死し人にんが痛みを感じないとはこういうことなのだろうか、と頭の隅でふと思う。

　右腕が食いちぎられたら、あいつと同じだな、それも格好いいかもな……。なんていうことをだんだん朦もう朧ろうとしてきた意い識しきで考えたときだった。

　今にも腕を引きちぎろうと食い込んできた顎の力がふとゆるんだ。

　相あい対たいしていた化け物が動きをとめていた。

「……？」

　眉まゆをひそめるユリウスの目の前で、もともと腐りかけていた化け物の身体が急きゆう激げきに腐敗の進行をはやめ、皮ひ膚ふが、肉が蒸発するかのように干からびていく。脆もろくなった犬歯が根もとから折れ、ユリウスの右腕に歯の残ざん骸がいを突き刺したまま、ミイラと化した化け物の身体が足もとに崩れ落ちた。

　手て応ごたえがなくなったサーベルをまだ目の前に突きだしたまま、ユリウスはしばらくその格好で肩で荒い息をしながら、干からびた四肢を不自然に折り曲げて崩れ落ちた死体を見おろしていた。ようやく脱力してサーベルを降ろしながら呆ぼう然ぜんとして周囲を見まわす。他ほかの兵士が相手にしていた化け物も同様にミイラと化して一体、また一体と崩れ落ち、やり場を失った武器を構えたまま兵士たちが狐につままれたような顔をしている。あたかもそれは呪のろいの力で動いていたゾンビの親玉がどこかで倒されて、呪いが急に解けたかのようだった。

　崩れ落ちていく化け物たちに同調して周囲の景色も変化していた。空気が急速に腐敗していくかのように、周囲の壁かべや天てん井じように細かなひびが這はい、苔こけに侵しん蝕しよくされて風化していく。まるで朽くちた大たい樹じゆの根の一部になったかのごとく、化け物たちの死体がその現象に取り込まれていく。大樹の根と化した化け物たちの死体に取り囲まれ、網の目のように周囲を這う根と根のあいだに挟まれた格好で、ユリウスも兵士たちも啞あ然ぜんとするばかり。

　男たちの怒号と剣けん戟げきの響ひびきが充満していた周囲の騒さわぎが、ほんの数刻のあいだに拍子抜けするほどひどく静かになっていた。

　まだ呆然としながらも根にしがみついてユリウスは立ちあがり、周囲の状況を見まわした。

「全員無事か？　負傷者の確かく認にんを……」

　父親にかわって指示を出すと、兵士たちにも次第にさわさわと動きが戻る。「こちら、負傷者二名」「こちら一名。しかし挟まって抜けられません」などとほうぼうで報告があがる。

「シグリ卿きようはっ──」

　重要なことを思いだし、医務室としていた小部屋がある方向を振り返る。死体でできた朽ちた根っこが隙すき間まがないほどに張り巡らされ、視界をすっかり遮さえぎっている。根を搔かき分けて移動しようとしたが、むやみに根を折ろうとすると風化した壁かべや天てん井じようの崩ほう壊かいを促うながした。

「ユリウスさま、危険です」

「でも、シグリ卿きようが」

　シグリ・ロウが休んでいる医務室は上の階だ。父からシグリを頼むと言われた以上必ず守らないといけないのに、このままでは様よう子すを確たしかめに行くこともできない。ユリウスは歯は嚙がみをして拳こぶしを握りしめた。

　首都が瞬しゆん時じにして数十年、数百年の刻ときを経て朽くちてしまったかのような、この状況はいったいなんなのか。




〈ユーリ……〉




　かすかな声が耳に聞こえた。すぐ耳もとで囁ささやいているようでいて、そのくせ今にも消え入りそうな遠くか細い声。声が聞こえた気がした方向を振り返るが、厳いかつい格好の兵士たちが右往左往する姿が見えるのみ。




〈ユーリ……〉




　また聞こえた。頭に直接語りかけてくるような不ふ思し議ぎな響ひびきを持つ少女の声。

　ユーリ。ユリウスのことをこう呼ぶのは死んだ母親と、そして今ではたった一人の少女にしか心当たりはない。

「キーリ……？」

〈あの人……シグリ・ロウ、は、無事だよ。大丈夫……〉

　きょろきょろとあたりを見まわしたが、姿を探そうとするほどに遠ざかってしまうような不思議な場所から声は聞こえる。しかし聞き覚えのある少女の声に間違いはない。

〈聖堂の奥に閉じ込められて、出られなくなってる人たちがいるの。今、通れる道を教えるから、よく聞いて〉

「え？　う、うん……わかった」

　虚こ空くうから聞こえる少女の声に、それでもユリウスは真剣に耳を傾ける。うん、うん、と一人で頷うなずくユリウスに周囲の兵士が訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。少女の声が聖堂の奥へと抜けられるルートを教えた。どうやら総本山全体にこの朽ちた巨木の根のような現象が張り巡らされて、すっかり迷路と化しているようだ。

〈じゃあ、お願ねがいね……気をつけて……〉

　少女の声が消え入りそうになり、ユリウスは見えない相手に向かって慌てて声をあげた。

「キーリ！　キーリ、今どこにいるの？」




〈私は大丈夫……〉




　声が消える直前、目の前に少女の姿が見えたような気がした。淡くぼんやりとした光をまとった黒髪の少女。まるで宗教画に描かれた聖母のような微笑ほほえみを残して、その姿は光とともに虚こ空くうに消え入った。

「ユリウスさま？」

　虚空を見つめて一いつ時とき呆ぼう然ぜんと立ち尽くすユリウスに兵士が怪け訝げんな声をかけてくる。表情を引ひき締しめ、「いや……なんでもない。父さんが戻るまでここで待て。一小隊だけオレに協力してくれ。聖堂に取り残されている一般人がいる」戸惑いがちに指示に聞き入る兵士たちの顔をぐるりと見まわし、

「オレと一いつ緒しよに来てくれる者はいるか？　頼む、手伝って欲しい」

　真しん摯しに問うて、反応を待つ。ユリウス自身もわけがわかっていない、こんな混こん沌とんとした状況の中、さらに混乱を助長するようなこんな意味のわからない依頼では誰だれも積せつ極きよく的てきには名乗りでないのではないだろうか。

　そう思ったとき、しかし、

「ご一緒します」

　一人の兵士が名乗りでて一歩踏みだし、それに呼応するように兵士たちが口々に「お供します。ユリウスさま」と進みでてきた。あんまりたくさん名乗りでてきたのでちょっと多すぎるとユリウスはたじろいだあと、

「……ありがとう。感かん謝しやする」

　素直に礼を述べてぺこりと頭をさげた。
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　いったい何が起こったのか。全員が理解できずにしばらくのあいだ呆然として固まっていた。用具室の壁かべを這はう化石燃ねん料りようの配管がまるで水分が干からびたようにひしゃげて錆さびつき、壁や天てん井じようはひび割れて苔こけむし風化しつつある。

　周囲はすっかり静まり返り、風化した壁が剝はがれ落ちる音が時折りあちらこちらで聞こえるのみ。




〈外に出ても大丈夫です……〉




　ヨシウの耳にふいに声が響ひびいた。




〈すぐに助けが来ます。外に出ても大丈夫です……〉




　今にも消え入りそうな、それでいて凜りんとしていて心強い、そんな少女の声。あたりを見まわすが目につくのは老人や子供ばかりで声の主らしき少女の姿はない。

　啞あ然ぜんとしたまま、自然と声に引き寄せられてヨシウは立ちあがった。一人、また一人と周囲の人々も腰をあげる。自分たちで作った長なが椅い子すのバリケードもすっかり錆さびついて固まっていたが、男たちが協力してバリケードを壊こわしてどうにか大人おとな一人が通れるだけのスペースを作り、一人一人おそるおそる通路に出る。

　用具室を出た途端とたん、数百年後の世界にいきなり飛ばされてしまったかのような錯さつ覚かくに襲おそわれた。外の通路の壁かべや天てん井じようにもまた巨大な根や苔こけが一面に這はい、それらを切り開かないと前にも後ろにも進めない状況だった。

「おーい！　誰だれかいないのかあ」

　人々の中から声があがる。視界を覆おおう巨木の根の壁の向こう側に向かって、最初はおそるおそるだったが次第に「おーい、おーい」と複数の声が重なっていく。ナイフを持っていた者が先頭に立って巨木の根を切り開き、用具室に立てこもっていた老若男女二十人あまりの人々が、手に手を取ってその場を脱出しはじめる。ヨシウも老いた人々や女性に手を貸してバリケードの穴を越えるのを手伝った。バリケードの外で化け物に食われて怪け我がをした男もまた別の人間の手を借りてバリケードを越える。

　ほんの数時間前、他ほかの人間よりも自らの安全を選んだ人々が、仕方がないんだと目の前の現実から顔を背そむけていた人々が、今は憑つき物ものが落ちたかのように一人、一人と手を取りあい、それぞれ支えあい励ましあって、外への出口を目指して進みはじめた。通路全体に網の目のように張り巡らされた巨木の根を搔かき分け、乗り越える。元気な者が怪我人や女性や子供、老人に手を貸して、「おーい」とところどころで声を出して助けを呼びながら、その場の全員が助けあって先へと進む。

「……？」

　何な故ぜだろう、ふと意い識しきが通路の脇わきのほうへと引き寄せられた。手を貸していた老ろう婆ばを近くにいた他の者に託してヨシウは人々の流れを離はなれ、何かに導みちびかれるように根を搔き分けて足を進める。

　視界一面に張り巡らされた根をまたぎ、搔き分け、通路の脇に重い扉で閉ざされた小部屋を見つけた。扉はひどく錆びついていたが、押してみると簡かん単たんに蝶ちよう番つがいが壊こわれた。音を立てて扉が倒れ、部屋の中で埃ほこりが舞まう。

　埃が落ち着く頃ころ、油絵の濃こい古い匂においが鼻を突いた。

　絵画の収蔵庫だった。薄うす暗ぐらい小部屋の中もまた通路と同様に錆さびと苔に覆おおい尽くされ、壁かべ際ぎわに立てかけられた価値ある絵画の多くは退色して風化していたが、かろうじて原形をとどめている絵画も何枚か残っていた。

「あ……あぁ……」

　眼前に見えた光景に、ヨシウの口から喘あえぎ声ごえが漏れた。

　がくりとその場に神官服の膝ひざをつく。

　床ゆかを覆おおう巨木の根の一部と化して、そこに彼女が横たわっていた。

　まるで少女がひととき眠っているかのような穏おだやかな寝顔もゆるやかに波打つ短い金髪もまた巨木の根の一部と化し、周囲の価値ある絵画などよりもそれはよほど美しい、巨木の中に彫られた精巧な彫刻のようだった。最高の芸術家の手による天使の彫刻そのものだった。

　崩れた膝にぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。

　ああ、涙を流したのなんて何年ぶりだろうかとヨシウは思う。

　それはあまりにも悲しく、そしてあまりにも美しい、彼の天使の最期の姿だった。まるで彼女の美しさを未み来らい永えい劫ごう損なうことがないよう、神に類する誰だれかの意思が働いたかのような、永遠に変わることのない彼の天使の姿だった。

「……おーい。誰かいるか。返事をしろ……」

　遠くで声が聞こえてきた。

「ここだあ。助けてくれえ」

　それに応じる人々の声。助けが来たのだろうか、がちゃがちゃした装甲板の足音と男たちのざわめきが近づいてくる。

　聖堂の奥に逃げ込んだ一般信者のほとんどが、この日の数時間のうちに、この不ふ可か思し議ぎな神がかった迷路から無事救出された。その中に金髪の彼女の姿はなく、そして最高に美しい彫刻のような彼女の姿が永遠に、聖堂の奥に密ひそかに残されたことを知る者は、ヨシウを含めてわずかしかいない。

　その日、聖母に導みちびかれる声を聞いたと証言する者がヨシウの他ほかにも多くいた。聖母の姿を見たという証言もわずかながらあった。それは長い黒髪に印象的な深い色の瞳ひとみをした、控えめな微笑をたたえた白く輝かがやく少女の姿であったという。
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　階下の騒さわぎが急に静かになったことを怪け訝げんに思い、右肩を押さえてシグリは寝台の上で身を起こした。壁かべにすがりながら若干頼りない足取りで戸口まで移動し、すっかり苔こけむした小部屋の扉を半ば無む理り矢や理りにこじあける。

「これはいったい……」

　小部屋の外には一面に朽くちた巨木の根のようなものが張り巡らされて、戸口から一歩も外に出られない状態だった。




〈お父さん……〉




　呼ぶ声が聞こえた。はっとしてシグリは周囲を見まわす。




〈こっちです。出られるところまで案内します〉




　白っぽい光をまとったスカートの裾すそが、行く手を遮さえぎる根の向こうにひらりと見えた。見ると床ゆかの近くにどうにかくぐれそうな空洞がある。

〈こっちです〉

　繰くり返して呼ぶ声に引き寄せられて身をかがめ、根で囲われたトンネルをくぐって導みちびく声のあとに続いた。トンネルの入り口をくぐるとアーチ形にくりぬかれた狭い道が前方に延びていた。光をまとった少女の姿がその先に消える。

「ま、待ってくれっ……」

　右肩をかばいながら四よつん這ばいでトンネルに潜もぐり込む。枯れた植物の内部に入り込んだかのようなそのトンネルの道は左右にうねり、時折り枝分かれや行きどまりにぶつかり、そのたびに少女の姿がちらりと見えて道を教える。シグリは何かに憑つかれたように一心にそのあとを追って道を這った。

　だいぶ進んだ頃ころ、苔こけに侵しん蝕しよくされて半ば埋もれた鉄の扉が行く手を遮った。左右を見まわしていると、

〈こっちです〉

　扉の向こうからかすかな声が促うながす。怪け我がをしていないほうの肩を扉に押しつけ、力を込めて押す。錆さびた扉の蝶ちよう番つがいがはずれ、扉と一いつ緒しよに向こう側に倒れ込んだ。

　扉の向こうにはさらに根に囲われたトンネルの道が続いていたが、ずっと先のほうがうっすらと明るくなっているのが見えた。夜があけはじめたのか、ブルーグレイの夜空の色が薄うすく砂色を帯びて白みはじめている。

〈まっすぐ行けば出られます。ユリウスのお父さんにも伝えてあるので、すぐに助けが来ると思います〉

　再びどこかで声が聞こえた。這いつくばったままシグリは頭をもたげ、自分の頭上をまっすぐに見あげる。

　その場所に、今にも消え入りそうな淡い存在感の少女がふわりと漂っていた。

　自分でも意外なことにシグリはさほど驚おどろかなかった。セツリの血を引く少女に不ふ思し議ぎな力があることを、むしろ自然と受け入れていた。母親そっくりの印象深い黒い瞳ひとみがこちらを見おろしている。掠かすれた声でシグリは彼女に……一人娘に語りかけた。

「私を、助けに来てくれたのか……」

　凜りんとした静かな瞳ひとみでこちらを見おろし、少し硬い、突き放すような声で少女が答える。

〈あなたにはまだ、やらないといけないことがあります。あなたの地位にともなう責任があります。あなたは自ら望んでその地位を手に入れたんだから……〉

「さっき、お父さんと呼んでくれたな……」

　シグリの言葉に、どことなく戸惑いがちに少女が小首をかしげる。少し悲しそうな顔で、呟つぶやく。

〈あなたはもう、十分に自分に罪を科してきました。あの人たちと同じように、十分に苦しんできました……〉

　それから少女は淡く、本当に淡くだけれど、シグリに対してはじめて笑えみを見せた。

〈でも、あなたの本当の仕事はこれからでしょう。これからまだ、大きな仕事が残っているでしょう……？〉

「……そうだな。忙しくなりそうだ」

　微笑ほほえむ少女にシグリも笑みを返す。少女の姿がきらきらと瞬またたく光を帯び、張り巡らされた巨木の根を突き抜けて上空へと昇っていく。光が消えてもシグリはまだしばらく頭をもたげてその方向を見送っていた。

（セツリ、娘は、本当にお前そっくりに育ったな……）

　かつて本当に愛した妻に、しかし許してもらうことなどかなわぬ罪を犯して突き放してしまった妻に面おも影かげを重ねる。

「さて、行かなくては……」

　首都は未いまだ混乱のさ中、これからまだ長老としての大きな仕事がある。あのときの罪を償つぐなうことが永遠にできないとしても、自ら望んで選んだ道を、責任を持って自分は進もう。

　前方に射さす光に向かって、シグリは前を見据えてトンネルの道を進みはじめた。
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　周囲が淡い光に包まれていた。ふわふわと浮かぶような足取りで、自分が今どうなっているのかわからなかったけれどキーリは不ふ思し議ぎと迷うことなく光の中を歩いていた。

　光を見失ってうずくまっている人々、道に迷って立ちどまっている人々に、うっすらとだけれど確たしかにキーリには見える光の道を示して歩いた。キーリが話しかけると人々は最初ひどく驚おどろき、怪け訝げんな顔をする。しかしやがて光を見つけてそこに向かって進みはじめる。それを見届けるとキーリはまた別の迷っている人々のところへ行き、光の道しるべを示す。

　今までに自分がもらってきたたくさんの幸せを、今度は自分が他ほかのみんなに分けてあげられますように……。ユリウスみたいに立派な志なんか持っていない、ハーヴェイみたいにお人ひと好よしじゃない、ベアトリクスみたいに強くもない。でもきっと、キーリにも誰だれかのためにできることがあるはずだった。今まで意地を張ってきたぶん、優やさしい人間になれますように。私も誰かを幸せにできる人間になれますように。漠然としたその思いだけで、キーリは困っている人々を助けて歩いた。

　そうしてキーリは首都中をふわふわと歩いてまわった。たくさん歩いてたくさんの人に語りかけた気がするけれど、疲れはなかった。身体からだが軽く不ふ思し議ぎな解放感がある。

（死んじゃったのかな、私……）

　とぼんやりと考えた。

　宙にかけられた見えない階段を一段ずつ、高く高く空へと昇っていく。このまま天に昇ってしまうのだろうか。それくらい高くまで昇って、そこでキーリは見えない階段に立つ自分の足もとを見おろした。

　遠く眼下に首都の総本山の景色が広がっている。それは静せい謐ひつな、まるで赤茶色の絵の具で精細に描かれた一つの絵画のような、動くもののない静止した風景だった。

　総本山は巨大な根が張り巡らされた朽くちた大たい樹じゆの森と化していた。峡きよう谷こくで見たあのラジオ塔の風景とは比べものにならないほどの規模の、赤あか錆さびに覆おおい尽くされた幾本もの大樹。

　総本山の中央にそびえる動力塔を中心として、大樹がその巨大な根っこを四方に長く這はわせるように、赤錆色の風景が放射状に広がっている。都市全体を常に満たしていた化石燃ねん料りようのボイラー音もとまり、上空に厚くけぶっていた灰色のスモッグもいつしか晴れて、音のない澄すみきった空気が都市全体に浸透しつつあった。赤錆色に彩いろどられたその風景は、まるで世界の終わりの夕暮れを表しているかのようだった。都市を包み込んでいたすべてのものが朽ちて無に帰したような光景だった。

　スモッグを含まない山脈からの澄んだ風が都市に吹く。青灰色の夜空が山脈に沿って早朝の薄うすい砂色に白みはじめ、山脈の隙すき間まから朝あさ陽ひが淡く射さしはじめる。

　一度無に帰したすべてのものがここからあらためて生まれてくるかのような、それは世界のはじまりだった。世界の終わりがはじまりへと移り変わる、その瞬しゆん間かんにキーリは立ちあっているのだと思った。

　終わりからはじまりへと繫つながるその儀ぎ式しきは、見つめるキーリの遥はるか眼下で音もなく粛しゆく然ぜんと行われていく。

　赤錆色の根に覆い尽くされた総本山から人々が少しずつ這いだしてきた。呆ほうけた顔で周囲を見まわす人、座り込んで安あん堵どの息をつく人、眩まぶしそうに朝陽に手をかざす人。それはあたかも大樹の中から新たに生まれてきた赤あか子ごたちのようだった。

　キーリの意い識しきは根が張り巡らされた首都の内部へと移っていく。大樹の奥にまだ閉じ込められている人の気配けはいがした。根に囲われたトンネルの中をキーリの意識は縫ぬう。

　何かを捜して首都の内部をふらふらとさまよっている赤毛の青年がいた。ぼろぼろの身体からだを引きずって、足もとを這はう根に躓つまずいてときどき転びながら。




〈あなたは帰らなくちゃ〉




　少女の声が聞こえた。いつの間にかキーリの隣となりにあの少女の霊れいが浮かんでいた。自分となんとなく似ている、白いスリップドレスのあの女の子がこちらに向かって微笑ほほえんでいる。




〈あの人が捜してるよ。あなたはまだ、下に帰らなくちゃ〉




　白い少女に手を引かれ、キーリは再び見えない階段を今度は地上に向かって降りていく。

　錆さびついた配管と瓦が礫れきと化した壁かべで組みあわされたトンネルの下に倒れている自分の姿を見つけた。少女が背中を押して促うながす。急速に身体へと引っ張られる力を感じながらキーリは少女を振り返った。宙に浮かんだ少女の姿が上空に向かって離はなれていく。

「あなたは……」

　最後に少女に呼びかける。

「私の、いちばん最初の、見えない友だち……だったんだね」

　淡い微笑みを浮かべた少女の姿が、声が遠くなっていく。




〈そうだよ、古いともだち。あたしに最初に笑いかけてくれた、小さなともだち……〉




　そうして少女の声も姿も、周囲の景色も、すべてが白くやわらかな光に呑のみ込まれた。







「う……ん……」

　身体のあちこちがちくちくと細かく痛んだ。うっすらと瞼まぶたをあげて何度か目をしばたたかせると、ぼんやりしていた視界が次第にはっきりしてくる。配管と瓦礫に囲われた薄うす暗ぐらい空間にキーリは閉じ込められていた。ゆっくりと身体を起こすと、積つもった細かい瓦礫が肩から滑り落ちた。「痛たた……」肩を押さえながら自分の身体を見まわす。擦すり傷きずをたくさんこしらえていたがたいした怪け我がはしていないようだった。

　がこんっ……。

　外側から瓦礫がどかされ、わずかな光が漏れてきた。

「キーリ──」

　掠かすれた声が自分の名を呼ぶ。淡い逆光になってよく見えないが、瓦礫の隙すき間まから誰だれかが顔を覗のぞかせた。見えなくても声ですぐにわかる。少し掠かすれた、投げやり気味のいつもの口く調ちよう、喉のどのところで少しごろつく低めの声。きっと今、ちょっと泣きそうな顔をしているのもわかる。

　キーリは微笑ほほえんで、喉に張りつく声を絞りだした。

「ただいま……」

　差しのべられた手を握る。大きな手のひらとごつごつした長い指、でもひどく華きや奢しやで簡かん単たんに折れてしまいそうな、大好きな彼の手を。




　　　[image: ]




　巨木の根っこで閉ざされたトンネルの中を迷いながらしばらく進み、壁かべのわずかな隙すき間まからようやく脱出すると、岩の匂においを含んだ冷気が停滞する暗い空間に出た。山脈の裂け目のようだった。切り立った岩肌の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが視界を狭く遮さえぎっている。下方は谷底へと続くであろう見通しのきかない深い闇やみ、上方を振り仰いでもほんのかすかな細い光が遥はるか頭上に射さしているのが見えるのみ。

　岩壁に沿って張りだした心ばかりの岩棚に降り立つと、錆さびついてほとんど風化した細い線せん路ろが延びていた。

「トロッコの道……？」

　前後に延びる線路を見まわしてキーリは呟つぶやいた。周囲の壁に手を這はわせて様よう子すを探っていたハーヴェイが頷うなずいて、「昔、動力塔に資源を運んでた道みたいだな。だいぶ古い……首都ができるより前かもしれない」しゃがんでレールに手を這わせ、錆さびの感触を確かく認にんして言う。ラジオも同意するノイズを漏らす。

「首都ができる前の道……」

　キーリは再び自分の胸もとに収まっているラジオを抱きしめた。

「進んでみよう。どっかに出られるかもしれない」

　ハーヴェイが先頭に立ち、岩棚の一方に切り立つ岩壁に手を這わせながらレールが敷しかれた道を進みはじめる。足もとのトロッコの線路は確たしかにひどく風化していてところどころ途と切ぎれており、放置されたきり相当長いあいだ整せい備びされた形跡がなかった。

　二人ともだいぶふらふらのぼろぼろで、時折り岩がひび割れて段差になっていたりする道を手を取って助けあいながら進んだ。大陸北部のきんと芯しんから凍りつく冷気が岩壁に挟まれて停滞し、痛いほどに肌を刺す。岩棚の段差を渡るときに繫つないでくれるハーヴェイの手の体温だけがキーリの冷えきった手をときどき温めた。

　歩きはじめてどれくらいたっただろうか。何時間もたったような気がするが、もしかしたら数十分程度かもしれない。とにかく感覚的にはずいぶんと歩いて、手足はすっかりかじかんで疲れきり、感覚が薄うすれるほどに芯から身体からだが凍えてきていた。

　前を歩くハーヴェイがふと足をとめた。背中に軽く顔面をぶつけつつハーヴェイの腕越しに見ると、崩れた岩棚の端っこをハーヴェイが靴の底で探って確かく認にんし、振り返らないまま訊きいてくる。

「キーリ、向こう側見える？」

　問われてキーリは途と切ぎれた岩棚の道の向こう側に目を凝こらし、

「見えるよ」

「どれくらい？」

「二メートルくらい……かな」

「オーケイ」

　答えてハーヴェイは軽く一歩の助走で向こう側に跳び移り、少しよろめいたがほぼ危なげなく着地した。振り返ってキーリに手振りで合図する。キーリも思いきって岩棚の端を蹴けって跳び、向こう側でハーヴェイに抱きとめられた。

「お前また重くなった？」

　キーリを下に降ろしながらハーヴェイがからかい口く調ちようでそんなことを言うので、

「またって何ぃ」

　キーリが口をとがらせるとハーヴェイは軽く笑って……なんだか普段ふだんの無表情の仮面が剝はがれ落ちたみたいに素直に笑って、それからすとんとその場に腰を降ろした。

「少し休むか」

「ん……」

　すっかり歩き疲れていたのでキーリも同意して、二人で岩がん壁ぺき沿いに座り込み、並んで岩壁に背中を預けて休きゆう憩けいする。

　レールが敷しかれた岩棚の道はゆるやかに曲がったり上下の傾斜を繰くり返しながら同じような景色のままただ視界の先まで続いているだけで、出口の光は未いまだかけらも見えてこない。ユリウスたちが脱出しているはずの場所に戻って無事を知らせたいが、この谷からどこか地上に抜けないことには首都に戻ることもできない。とはいえ運良く谷を抜けられたとして、首都からどれくらい遠ざかっているのだろうか。

　ざざ…………ぴ──……

　膝ひざに置いたラジオのスピーカーがかすかなノイズを漏らす。

「……頑張れって、もう少し歩けって、言ってるよ」

　座った途と端たんひどく疲れが訪れて、少しぼんやりしながらキーリは呟つぶやく。あれ？と自分自身に驚おどろいた。「不ふ思し議ぎ……今、兵長が言ったこと、わかったよ……」今、兵長の声がキーリにも聞こえた。聞こうとしていないから聞こえないんだとハーヴェイが言っていた。今まで頑かたくなに現実を拒絶していたから、素直になれなかったから、きっと聞こえなかったのだ。でも今は聞こえる。

　兵長のノイズの声が、ハーヴェイにはずっとこんなふうに聞こえていたんだ。わかっていたんだ。俺おれはまだ大丈夫だ、俺はまだここにいるって、ずっと言ってた。二人のことをずっと応援していた。頑張れってずっと言ってた。二人の保ほ護ご者しやは、今までも今も、ずっと二人のそばにいたのだ。

「キーリ、寒い？」

「ん。少し」

　ラジオを抱きしめるように膝ひざを抱えて身を縮ちぢめると、「おいで」とハーヴェイが自分のすぐ隣となりをぽんと叩たたいた。ハーヴェイにくっついて、神官服の長衣を二人で被かぶる。こうしていると少しは暖かくなる。周囲はひどく寒くて、岩がん壁ぺきのところどころには霜しもが降りた苔こけが見え隠れしていた。手足の先やほっぺたが痺しびれてあまり感覚がない。

　寒かったし二人とも疲れきっていたし傷だらけだったけれど、なんだかここは静かで、いるのはキーリとハーヴェイと兵長だけで、こうしてまた三人だけに戻って、こんなマイペースな徒歩の旅をしているのが不ふ思し議ぎと少し楽しかった。もしかしたら出口なんてどこにもないかもしれない。世界の終点に向かって歩いているのかもしれないという気がしたけれど、それでもいいような気がしたし、あまり気にならなかった。漠然とした幸福感が心を満たしている。世界の終点というのは幸せな場所なのかもしれない。

　隣に座るハーヴェイの肩にそっと頭を預けてみる。

「ここは、イースタベリの廃坑と同じ匂においがする……。囚人たちが資源を運んで、たくさんたくさんこの道を通ったんだね……」

「そうだな」

　ポケットから出した煙草たばこをくわえながら隣で頷うなずく声が心地ここちよく耳に沁しみる。うとうとと眠たくなってきてキーリは軽く目を閉じる。何か喋しやべっていないと眠ってしまいそうで、頭の隅で話題を探す。

「イースタベリに、帰れるかな……」

「帰れるよ」

　気軽に請うけあうハーヴェイの声。ポケットの中からライターを探しながら、明日の朝ご飯の話でもするみたいな軽い口く調ちようでハーヴェイは続ける。「まずは掃除だな。あの家、だいぶ錆さびてるし埃ほこりも積つもってるだろ。ガラスもないし、あちこち修理しないと住めないな。壁かべも塗りなおして、家具揃そろえて……」

「うん、うん。ベッドとかテーブルとか、キッチンの道具とかね」

　乗換駅の家に住む計画のことを場違いなくらい気軽に話しはじめるハーヴェイにキーリも乗ってみる。帰れないかもしれないからこそ、実現しないかもしれないからこそ、楽しい未来を想像してみる。今なら想像を膨ふくらませることができた。いくらでもたくさんたくさん、楽しい未来を思い浮かべることができた。

「私は二階のバルコニーに鉢植えを置いて、ハーブを育てるの。それでね、ハーブ屋さんをやって生活するんだ」

「生活費なんてカードで稼かせげばいいだろ」

「駄だ目めだよう、それじゃ」夢のないことを言って水を差すハーヴェイにキーリはぷうと頰ほおを膨らませ、「お店をやるのが夢なの。お店をやって自分でお金を稼ぐんだよ。少しずつでも、生活していけるだけでいいの。賭かけごとで稼ぐんじゃないのう」

「わかったわかった。お前が好きなようにしていいよ」

　一いつ生しよう懸けん命めい主張するキーリにハーヴェイが笑って言った。ラジオもノイズを立てて笑った。

「お店にはロックを流すの。あんまり激しくない、軽快でやわらかいやつがいいな。兵長、選曲してね？　兵長の場所はお店のカウンターの上。私はお店番で……」

　話していると瞼まぶたの裏に本当にそんな風景が浮かんでくる。お客さんがいないときには音楽のボリュームをあげて鼻歌を口ずさみながら苗木の手入れをしよう。ドライフラワーや造花を作ったりしてもいい。ヤナが作ってくれたリースみたいなのをお店の商品に加えるのも楽しいかも。あれから教区境のバーには連絡をとっていないけれど、全部が終わったら、また手紙を書いてみようと思った。マスターとヤナが仲良く暮らしていればいい。

　それからハーヴェイは、ハーヴェイは……。ハーヴェイがお店を手伝うのは、ちょっと想像できないなあ。物語を紡つむぐみたいに楽しい未来の想像はどんどん膨らむけれど、頭がぼんやりとしてうまく口がまわらなくなってくる。もっともっとたくさん喋しやべりたかったけど、言葉が引っかかり気味になる。

　こくり、こくりと首が傾いて、列車の振動に揺られているような心地ここちよい気分だった。瞼の裏で想像する。今、キーリたちはイースタベリのあの乗換駅へ向かう列車に乗っている。三人でときどきお喋りをしたりぼんやりしたりして、駅に着いてからの新しい生活について考えながら、私たちの最後の旅をしているところ。ハーヴェイはいつもどおり窓まど際ぎわの席に座って会話に適当に参加したり参加しなかったりしながら煙草たばこをくわえる。ポケットから出したのはライターじゃなくてチョコレート・バーで。

　チョコレート・バー？

　ふと現実に返って目をあけた。岩がん壁ぺき沿ぞいに並んで座るハーヴェイが普通にライターを持つような仕し草ぐさで煙草に火をつけようとしてから、手に持ったチョコレート・バーを見おろして瞬まばたきをした。

　ハーヴェイとチョコレート。これ以上なく似合わない組みあわせにキーリはつい吹きだしてしまった。ライターのかわりにポケットから出てきたチョコレート・バーを半はん眼がんで睨にらみおろしてハーヴェイがビターチョコレートみたいな苦々しい顔をする。

「なんでそんなの持ってるの？」

「……ユリウスの、乳う母ばのおばさんに入れられたんだよ。チョコレートは疲れに効くんですよ。元気のもとなんです。お薬がわりにお持ちになってくださいね。とかなんとか言って、無む理り矢や理り」とハーヴェイは口をとがらせて、それから「やる」とチョコレート・バーをぶっきらぼうにキーリのほうに突きつけた。

　押しつけられたチョコレート・バーをキーリはありがたくもらうことにする。お腹なかも減っていたし、体温も少しはあがるのではないかと思った。

「半分こ、する？　……あ、そっか。ハーヴェイ、チョコ嫌いなんだっけ」

「別に嫌いじゃないよ」

　かじかんだ手でチョコレート・バーを半分に折ろうとしてキーリはぴたりと手をとめた。あらためてポケットに手を突っ込んで今度こそライターを探しながら頭半分で答えたハーヴェイが途端とたんにしまったという顔になる。

　そんなハーヴェイの顔をキーリはじっとりと横目で睨にらんで、

「チョコ、嫌いって言ったよね？」

「言ったっけ？」

　白々しいとぼけ方をして明後日あさつてのほうを向くハーヴェイに執念深く「言ったよね？　そうやって約束またはぐらかしたよね？」

「お、お前、しつこい……」

「しつこくなーいっ」

　身を乗りだしてハーヴェイの視界に割り込もうとして、かじかんだ足の先がレールの上で滑すべった。

「ひゃ」

　岩棚の端を踏みはずし、つんのめって膝ひざと顔面をレールに打ちつけた。

「キーリっ？」

　ハーヴェイが途端に顔色を変えて周囲に手を這はわせる。近くに差しのべられたハーヴェイの手にしがみついてキーリは身を起こし、すっかりかじかんでいるうえに打ってしまってひりひりする顔を押さえつつ、情けない声でぼやいた。「チョコ、落っことしちゃった……」転んだ拍子に手放してしまったチョコレート・バーがころころと谷底へと転がり落ちていく。とはいえ下へ手たしたら自分が転がり落ちるところだったので、顔と膝を打った程度で事なきを得て幸いだった。

「お前なー……」

　蒼そう白はくな顔でハーヴェイはしばらく固まっていたあと、はーっと脱力して肩を落とした。

「どこ打った？」

　キーリの顔のあちこちにぺたぺたと手を触れる。すぐそばに向かいあって座っているにもかかわらず、その仕し草ぐさはおそるおそるの手探り状態という感じだった。

「ハーヴェイ……」

　唇に触れたハーヴェイの指を握り、正面からまっすぐハーヴェイの顔を見あげる。声が少し震ふるえた。

「もう、あんまり見えてないんだ……ね……」

「……」

　少しのあいだ無表情にこちらを見つめ返して、それからハーヴェイは軽く笑った。赤しやく銅どう色いろの右目と暗あん褐かつ色しよくの左目が目の前でぼんやりとした焦点を結ぶ。

　顔を寄せてやわらかい低い声で、

「見えてるよ。キーリの顔は」

　囁ささやく声と、少し乾いた薄うすい唇がキーリの唇に触れた。

　ふう、と温かい吐息が口の中に入ってきた。

　……それから、もしかしたらほんの一秒くらい、でも永遠に思える一いつ瞬しゆんのあいだ、キーリは目を丸くして至近距きよ離りで軽く目を閉じたハーヴェイの顔を凝ぎよう視ししていた。二人の顎あごの真下からラジオが何やっとるんだお前らはみたいなノイズをがりがり出していたがハーヴェイは気にしたふうもなく、かちんこちんになったキーリの耳には届かない。

　触れていた唇が離はなれた。キーリはかっちり正座の格好で両の拳こぶしを両りよう膝ひざに置いて息までとめて固まっていた。ハーヴェイの体温が残る吐息がまだ口の中にある。顔を離してハーヴェイが冗じよう談だんっぽく、

「チョコのかわり。あったまった？」

　なんてことを言い、飄ひよう々ひようと視し線せんを逸そらしてあらためてポケットの中から見つけたライターで煙草たばこに火をつけはじめた。

　お前ら人が喋しやべれないのをいいことに俺おれの目が黒いうちはそんな破は廉れん恥ちなことはさせねえって言っただろうがとまだぎゃんぎゃんとノイズを出しているラジオの上に、キーリは呆ほうけた視線を虚こ空くうに泳がせたままほとんど無む意い識しきにスカートの裾すそを被かぶせた。ラジオの文句のノイズがペチコートの下からばふんばふんとこもって聞こえる。

　一拍おいてから、どかんと体温が上昇するのを感じた。あったまったどころか顔から火が噴ふきだしそうだった。吐息を飲み込むのがもったいなくてまだしばらく息をとめたまま固まっていて、いい加減苦しくなってきたのでようやくごくりと息を飲んだらほんのりと煙草の匂においがするハーヴェイの吐息が身体からだの中に入ってきたのを実感してますます体温が上昇。

「あ、う、あ……ず、ずるい。いま、ふいうちっ、こころのじゅんびっ」

　頭の中でぐちゃぐちゃに単語が入り乱れてぶつ切れに口走りながら馬ば鹿かみたいに口をぱくぱくさせる。

「ずるいって……約束守ってもそう言われるのかよ……」

　煙草をふかしつつハーヴェイが片方の頰ほおを引きつらせる。キーリは不満いっぱいに頰を膨ふくらませ、「も、もういっか……い、ちゃんと……」最後のほうは声が消え入りつつ上うわ目め遣づかいにハーヴェイのほうを見る。ハーヴェイがちらりと横目でこっちを見たので「な、なな、なんでもない……」と真まっ赤かになって俯うつむいた。正座したキーリのスカートの中ではラジオがまだもごもご何か言っている。

　ふわり……、温ぬくもりと一いつ緒しよに神官服の上着が視界を遮さえぎった。岩がん壁ぺきに背中をつけたキーリの頭の横に、ハーヴェイが覆おおい被かぶさるように煙草たばこを指に挟んだ左手をつく。挙きよ動どう不ふ審しんっぽく顔をあげたキーリの唇にもう一度、今度はゆっくりと唇が触れた。

　目を閉じて、

　一秒。二秒。三秒くらい。

　お互いにお互いの感触を、存在を確たしかめるように。

　唇が離れる。閉じていた目をあけるとハーヴェイはもうどこだか明後日あさつてのほうを向いて煙草をふかしている。それからちらりとこっちに横目をよこして、どことなく少年っぽい、邪気のない照れ笑いを浮かべた。

　飲み込んだ吐息と煙草の匂においが、彼の笑顔えがおのように優やさしくせつなく胸に沁しみた。嬉うれしいのに、何よりも嬉しいのに、何よりも胸が痛くて涙がこみあげてくる。

　……ハーヴェイの中で、そのとききっと、心にずっと引っかかっていた何かが終わったのだと思った。彼の世界の終わりはこんなにも優しくて温かくて、そしてこんなにも痛くてせつない。
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　スカートの中でノイズ混じりのこもった音楽が聞こえはじめた。耳に馴な染じんだミディアムテンポのロックの音色がかすかに聞き取れる。これが世界の終わりの音楽なのだろうか……今までの旅路で常にキーリたちのそばにあった音楽。この音楽と一いつ緒しよに世界の終わりに行けるのなら、それでもいいかもしれないと思う。

「キーリ」

　音楽にまぎれてハーヴェイが呼ぶ声が聞こえた。ラジオの音楽とハーヴェイの声を聞きながら世界の終わりに行けるなんて幸せだ。もう思い残すことなんて……。

「キーリ。おい」

　肩を揺さぶられてキーリはいつの間にか閉じかけていた瞼まぶたをあげた。ハーヴェイが腰を浮かせて周囲を見まわしている。

「電波……拾ってるんだ、兵長……」

　その声にキーリは驚おどろいてスカートをめくりあげ、ペチコートの下に覆おおい隠していたラジオを引っ張りだした。ノイズがひどくて途と切ぎれ途と切ぎれの、しかし確かな弦楽器の音色がスピーカーから漏れている。

「どこから……？」

　トロッコの線せん路ろが延びる岩棚の先に目を凝こらす。仄ほの闇やみに閉ざされた岩がん壁ぺきが左右に切り立っているのが見えるのみ。

「立てるか」

「うん」

　ハーヴェイに腕を取られ、キーリはラジオを首にかけなおしてかじかんだ手足で頑張って立ちあがった。二人で手を繫つなぎ、音楽に導みちびかれるように岩棚の道を再び進みはじめる。長く長くゆるやかに続いていた岩棚の道が次第に急な上り坂になっていた。一歩ずつ懸けん命めいに足を動かして上り坂を進む。

　やがてトロッコの線路が途切れる場所に着いた。化石資源を昇降するものと思おぼしき簡かん易いリフトは壊こわれていたが、どうにか登れそうな岩の突起が上に向かって続いていた。ハーヴェイが手探りで岩場をひとつずつ登り、キーリに手を貸して引きあげる。最後の体力を振り絞って二人は岩壁を上へと登っていく。ラジオの歪ゆがんだスピーカーがかろうじて奏でる音楽が、少しずつだけれど確かく実じつにはっきりと聞こえてくる。

　切り立った断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきのてっぺんがようやく見えてきた。岩壁に挟まれた狭い空から薄うすい砂色の光が射さしている。最後の岩場をよじ登り、地上に這はいあがったところでハーヴェイに引き起こされて立ちあがる。

　靴の底が土を踏んだ。

「わあ……」

　白く濁にごった吐息が澄すんだ冷気にすぐに溶ける。

　手を繫つないだまま二人はその場に立ち尽くし、眼前に広がる景色を言葉もなく眺めた。

　砂色に薄うすく曇くもった極北の空の下、黒っぽい土の地面が視界の果てまでどこまでもどこまでも続いていた。凍った大地がところどころで淡い陽光を受けてきらきらと透きとおった光を反射している。

　泣きたくなるほどにそれは美しく、目め眩まいがしそうなほどに雄大な眺め。

「山脈の上に、こんな荒野があったなんて……」

　感動のあまり半ば涙声になりながらキーリは呟つぶやいた。

「ハーヴェイ、見える……？」

　隣となりに立つハーヴェイにおそるおそる訊きいてみる。ハーヴェイは目の前の景色を見据えたまま、ひとつ大きく、広大な凍土の空気を見るよりも全身で感じるように息を吸い、吐息とともに微笑ほほえんだ。

「ああ。わかるよ……」

　ラジオが拾う電波がはっきりと強くなっている。氷のきらめきに手をかざしながら周囲を見まわすと、遠く視界の先に背の高い鉄塔のようなものが見えた。二、三歩走り寄り、背伸びをしてそちらに目を凝こらす。

　あれは、移動ラジオ局……？　北西の峡きよう谷こくで出会ったものと同じ年代のものなのか、よく似た高い鉄塔を持つ大きな移動建造物の姿が凍土の向こうから近づいてくる。

「ハーヴェイ、助かったんだよ！」

　喜びいさんでキーリはラジオ局に向かって手を振った。凍土を削る車しや輪りんの音をがりがりと響ひびかせてラジオ局がこちらに近づいてくる。期待して待っていたが、ラジオ局はキーリたちが待つ少し前方を行き過ぎようとしている。「あ……」気づかなかったのだろうか……振っていた手を中途半端にあげた格好でキーリはその場に立ち尽くした。広大な凍土の真ん中であまりにも小さな二人をぽつんと残して、ラジオ局の鉄塔が再び小さくなっていく。ラジオが拾う電波が遠くなっていく。

「助けてくれると思ったのに……」

　手を降ろしながら落胆して俯うつむいたとき、

「キーリ」

　呟く声とともにハーヴェイがキーリの袖そでを引いた。

「音。戻ってくる」

　再び視し線せんをあげる。ラジオが拾う電波が少しずつ戻ってくる。一度は遠ざかった鉄塔が再び近づいてくるのが見える。

　その場で二人が待っていると、やがて縦じゆう列れつに並んだ大きな車輪で凍土を削って近づいてきた移動ラジオ局が少し離はなれたところに停とまった。側そく壁へきに長方形のハッチが開き、暗いハッチの中から人ひと影かげが現れる。キーリは知らずに一つ唾つばを飲み込んで待つ。

「遭そう難なん者しやか？」

　兵長の喋しやべり方に似た、どことなく戦前訛なまりのある野太い男の声。砂色のぼろの防寒服を着た中年の男がハッチから姿を見せた。

「誰だれ？　誰？」

　と、男の声に続いてもっと甲かん高だかい無邪気な声が聞こえる。男の後ろから防寒帽を被かぶった小さな男の子がひょこっと顔を覗のぞかせ、「すごい、下の世界の人だよ！」と目を輝かがやかせてはしゃいだ声をあげた。

　極北の凍土に住まう、ゲリラ局の周波数の音楽を流す彼ら民族との、それが出会いだった。

　世界はまだ終わっていなかった。

　世界の終点にはまだまだ広大な、溜ため息いきが漏れるほどに、泣きたくなるほどに広大なキーリたちが知らない世界が続いていた。

　もう少し、旅は終わらない──。
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　ピィッ。

　短い指笛が高い空に吸い込まれる。草を食はむクイたちの群れの上空をゆったりと飛んでいた一羽の鳥が、上空を一巡してから舞まい降りてきた。淡い砂色の翼つばさがばさりと風を切り、伸ばした左腕に片足でとまる。

「よーしよし、ペドリュフカ」

　革の手袋をはめた右手のひらを上に向けて掲げると、ペドリュフカは長いくちばしで手袋の上に載せた干し肉の欠片かけらをついばんだ。手袋はクイの革製で暖かく作られている。

　ペドリュフカなんて変な名前だ、とネルたちは言うけれど、彼は自分でつけたこの名前が気に入っていたし、ペドリュフカも気に入っているに違いなかった。たぶん。

「イシュル、イシュル！」

　呼ぶ声に振り返ると、そのネルが遺跡の壁かべの陰から顔を覗のぞかせて手招きしていた。四角い防寒帽を目ま深ぶかに被かぶったネルは十歳、イシュルよりも二つ年下。イシュルはもうすぐ十二歳。去年の誕たん生じよう日び、怪け我がをして群れから置いていかれた渡り鳥ペドリュフカを拾ってから一年になろうとしている。自分の責任でペドリュフカを飼ってもいいというのが、イシュルの去年の誕生日プレゼントになった。

「女の子が目を覚ましたよ」

　大事な秘密をこっそり打ちあけるみたいに目をきらきらさせて報告するネル。イシュルはちょっと呆あきれて肩をすくめた。久しぶりの外からのお客さんにネルは無邪気に心を躍おどらせているけれど、大人おとなたちが客人を歓迎していないのをイシュルは知っている。他よ所そ者ものは災いを招く。大人たちがよく言っていることだ。

「見にいこうよ、イシュル」

「オレはいいよ」

「行こうってば、ねえ」

　断ったもののネルは食いさがってイシュルの手を引く。しょうがないなとイシュルは溜ため息いきをついた。左腕を高く掲げ、

「ペドリュフカ。クイたちを見張ってて」

　砂色の翼つばさを羽ばたかせてペドリュフカがイシュルの腕から片足で飛びたち、空へと再び舞まいあがっていく。

　極北の凍土の地、果てなく続く淡い砂色の大空へと。







　クイは比較的小型の草食動物で、背中側の体毛は焦げ茶色でごわごわと硬く防寒用の毛皮に、腹側の毛はやわらかくて防寒着の中綿になる。乳も出るし肉にもなるし、内ない臓ぞうはソーセージにできるし、小型だけど力が強くて若いうちは荷物を曳ひく労働力にもなる。

　イシュルたちの民族はこの動物、クイを放牧しつつ、半年ごとくらいでわずかな牧草が生はえる遺跡を転々として生活していた。

　彼らが今暮らしている遺跡は戦争がはじまる前に造られた建物だと聞いている。ずっと昔に大きな戦争があったというのは、大人おとなたちや〈最初の人〉たちからほんの少し、表面的なことを伝え聞くだけなので、イシュルたちにとっては実感はないのだが。しかしイシュルは本が好きで、以前〝下界〟から訪れた旅人が置いていった本を読んだことがあり、ネルたちよりは多少は戦争について知っているつもりだった。

　遺跡は戦争が起こるよりももっと昔、悪いことをしてこの地に流された罪人を閉じ込めておく収容所だったとかで、入り組んだ通路に格子つきの小窓がついた素っ気ない部屋がたくさん並んでいる。古いながらも原形をとどめている内部の一部を住居とし、半ば崩れ落ちた外がい壁へきを柵がわりにしてクイたちを放牧していた。

　昨日、この遺跡から南に半日ほど下った荒野で拾われたという客人は、遺跡の中の一室、放牧場に面した窓がある部屋をあてがわれていた。南の荒野は〝下界〟に近いので滅多めつたなことでは近寄ることはないのだが、その日、〈最初の人〉たちが大きな磁じ場ばの揺らぎを感じ取り、ラジオ塔が様よう子すを見にいったのだった。二人の遭そう難なん者しやを拾ったのはその帰りのことだという。

　ネルに引っ張られて歩いていくと、部屋の戸口の脇わきにひょろっとした背の高い少年と小さな少女が座り込んでいた。

「遅いよ、イシュル、ネル」

　少年が顔をあげ、気弱そうな囁ささやき声ごえで呼ぶ。小さなリッタがぴょこんと立ちあがってこっちに駆けてくる。イシュルとネル、それに背は高いけど気が弱いパウルとその妹、小さな喋しやべらない女の子リッタ。先日生まれたばかりの赤ん坊を除いて、ここに住んでいる子供の、これが全員だった。

　みんながイシュルを先頭に押しやるようにして戸口の脇からそうっと部屋を覗のぞく。イシュルの背中越しに、背が高い順にパウル、ネル、リッタと腰をかがめて顔を出す。肩越しにイシュルはやれやれと首をすくめ、あらためて部屋の中を覗きみた。

　暖房が焚たかれた暖かい室内に、キルティングの掛け布団がかかったベッドが一つ。枕まくらもとに何やら古ぼけたラジオが置いてあり、枕まくらから頭をあげてベッドに半身を起こしているのは、イシュルよりもいくつか年上に見える女の子だった。二人の遭そう難なん者しやのうち女の子のほうは凍傷を起こしかけていたと聞いている。少し衰弱した感じで、白い頰ほおにあかぎれの痕あとが見える。イシュルが知っている女の人といえばチビのリッタと（リッタを女の人に入れていいのか疑問が残るけど）ここの大人おとなたち、つまりイシュルやらネルやらパウルやらのでっぷりと脂肪に包まれて力強くて声も太い母親たちだけなので、その線せんが細い感じの女の子はとても不ふ思し議ぎな感じで、とても綺き麗れいに見えた。

　女の子がやわらかい微笑ほほえみを向けて何か話しかけている、その視線の先、ベッドの端に一人の男が浅く腰かけていた。

　男の様相を目にしてイシュルは少々ぎょっとした。ネルたちが怯ひるんでわざわざイシュルを呼びにきたのもそれで納得がいった。

　錆さびたような赤みがかった髪の、背の高いその男はずいぶんと瘦やせていて、顔の片頰の皮ひ膚ふにはまるで鉄てつ錆さびに侵されたかのような爛ただれが張りつき、左手はぼろぼろ、右腕はなく、空っぽの袖を見たことがない奇妙な形の黒い服のポケットに突っ込んでいた。

　何よりの驚おどろきは、その雰囲気が〈最初の人〉たちととてもよく似ていることだった。

「あの人、〈最初の人〉たちの仲間なんだって」

　背後でネルが妙に自慢げに、ネルの大好きな情報屋ごっこみたいな感じで囁ささやく。「でも違うんだ、〈最初の人〉たちみたいに逃げてきたんじゃないんだよ。戦争を戦ったんだ……」崇すう敬けいにも似た囁きとともにネルがごくりと唾つばを飲む。

　戦争を戦った……。イシュルは自然と息を潜ひそめて男の姿を観かん察さつした。そんなふうに強そうな男には見えなかった。パウルだって背は高いし、喧けん嘩かだったらイシュルだってそこそこ強いのだ。特に棒術はここの大人の男とだってやりあえる（と思う）。すばしっこさならネルだって負けない。

　一いつ生しよう懸けん命めいな感じでいろいろと話しかけている女の子に対して、男のほうは紙かみ煙草たばこを吸いながらなんだか無反応に聞き流しているだけだった。病身の女の子に対してぶっきらぼうな奴やつだなと、女の子に少し見み惚とれてしまったこともあってイシュルは男のほうに不満を覚える。紙煙草をくわえる男の唇を女の子が何か言いたげにじっと見つめる。男のほうは「何？」というような顔。女の子は赤くなってぶんぶんと首を振り俯うつむいた。自分の唇に指先を触れてちらっと上うわ目め遣づかいに男を見ると、男のほうは何やら怯ひるんだように若干身を引いて視線を避さける。いったいなんのやりとりなのだろう。二人のあいだではコミュニケーションとして成立しているらしいそれはイシュルたちにはさっぱり解読できない。

　女の子がちょっと頰を膨ふくらませてベッドから身を乗りだし、男に詰め寄ろうとしてふらっと倒れた。「あっ」と子供たちはいっせいに声をあげそうになったがお互いに口を押さえあって声を飲み込み、さらに部屋の様よう子すを覗のぞきみる。

　男の表情が変わり、ベッドの上を手探りで、まるで彼女の姿が見つからないみたいに心こころ許もとなく手を這はわせる。彼女がその手の上に自分の手を重ねて何か囁ささやくと、男は心底安あん堵どしたふうに……それまでのぶっきらぼうな無表情とは違う、やわらかい笑えみをかすかに浮かべて、とても大事なものでも扱うみたいに彼女を抱き起こした。彼女も少し照れながら、安心して男に寄りかかる。

　ここにいるよ……。まるでそんなふうに伝えるみたいに、男の鼓動に耳をつける。

　子供たちはそれぞれの口を押さえあったままかちんこちんに固まって二人の様よう子すを凝ぎよう視ししていた。声は聞き取れないけれど、二人がお互いをどれだけ大切にしているか、それが伝わってくるような、なんだかそれは親と子供みたいでもあり、パウルとリッタみたいな兄妹のようでもあり、あるいはイシュルたちのまだ知らない、そのどれでもない固い絆きずなで結ばれた何かみたいでもあって。

「何をやってるんだい」

　と、背後から突然かけられた声にイシュルたちは文字どおり跳びあがった。

　革製のベストに厚手の繊せん維いのスカートを穿はいた恰かつ幅ぷくのいい女の人──ネルの母さんが、温かい湯気を立ちのぼらせる鍋なべを手にして子供たちを見おろしていた。おばさんの声を聞きつけて部屋の中の二人もこちらに気がつき戸口に顔を向ける。

「な、なんでもないよっ……」

　とネルが蒼あおくなって弁明するがおばさんに通用するはずがない。おばさんはネルだけじゃなく子供たち全員をまんべんなく睨ねめつけて、

「クイの見張りはどうしたんだい」

「やってるよ。逃げろ！」

　イシュルの号令で子供たちはいっせいにわあっと歓声をあげ、大柄なおばさんの脇わきをかいくぐって一目散に逃げだした。
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　大人おとなたちはあきらかに客人を歓迎していなかった。女の子のほうは軽い凍傷と衰弱で寝込み気味で、交替で親切に介抱はしているけれど、裏返して言えばそれは「はやく元気になって出ていって欲しい」という大人たちの心理の表れでもあった。

　大人たち、特に彼ら民族の長老に位置する〈最初の人〉たちは他よ所そ者ものを歓迎しない。〈最初の人〉たちは戦争の頃ころ、〝下界〟から逃げてきてずっと隠れ住んでいたから、〝下界〟と繫つながりが生じるような客人の来訪を好まないのだ。

　イシュルはいつか、もう少し大きくなったら〝下界〟に行って、自分たちの小さな閉へい鎖さされた社会よりもずっとずっとたくさんの人々がいるという〝下界〟の社会を見てみたいと思っているけれど、口に出したことはない。間違いなく怒られるし、下へ手たをしたら馬ば鹿かな行動に出ないよう見張られたりするかもしれない。

「ペドリュフカは〝下界〟を渡ってきたんだよな。どんなところ？」

　左腕にとまって右手の干し肉をついばんでいる片足の渡り鳥に訊きいてみる。ペドリュフカは肉をついばむ作業に没頭していて答えてくれることはない。

　大人おとなたちは畑や家畜の世話で忙しく、食事や暖房などの最低限の世話を女たちがしているのを除いて、客人に近づこうとする大人はあまりいなかった。ここでは男たちは少し遠くにあるわずかばかりの畑、女と子供たちは家畜のクイの世話をする。〈最初の人〉たちからおよそ百年間、そうやってイシュルたちの民族はこの極北の地に住み着いてきた。〈最初の人〉たちは遺跡の奥の部屋に閉じこもっていてめったに表に出てくることはなく、イシュルも何度かしか会ったことはない。

　あの客人の男──その〈最初の人〉たちの同族。大人たちはそうは呼ばないけれど、イシュルは本で読んで知っている。それはかつて〈戦争の悪あく魔ま〉と呼ばれていた……。

　彼らが訪れて二日目のこと。

　最初にその計画を思いついたのはネルで、いつものちょっとした悪ふざけだった。しかし実際に計画を詰めて実行を指揮したのはイシュルだったので、主犯はイシュルと言える。なんたってネルの思いつきは相変わらず穴だらけで、イシュルが手を加えないととても実行できるものではなかった。
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　計画は……といっても取りたてて特別なものではない。まずは男のほうが部屋をあけているあいだに、イシュルがペドリュフカを使って女の子の注意を引きつける。

「ペドリュフカ、行け」

　囁ささやいて左腕を前に伸ばすと、ペドリュフカが客人の部屋がある窓に向かってまっすぐ飛んでいく。崩れた外がい壁へきの陰からイシュルが覗のぞいていると、羽ばたきを聞きつけてあの少女が窓辺に姿を見せた。ネルのおばさんの差し入れか、華きや奢しやな肩に民族独特の模様織おりのショールをはおった姿にイシュルはつい少しどきっとしてしまう。

　少女が窓をあけて左右を見まわす。軒の上にとまったペドリュフカを見つけると、何度か瞬まばたきをしたあとやわらかく微笑ほほえんだ。

「こんにちは」

　と、鳥に向かってごく自然に。自分以外にペドリュフカに普通に話しかける人間などここにはいなかったのでイシュルは少々驚おどろいた。頭が真っ白になって次の計画を忘れそうになったが慌てて気を取りなおし、

（今だ、ネル）

　外壁の陰から少女の背後に向かって手振りで合図。部屋の戸口から窺うかがっていたネルとパウルが身を低くして部屋に滑すべり込み、彼女のベッドに忍び寄る。枕まくらもとのラジオにネルが手を伸ばしたとき、ラジオからふいにがりがりとノイズがあがった。ネルたちが動揺する。少女が部屋を振り返りそうになったのでイシュルはとっさに、

（ペドリュフカ！）

　小さく指笛を鳴らすと、ペドリュフカが軒の上から羽ばたいて少女の注意を再び引きつけた。ネルとパウルはその隙すきにラジオを摑つかんで部屋を脱出している。戸口の陰から〝成功〟のサイン。こっちからもサインを送って頷うなずきあう。

（ペドリュフカ、戻れ）

　ピィ──ッ。

　指笛を長く鳴らすとペドリュフカが高く飛び去る。きょとんとしている少女だけが窓辺に取り残され、イシュルはにやりとしてその場を離はなれた。







「うまくいったな」

　クイの畜舎の裏でネルたちと合流した。ネルと笑いあい、お互いに手袋をはめた拳こぶしをこつんとあわせる。

「どこに隠した？」

「丘の遺跡の、物見塔」

「上出来」

　丘の遺跡とは一キロほど北にある小高い丘の上の建物跡で、崩ほう壊かいがひどく住めるところではないが、子供たちの遊び場（主に戦争ごっこやかくれんぼ）になっていた。危ないから入っちゃ駄だ目めだって大人おとなたちには言われているけれど。

「ねえ、これって泥どろ棒ぼうだよね……こんなことしていいのかな……」

　気の弱いパウルが心配そうに口を挟む。水を差されてイシュルはちぇっと舌打ちし、

「だって〈戦争の悪あく魔ま〉なんだぞ。遺跡の迷路で怯ひるむくらいなら偽にせ物ものだ」

「でも、〈戦争の悪魔〉なんだよ？　怒らせたら僕たち……」

「なんだよ、怖おじ気けづいたのか？」

　イシュルに睨にらまれて、パウルはまだ何か言いたそうながらも口をつぐんだ。

　再び客人の部屋の窓が見える外がい壁へきの陰に戻って様よう子すを窺うかがうと、男のほうが部屋に戻ってきて少女と話しているのが見えた。少女が慌ただしいジェスチャーで何か説明している。両手で四角を描いてその手をばたばた振って……四角いものが失なくなった、と表現しているのがイシュルにもわかり、内心でにやにやした。

　男の表情がさっと変わった。あんなおんぼろラジオが失くなったくらいでこんなにも動揺するのかというほどに血相を変え、少女に残っているよう仕し草ぐさで示して部屋を飛びだす。

　それを見届けたあと、

「あとから来い」

　仲間たちに囁ささやいて、イシュルも外がい壁へきの陰から建物のほうにまわった。

「ペドリュフカ、来い」

　小走りで駆けながら指笛を短く鳴らすと上空を旋回していたペドリュフカが追いついてきて肩にとまる。

　建物のちょうど入り口のところで駆けだしてきた男と行きあった。長身の懐ふところに飛び込んでしまい、イシュルのほうが軽く突きとばされる。そのまま駆けだしていこうとした男がイシュルの姿に今気がついたように足をとめ、「ああ、悪い」たたらを踏んだイシュルの腕を軽く支えてぶっきらぼうに謝あやまった。一度羽ばたいたペドリュフカが降りてきてまた肩にとまった。

　それだけですぐにイシュルの脇わきを抜けて行ってしまおうとするので、

「あのっ、ラジオを捜してるの？」

　若干慌てて声をかけると、男があらためて足をとめてこっちを振り返った。長身の高い目め線せんから睨にらみおろされた気がしてイシュルはつい畏い縮しゆくしてしまい、そんな自分に一いつ瞬しゆん苛いら立だつ。

　内心はともかくとして、表面的には殊勝な態度を取とり繕つくろい、

「ごめんなさい。オレの鳥が、ペドリュフカっていうんだけど、ガラクタを集めるのが好きで、盗とっちゃったみたいで……」冤えん罪ざい被かぶせてごめんなペドリュフカ。あとで好物の腸詰め肉やるからな。内心でこっそり首をすくめて謝った。でもペドリュフカの趣しゆ味みがガラクタ集めなのは本当でもある。イシュルの靴とかリッタのお人形とかネルの帽子とか、今までさんざん隠されたのだ。まあ今はそんなことはともかくとして。

　男はしばらく表情を変えずにイシュルの顔を見おろしていたが、信用してくれたのか少しして険しい空気をやわらげた。射すくめられるように身を硬くして突っ立っていたイシュルはほっと息を抜く。

「どこに持ってったんだ」

「丘の遺跡に、ペドリュフカの宝物の隠し場所があるんだ。案内するよ」

　これで作戦は半分がた成功したも同然。男を案内して歩きだしながら、イシュルは外がい壁へきの陰で待たい機きしているネルたちに片目をつぶってみせ、ついてこいと後ろ手で合図を送った。
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「丘の遺跡は呪のろわれてるんだって。だから大人おとなたちは誰だれも入らないんだよ」

　歩きながらイシュルは適当にでっちあげた怪かい談だんを並べたててせいぜい男を怖がらせようとした。丘の遺跡は城壁で囲われた建物跡で、天てん井じようはすべて抜け落ち、ところどころ壁かべが崩れて通路が塞ふさがれていたりしてちょっとした迷路になっている。薄うす暗ぐらい通路に黴かびと埃ほこりの臭においが沈殿する見るからに辛しん気きくさいところで、それゆえに肝きも試だめしには最適の場所と言えた。

　イシュルの腕からペドリュフカが羽ばたいて、壁の向こうに突端だけがわずかに見えている物見塔のほうへと飛んでいく。ばさばさという激はげしい羽ばたきの音が雰囲気にいっそう不気味さを添えた。

「ペドリュフカは真ん中の物見塔に宝物を隠してるんだ。だから誰だれも取りにいけないの。でも、お兄さんは強いんでしょう？　オレ、大人おとなの人に聞いたんだ」本当は本で読んだんだけど「お兄さんは戦争のときにすごく強かったって。だからこんなの怖くないよね」

　さりげなくけしかけるようなことを言う。男は目を細めて睨にらむような視し線せんでしばらくイシュルを見おろしていた。人の顔を見るとき男はこんなふうに非常に目つきが悪くなる。イシュルはついまた少し怯ひるみつつ男の反応を待つ。

　やがて男は何も言わずにふいと視線をはずし、遺跡の奥へと歩きだした。小走りで男の広い歩幅についていきながらイシュルは背後に視線を送った。ネルたちが物陰からついてきているのを確かく認にんし、「うまくいった」と合図を送って男のあとを追う。

　両側を壁に閉ざされた遺跡の内部はあまり視界がきかず、黴と埃の濃い臭いが鼻を突く。これだけでも十分におどろおどろしいが、ところどころにイシュルたちが戦争ごっこで使うトラップまであったりする。

　男のあとを歩きながらまたちらりと振り返って確認すると、ついてきているネルたちまで微妙にびくついた顔で周囲を見まわしている。お前らが怖がってどうするんだよとイシュルは肩をすくめた。小さい頃ころからの遊び場だ。呪のろいがあるなんてもちろん噓うそだし、ここはイシュルにとっては自分の部屋の一部も同然。

「あっちだよ」

　とイシュルは男の脇わきを追い抜いて先せん導どうする。苔こけむしたコンクリートの感触を確認するように男は壁かべに手を這はわせながらマイペースな足取りであとについてくる。イシュルは小走りで少し先行しては足踏みして待ち、遺跡の入り組んだ通路の奥へ奥へと男を誘い込んだ。薄うす暗ぐらさと埃ほこりっぽく饐すえた臭いが奥に行くにつれて強くなる。

（このへんでいいかな……）

　十分に奥まで連れ込んだ頃合いを見計らってイシュルは走るスピードをあげ、通路の角を曲がって男の死角に入ったところで、暗くら闇やみの影かげになってわかりにくい壁の亀き裂れつに潜もぐり込んだ。イシュルの体格でようやく通り抜けられる亀裂だ。仮に見つけたとしても背の高いあの男では通ることはできない。

　亀裂の中でしゃがみ込み、息を殺して待っていると、壁に沿ってやや心こころ許もとない足音が近づいてきて亀裂の前を通り過ぎていく。

「イシュル？」

　男が呼ぶ声に、イシュルは両手で口を押さえて笑ってしまいそうになるのを押し殺す。

　足音が次の角を曲がって遠ざかっていくのを確認してから、亀裂をくぐって再び通路に這いだした。通路の奥に視し線せんを送ってにやりとし、

「さて、イベントはこれからだ。〈戦争の悪あく魔ま〉の泣なきっ面つらを見物といこう」

　迷路を近道して中央の物見塔に着くと、先に着いていたネル、パウル、リッタの三人がくすくす笑いながら物見塔の小窓から顔を出した。「しっ。顔出すなよ」人差し指を口にあてて注意しつつイシュル自身も顔は笑っている。

　物見塔はてっぺんのほうが崩れているので今は五、六メートル程度しかない中途半端な高さの塔で、てっぺんに近い小部屋が子供たちの秘密基地だった。小部屋の小窓から遺跡の迷路の様よう子すを一望することができる。イシュルも梯はし子ごをつたって小部屋に登り、

「どう？」

「迷ってる迷ってる」

　小窓の端から外の様子を窺うかがいながらネルが笑って答える。小窓に寄ってネルの横から外を覗のぞくと、迷路の壁に手を這はわせてうろうろと迷っている男の赤茶けた髪が遠く下方に小さく見えた。小窓の陰からそれを見物してイシュルとネルはくすくす笑いあう。パウルだけが相変わらずときどき浮かない顔になり、

「お客さんにこんなことして、怒られるんじゃないかな……」

「平気だよ。大人おとなたちだってどうせ追いだしたがってるんだ」

「そうそう。怖いんなら帰れよ」

　イシュルが言ってネルが後押しすると、多勢に押されてパウルは口をつぐむ。リッタは干し草のベッドの上で盗んできたラジオをいじって遊んでいた。スピーカーがひどく歪ゆがんだおんぼろのラジオは見た目どおり壊こわれているらしく、リッタがチューナーをいじってもざらざらした雑音しか漏らさない。干し草のベッドの端に渡された柱にはペドリュフカがとまって、くちばしで毛を繕つくろっている。ペドリュフカが集めてきたガラクタは実際この干し草の中にたくさん埋まっている。

　コンクリートのブロックでできた遺跡の床ゆかはぼこぼこに崩れていてかなり足場が悪く、物見塔から見おろしていると、男はときどき床の亀き裂れつに足を取られて前のめりによろめく。「あっ、転んだ」イシュルとネルが笑いあい、パウルが「うあぁ」と喘あえぐ。

「もうちょっとだね」

「ああ」

　ネルに頷うなずき、イシュルは高揚する気分を抑えて男の様よう子すをじっと見守る。もう少し先にあるのが戦争ごっこのために仕掛けてあるトラップ──。

　ちょうど足首があたる高さに張った細い糸に男は見事に引っかかって転倒し、頭上でからんからんと缶カラが打ち鳴らされた。

「あっはっは。普通に引っかかってる！」

　イシュルとネルは腹を抱えて小部屋の床を笑い転げた。〈戦争の悪あく魔ま〉があんな簡かん単たんなトラップに引っかかるなんて、ぜんぜんたいしたことない。戦争時代は野戦であんなトラップなんていっぱいあったって本で読んだのに。

　見ていると男は膝ひざをついて身を起こし、足もとの糸と頭上に紐ひもで渡された缶カラをしばらく交互に見比べていた。それだけで特にそれ以上の反応は示さず立ちあがり、再び壁かべに手を這はわせて足場が悪い迷路を歩きはじめる。物見塔までは近いように見えて実際は簡かん単たんにはたどり着けない。イシュルにとっては自分の部屋も同然だが、道を知らずに不用意に歩くだけじゃあ同じ場所をぐるぐるまわることになる。

　案の定、しばらく歩いて男はまた例のトラップの手前まで戻ってきた。

「また引っかかるかな」

　ネルの囁ささやきに、

「まさか」

　男を観かん察さつしながらイシュルは答える。〈戦争の悪魔〉が何度もあんなトラップに引っかかるもんか。それよりも、〈戦争の悪魔〉がトラップを越えてこの迷路をどう攻略するのかを見てみたかった。期待を込めて見守っていると、ところが男はまたさっきと同じトラップに引っかかって転んだ。がらがらと缶カラがやかましく鳴る。ネルがまた腹を抱えて笑う。イシュルもぷっと吹きだした。また引っかかってる……あいつけっこう馬ば鹿かじゃないのか？

　ところがそれから先、男は同じように壁に手を這わせて何周も同じ場所をぐるぐるまわって、何度も崩れた床ゆかに足を取られて躓つまずいて、何度もトラップに引っかかって転んだ。ネルはそのたびに笑い転げ、パウルはそのたびにおろおろし、そしてイシュルの顔からは、次第に笑いが消えていった。

（なんだよ……）

　内心で舌打ちした。次第に心が冷めて、見ていても何も面おも白しろくなくなっていった。

　頼りない足取りで迷路を歩きまわる男の様よう子すをじっと見おろす。何度めか、男が躓いたのを見たとき、

「やーめた」

　イシュルは唐とう突とつに立ちあがって小窓を離はなれた。笑い転げていたネルとおろおろしていたパウルがきょとんとして振り返る。「つまらない。オレ、帰る」ぶっきらぼうに言い捨ててイシュルは物見塔の梯はし子ごを降りはじめる。「イシュル？」ネルとパウルがうろたえてあとについてくるがイシュルは振り返りもせず、梯子の最後の数段を苛いら立だちまぎれに乱らん暴ぼうに跳び降りて、帰り道を足早に歩きだした。

（なんだよ……）

　また心の中で舌打ちをする。

〈戦争の悪あく魔ま〉があんなに頼りなくて情けないだなんて思わなかった。内心では、イシュルは期待していたのだ。〈戦争の悪魔〉はきっとすごく強くてかっこいいんだって。自分たちの先祖は、〈最初の人〉たちは、決して戦争が怖くて逃げだしてきたわけじゃないんだって。

　それなのに……なんだよ。

　急速に興きようざめした。〝下界〟はどんなところだろうとずっと思っていた。行ってみたいとずっと憧あこがれていた。その憧れすらもぶち壊こわされたような気がして、苛いら々いらして、失望した。

　イシュルの不ふ機き嫌げんな背中に狼ろう狽ばいするだけのネルとパウル、それにペドリュフカが上空からついてくる。イシュルはペドリュフカに腕を差しだすこともなく歩き続け、ペドリュフカは途方に暮れたように上空を旋回していた。
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　左手に触れる壁かべの感触がわずかに変わった。頭上を仰ぎみると、ぼんやりと霞かすんだ狭い視界に今までの壁よりもいくらか高い塔が立っているのがわかる。

（あ、着いた……）

　さんざん迷った末に勘でたどり着いた自分に少しばかり感心した。

（ったく、ろくでもないトラップとかあるし……）

　同じ場所をぐるぐるまわっていることには二周目から気づいていたが、手探りで別の道を見つけるまでに何周もかけなければいけなかったのは仕方がなかった。目視でわずかな壁の違いを見分けられるほどにはもう見えていない。

（ガキどもが……）

　子供の悪いた戯ずらにさほど腹を立てていたわけではないが疲れた。

　とにかく急がないと、間にあわなくなるかもしれない。物見塔の壁かべに梯はし子ごを見つけ、心こころ許もとない足取りで一段ずつ登る。五、六メートルほどか、塔はおそらく途中で崩れてさほど高くはなかったが、焦る気持ちがひどく距きよ離りを長く感じさせた。梯子の一番上の段を踏みはずして転げ落ちそうになり、危うく上の空間に転がり込んだ。

　小部屋のようになっている空間だった。人が踏み入ることのない呪のろわれた迷路なんていうのはもちろん噓うそで、しばらく前まで数人の人間がいた匂においが残っている。

　小部屋の床ゆかのほぼ半分は干し草が敷しかれたベッドになっているのがぼんやりと見えた。干し草の中に手を突っ込んで搔かき分けると、靴の片いっぽうやら革の手袋の片方やら欠けたコップやらまさしくガラクタばかりが手に触れる。徐じよ々じよに気が焦ってくる。

「兵長？」

　声に出して呼びかけると、

　ざっ……び──……

　干し草とガラクタたちの下のほうからかすかなノイズが応こたえた。ほっと気が抜けて表情がゆるむ。手探りで干し草の中からラジオを捜しだす。錆さびた筐きよう体たいの感触が手に触れた。

（よかった……）

　急げばたぶん、間にあわなくなる前にキーリのところに帰れる。

　ラジオを掘りだそうとしたとき、

「？」

　吊つり紐ひもがぴんと張って何かを釣りあげた。何か引っかかって……。視し線せんを落として目を凝こらすと、積つまれた干し草の下でもそりと何かが動くのが見え、

　はふ、と小さなあくびが聞こえた。
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「ネル、イシュル！」

　帰ってきた途端とたんネルのおばさんにすごい剣けん幕まくで怒ど鳴なられた。パウルはもともと血色の悪い顔をさらに蒼あおくしてあとずさり、ネルはイシュルの背後にぴゅっと隠れる。結果的にイシュルがおばさんの真正面に立たされる格好になった。

「な、何？　畜舎の掃除ならちゃんとやってきたよ」

　怯ひるみながらもイシュルが言い返すと、大柄なおばさんの後ろからあの客人の女の子が遠えん慮りよがちに顔を出した。まだ少し衰弱した感じだが、部屋から出られるようになったんだ。

「お客人の持ち物を盗んだの、あんたたちだね？　泥どろ棒ぼうは最低の人間のすることだよ！」

　でっぷりした腰に両手をあてておばさんが睨にらみおろしてくる。

「盗んでないよ。あれはペドリュフカが……」

「鳥のせいにするんじゃないよっ」

　おばさんの怒声に吹っ飛ばされるみたいにイシュルは一歩足を引き、背中に隠れていたネルが鼻をぶつけて声をあげた。ネルのおばさんはネルだけじゃなくどこの家の子供にも分け隔てなく面めん倒どう見みがいいが、分け隔てなく怖い。おばさんのことは嫌いではないけれど、勘弁して欲しいと思うときも多い。

「イシュル、っていうの、あなた」

　模様織おりのショールを肩にはおった女の子が前に出てきた。イシュルよりも彼女のほうが若干背が高く、少し腰をかがめてイシュルの瞳ひとみを見つめてくる。

「場所を知ってるの？　お願ねがい、とても大切なものなの」

　真しん摯しに問われて、イシュルは体裁悪く身じろいだ。後ろのネルと横目で視し線せんを交わす。少し迷ったが、結局は観かん念ねんしてぼそっと白状した。

「丘の遺跡に、男の人のほうが捜しにいってるよ……」

「あの迷路の遺跡に！　お前たちバカチビどもは、ほんとにっ」おばさんが声を張りあげ、子供たちの頭を平手で順番にぺしぺしぺしっとはたいていった。パウルにいたっては半泣きになって口の中でもごもごと謝あやまっている。

「迷路ですか？」

　少女が心持ち顔色を失っておばさんに問う。おばさんは溜ため息いきをついて（おばさんが溜め息をつくとふくよかな胸が上下にゆさゆさ揺れる）、「まあ子供の遊び場ですからね。たいした迷路じゃないんですけど……」

「イシュル」

　少女の声がイシュルの名を呼んだ。彼女の表情も話し方もあくまで控えめだったけれど、奥底まで惹ひき寄せられるような深い色の瞳ひとみに心の中を読み取られるみたいでイシュルは彼女と視線をあわせたまま射すくめられて動けなくなった。実際イシュル自身に後ろ暗いことがあるので心しん臓ぞうに重く何かが刺さる。

「あの人、あんまり目がよくないの。気づかなかった？」

「え……？」

　思いも寄らない話にイシュルは言葉を失った。

　目が悪いだなんて、ぜんぜん気づかなかった。言われてみればイシュルの顔を見るときずいぶんと目つきが悪いし（それは単に人相が悪いだけかと思っていた）、迷路では常に壁かべに手をついて歩いていたしトラップにも何度も引っかかったけど、でも特に何もない場所を歩くときの歩ほ調ちようにはまったく怯おびえや迷いなどなかったはずだ。もし周囲が見えなかったとしたら……イシュルだったらきっと怖くて歩けない。

　……〈戦争の悪あく魔ま〉は、もしかしたらやっぱり本当に強いのだろうか。だから目が見えなくても怖くないんだろうか。

「お願ねがい、案内して？」

「お嬢じようさんはまだ無理をされないほうがいいですよ」

　おばさんが口を挟んだが少女は首を振り、イシュルだけをまっすぐ見据える。

「お願い。とても大切なの……ラジオもあの人も。案内して」

　そう言う彼女の声に、イシュルたちを咎とがめるような空気はなかった。ただ彼女があの連れの男をどれだけ大事に思っているかが伝わってきて、イシュルは急に自分がすごく子供っぽく思えて恥ずかしくなった。つまらない悪いた戯ずら心ごころで男を遺跡に誘い込んで、勝手に思い込んでいた期待を裏切られたことに腹を立てて置き去りにして。なんだか自分がとても卑ひ怯きような人間のような気がして、さっきまでの失望と苛いら立だちが急に冷めていった。

　説得に負けてイシュルはばつが悪く視し線せんを落とす。

「おや？」

　と、ネルのおばさんが素すっ頓とん狂きような声をあげたのはそのときだった。

「そういえばリッタはどうしたんだい」

　視線をあげてネルと顔を見あわせ、二人一いつ緒しよにパウルを振り返る。リッタを見ているのはもちろん兄のパウルの仕事だから。

　話を振られたパウルは一いつ時ときぽかんとした顔をしてから、あっと声をあげた。

「忘れてきた！」
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「まいったなあ……」

　遺跡の壁かべに後頭部を預け、天を仰いで呟つぶやいた。狭い視界に赤しやく銅どう色いろに染まりはじめた空の色がぼんやりと見える。嗅きゆう覚かくでわかる日暮れの匂におい。もうすぐ陽ひが落ちる。

　脚を前に投げだして座った膝ひざの上では幼い少女のすやすやと気持ちよさそうな寝息が聞こえている。干し草の下からあくび混じりに這はいだしてきた少女が帰路の近道を知っているらしいので案内してもらったら、見事に余計に迷ったという状況。方向感覚はそれなりにいいほうなので出口の方向だけはわかっているが、こう道が入り組んでいてはほとんど手探りの今の状態で抜けだすのは難むずかしい。

　視力はまったくきかないわけではないが、左目はもうほとんど見えず、右目は極端に視野が狭かった。自然、何かを目視で確かく認にんしようとすると目つきが悪くなる。

　壁に寄りかかって何気なく空を眺めた。ラジオの微弱なノイズがかすかに空気に浸透している。さっきから少しずつ少しずつ、ノイズが弱くなっている。それでもラジオは絞りだすように最後のノイズを流し続ける。

　急いで帰らないと間にあわなくなる。気だけは焦るが、歩き疲れて眠ってしまった少女を無む理り矢や理り引きずってまた歩きまわるわけにもいかない。

「ごめん、兵長……絶対帰るから、もう少し頑張れ……」

　上体をかがめ、膝ひざの上で寝息を立てている少女の小さな身体からだを抱きしめるように、少女が抱えて手放さないラジオのスピーカーに顔を寄せる。

　ラジオが少し優やさしげなノイズを出した。

　いいんだよ……。

　そう言うように。

　それよりも、その子を寝かせておいてやれ……。そんなふうに、少女に聞かせる子守歌のようなノイズを歌い続ける。

　知らずに頰ほおに笑えみが浮かんだ。こんなときでも、最期を迎えようとしているこんなときでも、このラジオの憑ひよう依い霊れいは子供に弱い。それがとてもこの男らしくて、そのらしさが、なんだか嬉うれしかった。身体の芯しんに暖かい感情が広がっていく。

「うん、兵長。もういいんだよな……もう、全部終わったんだよな……」

　若干声が震ふるえたが、心の中は静かだった。

　ああ……やれやれ、疲れたな。

　そんなふうに、ラジオのノイズが笑ったように聞こえた。皮肉げに片頰を持ちあげて気さくに笑う、瘦やせた兵士の顔が見えたような気がした。

「今までありがとう……頑張ってきてくれて……」

　ざざ……。

　お互いさまだ、というノイズ。

「はは。そっか……」

　軽く笑って応こたえた。ぺこりとおじぎをするように、歪ゆがんだスピーカーに額ひたいをつけて。

「あんたにとても、世話になりました。感かん謝しやしてる……」

　目を閉じて心からの感謝の言葉を。

　間違いなく今まで自分たちの保ほ護ご者しやであったラジオの憑依霊に。ここまで尻しりを叩たたいて自分たちを引っ張ってきてくれたことに。あの疫えき病びようの街での出会いに。かけてもらった多くの叱しつ責せきの言葉に。暗い空気を豪快に吹き飛ばす笑い声に。嫌いやでも耳に叩き込まれた数々の音楽に。多くの心を、本当に多くの、人間としての心を教えてもらったことに……。




　ざ──────………………




　戦場の跡地を叩たたく静かな雨音のようなノイズが少しずつ少しずつ弱くなっていく。

　やがてぷつりとノイズが途と切ぎれて。

　それきり二度と、ラジオがノイズを出すことはなかった。







　脱力してコンクリート壁かべに背中を預け、暮れていく空をぼんやりと眺めていた。眠っていた少女が膝ひざの上でもぞもぞとむずかって軽く頭をあげた。

　こもった話し声と小走りの足音が近づいてくる。

　狭い視界に暗く沈んで見える遺跡の壁の向こうから、複数の小柄な人ひと影かげが駆けてくるのが見えた。先頭はたぶんあのイシュルという少年、続いて他ほかの子供たち。そして最後にショールをはおった少女がついてくるのがわかる。こちらの姿を見つけて子供たちが立ちどまり、キーリだけが子供たちの脇わきを抜けてそばまで駆け寄ってきた。

　乱れた息づかいが少し手前で立ちどまる。肩で若干荒い息をして、第一声をかけあぐねているのがわかる。

　他のものは漠然としか見えなくても、彼女が今している表情だけは妙にはっきりとわかるのだった。ラジオのノイズがちゃんと言葉として聞こえたように、世界の光がほとんど閉ざされた今でも、彼女の姿だけはぼんやりとした光の路標のように暗くら闇やみに浮かびあがって見えるのだった。今どんな顔をしているのか、泣きそうなのか、笑っているのか、ちゃんといつも見えている。

　膝の上で幼い少女が起きあがる。少女と視し線せんを交わし、少女の手からラジオを返してもらった。

　掲げたラジオを受け取りながら、キーリがすとんと前に膝を折った。

「ごめん……」

　彼女に向かって呟つぶやいた声が少し掠かすれる。

「キーリのところに、急いで戻ろうと思ったんだけど、間にあわなくて……」

　最後まで言う前に、彼女の両手が、少し冷たい白い手のひらが頰ほおを挟んだ。潤うるんだ深い色の瞳ひとみでこちらを見つめ、淡く微笑ほほえんで首を振る。「いいんだよ……」涙混じりの彼女の声とともにやわらかく頭を抱き寄せられた。引き寄せられるまま彼女の肩に額ひたいを乗せる。

「お疲れさま、兵長……」

　夕暮れの遺跡に彼女の声が小さく、かすかに染み渡る。

「ああ。お疲れさま……」

　彼女の肩に額をつけて、こもった声で同じことを繰くり返した。

　ラジオの憑ひよう依い霊れいにたむけた、それが二人の最後の言葉だった。

　二人のあいだでラジオはもう二度とノイズを出すことはなく、二度と二人を励ましてくれることも叱しかってくれることも、古い音楽を聴きかせてくれることもない。

　けれどもなんやかやと文句を言いながら自分たちを見守ってくれていたあの気さくで陽気なラジオの憑ひよう依い霊れいの姿を、瞼まぶたの裏ではいつでも思い浮かべることができた。




[image: ]







[image: ]




　昔、この惑星では大きな戦争があった。惑星中を巻き込んで資源を食らい尽くし、多くの血を流した長く醜みにくい戦争が。

　その戦争は次第に人々の心を麻ま痺ひさせ、やがて人の行いを超えた行い、戦死した兵士の死体を二度と死ぬことなく死への恐怖という感情が抜け落ちた殺さつ戮りく兵へい器きとして再利用するという異常な行為にまで発展した。

　老人とも青年ともつかない年ねん齢れいのわかりにくい顔立ち、土気色の皮ひ膚ふに乾いた唇、おそらく何十年ものあいだ長く伸ばし続けた白髪混じりの絡まった黒髪。厚手のぼろの服の下に腐りはじめた身体からだを引きずった、〈最初の人〉たちとはそういう人々だった。……不ふ死し人にんだった。過去形で表さないといけないだろう。彼らはすでに朽くちかけていた。惑星の初期の頃ころの化石資源の結晶で造られたという、最初の不ふ死し人にんたち。

　オレンジ色の炎を燃もやす暖炉の前、ぎしぎし軋きしむ三つのロッキングチェアに深くもたれて座り、しわがれた声でゆったりと喋しやべる彼ら三人の不死人は、あたかも部屋の中に置かれた彼ら民族独特の人型の飾り物の一種のようだった。照明を落とした仄ほの暗ぐらい部屋で暖炉の灯あかりだけがちかちかと燃え、彼らの朽ちかけた顔の側面を照らす。

「……戦争が終わっていたことを、我われらは長いあいだ知らずにこの地に隠れ住んでいた」

「戦争が終わっていたことを知ったのは、四十年ほど前のことだ。しかしそれから後も、生まれた子孫とともに我らはこの地に住まい続けている。この地は平和で、争いはない。過去の戦争の痛みを忘れさせてくれる」

「お若いの……」

　彼らはハーヴェイのことをそう呼んだ。彼ら最初の不死人からしてみれば、戦争が終わってから八十年以上生き続けているハーヴェイもまだまだ若者であるようだった。

「我らは下の世界の文明との関かかわりを好まない」

「戦争は、いつか必ず再び起こるだろう。我らはそれに関わることを好まない」

「早々に立ち去り、我らのことは忘れてもらえるとありがたい。南の荒野までラジオ塔に送らせよう」

　ハーヴェイの隣となりで話を聞いているキーリは若干の憤いきどおりを覚えずにはいられなかった。

　彼らはいわゆる脱走兵──戦争時代、戦争から逃げてきてこの極北の荒野にずっと隠れ住み、わずかな子孫を育はぐくみつつ百年以上ものあいだひっそりと暮らしてきたのだという。一方では逃げることなく戦争を生き延び、終戦後も運命から逃れるすべなく追われ続けたハーヴェイたち。その一方で、戦争なんてなかったようなふりをして、こうして何も知らない子供たちに戦争の醜みにくさを教えることもなく平和に生活している彼ら──。

「キーリ」

　身体からだの横で拳こぶしを握るキーリの空気を察したのか、ハーヴェイの声が静かに制した。キーリは仕方なく怒りを飲み込んで仏ぶつ頂ちよう面づらを俯うつむける。キーリの憤りをいつもハーヴェイのほうが冷静に制する。

「長居するつもりはありません」

　人生の先せん達だつである彼らにハーヴェイはそれなりの敬意を払って話す。

「首都の近くまで送ってもらえるんならすぐに発たちます」

「休んでいってもらうのはかまわない。しかし我らはあなた方の長期の滞在を望まない。理解して欲しい」

「じゃあ……ありがたくそうさせてもらいます。まだこいつの調ちょう子しもよくないんで」

　キーリの肩を軽く抱き寄せて気き遣づかう仕し草ぐさを見せる。キーリの体調はもう自分ではすっかりよくなっているつもりだったので歓迎されていないんだったらすぐにでも出ていく気満々だったのだが、ハーヴェイがそう言うのならキーリにも特に異い論ろんはなかった。

　ハーヴェイに肩を押されて彼らの部屋を出る。肩に触れたハーヴェイの左手に軽く力がこもっていた。その感触で、ハーヴェイも意外と腹を立てているのを我慢しているのがキーリにも伝わってきた。

「あの戦争を忘れられるっていうあんたたちを、羨うらやましいと俺おれは思いますよ。本当に忘れるのと忘れたふりして何もなかったことにしてるのとじゃ、違うとは思うけど」

　敬意を持った態度で応じつつ、部屋を出る前にハーヴェイが彼らに投げかけたひと言は痛烈な皮肉を含んでいた。

　そして……。

　ハーヴェイの様よう子すが次第におかしくなりはじめたのは、その日からまもなくのことだった。
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「これ、重いよ。大丈夫かい？」

「平気です」

　搾しぼりたてのクイのミルクをたっぷり満たしたブリキの大缶をキーリは両手でよいしょと提げた。持った途端とたん重さに負けてふらふらとたたらを踏み、ネルのおばさんがふくよかな胸を揺らして「あっはっは」と豪快に笑った。足を踏ん張って踏みとどまりつつキーリは照れ笑いで応じる。

　長老である〈最初の人〉たちに露ろ骨こつに歓迎されていない自分たちに、民族の他ほかの人たちもあまり積せつ極きよく的てきには接してこないが、ネルのおばさんだけは陽気であけっぴろげな女性だった。剛胆すぎてちょっと辟へき易えきしてしまうくらい。

　首都から脱出してきたときのままの格好でまともな上着すら着ていなかったキーリに、ネルのおばさんは彼らの民族衣装を貸してくれた。厚手の繊せん維いでできた裾すその長いスカートに、ブラウスと革製のベスト、クイの角を象徴しているらしい不ふ思し議ぎな感じの幾何学模様が織おり込まれたショールを肩にかけ、髪を後ろで一つに結わえて、キーリはせっせとミルクの缶を運んでいく。クイのミルクはとても栄養があるらしく、キーリもこのミルクで作ったスープを飲ませてもらったおかげであっという間に元気になった。

　クイというのがここで飼われている家畜だった。外見は馬と羊の合いの子みたいな、比較的小型のおとなしい草食動物で、頭には二本の曲がった角、焦げ茶色のごわごわした長い体毛で覆おおわれている。瘦やせた大地にわずかに生はえる牧草を一日かけてのんびりと食はんでいる。動物図ず鑑かんにも載っていない、キーリが知っている文明にはいない動物。きっとこの極北の凍土の気候にあわせて進化してきたのだろう。

　住んでいる人々は男女あわせて二十人あまり。それに子供が四人、生まれたばかりの赤ん坊が一人。非常に小さな民族だった。

　子供たちが長い棒を持ってはしゃぎながらクイを追っている。背の高い男の子と小柄な男の子──背が高いほうが確たしかパウルで、小柄なほうがお母さんによく似て元気なネル。ここでは子供も学校に行かされることはなく（そもそも学校というものがないので）大人おとなと同様に働いている。

　これから先、この民族が子孫を増やしてより繁はん栄えいしていくのか、それとも朽くちていく〈最初の人〉たちと一いつ緒しよに滅びに向かっているのか──。

　彼らが向かっている未来はキーリにはわからない。ただ、この子供たちの無邪気な笑い声だけは絶えることがなければいいと思った。

「オレが持つよ」

　と、一人の男の子がクイの群れから離はなれて駆け寄ってきた。ほとんど強奪するようにミルク缶の取っ手をもぎとられて、キーリは行き場を失った両手を半端にさまよわせたままぽかんとしてしまった。ミルク缶を提げて体裁悪そうに視し線せんをはずした少年はイシュルという、子供たちのリーダー的な存在だ。薄うすくそばかすが残るまだあどけない顔立ちに、暖かい耳垂れつきの四角い防寒帽。少し癖くせのある濃こい色の髪に薄い色の肌はここの民族共通の特徴だが、イシュルの髪は他ほかの人たちよりも若干赤みがかっている。

　慣なれた仕事なのだろう、華きや奢しやな体格の少年はそれでもキーリが持つよりはずっと危なげなくミルクの大缶を手に提げた。それから仏ぶつ頂ちよう面づらで俯うつむいて、
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「あの……このあいだは、ごめんなさい」

　ぼそっと謝あやまる少年に、キーリはきょとんとしたあと軽く笑ってしまった。

「気にしないで。あの人、そんなこと気にする人じゃないから」

　ふわりと視し線せんを横に流す。ちょうど自分たちが滞在している部屋の外、クイたちの群れが見渡せる窓の下の壁かべ際ぎわに座っている青年の姿が見える。長い脚を地面に投げだしてラジオをその膝ひざの上に乗せ、壁に背中を預けて何気なく前方を眺めている。

「……あの人、どうして目が悪いの？」

　キーリと同じ方向に視線を流して遠えん慮りよがちに少年が問う。

「ん……。今までずっと、頑張ってきたから、かな」

　そちらを横目で眺めたままキーリが苦笑混じりに答えると、少年はふうんとよくわからない反応をしつつ、

「じゃあ、オレ行く」

　と、防寒帽を被かぶった頭をぶっきらぼうに軽くさげ、ミルク缶を両手で持って小走りで建物の中へと去っていった。ハーヴェイの少年時代とどことなく似ている気もする、ちょっぴり生意気なところもある赤毛の少年の背中をキーリは微笑ほほえましげに見送って、仕事を奪われて手持ちぶさたになってしまったこともあり、ミルク缶の取っ手の形に固まった両手をほぐしつつハーヴェイのほうへ歩み寄った。

「何見てるの？」

　声をかけると、ハーヴェイは虚こ空くうを眺めたまましばらく間をおいてから、今ひとつ焦点のあわない瞳ひとみをこちらに向けた。しかしまだ呆ほうけたような顔でキーリのほうをぼんやり見あげているだけなので、

「ハーヴェイ」

　根気強くキーリは声をかけなおす。

「何見てるの？」

「……ああ」

　二度目の問いで、今ようやく話しかけられたことに気がついたみたいに反応を示した。

「鳥」

　再び虚空に視線を戻し、少し表情をやわらげて答える。ハーヴェイの視線を追ってキーリも空を振り仰ぐ。空の色とほとんど同化しそうな薄うすい砂色の鳥が一羽、翼つばさを広げて上空を舞まっている。

「見えるの？」

　キーリが問うとハーヴェイは苦笑して首を振り、

「ん……風、切る音を、追っかけてた」

　少しぶつ切れの、単語を繫つなげた話し方でそう言った。

　ここに滞在して数日。ハーヴェイは壊こわれたラジオと一いつ緒しよにこんなふうに外のどこかに座り込んで、自然の音に何気なく耳を傾けていることが多い。目のほうはもうほとんど見えていないようだった。

「〈砂の海〉の渡り鳥だね。片足の鳥だって、ハーヴェイが教えてくれたんだよね」

　上空を旋回する鳥を視し線せんで追いながらキーリは言う。群れからはぐれてしまったのか、一羽だけこの地にとどまっている鳥だった。〈砂の海〉を渡る片足の渡り鳥。防砂堤の突端や船の帆ほ先さきに降りたってひととき翼つばさを休めてはまたすぐに飛びたっていく、ほとんど眠らない鳥だと、昔兵長が説明してくれたことがあった。

「ハーヴェイ、あの鳥好きなの？　船に乗ったときも、よく見てた」

「そう……だっけ」

　ハーヴェイは曖あい昧まいな顔で小首をかしげ、またしばらく間をおいてから、

「あー……」

　思いだしたんだかそうじゃないんだかわからない心こころ許もとない反応をした。

　ここのところハーヴェイはずっとこんなふうだった。毒が抜けたというか、生命反応がすごく稀き薄はくになったような感じでぼんやりと日々を無為に過ごしている。昔の話をしても途と切ぎれ途と切ぎれにしか覚えていないことが多く、つい数分前に話した内容をあっさり忘れていることすらあった。まるで兵長のあとを追おうとしているみたいでキーリはひどく不安になる。

　首都で一度、糸が切れた人形みたいにぷつりと動かなくなってしまったときのことを思いだす。少女霊の導みちびきでハーヴェイのひどく傷ついた身体からだの内側に触れたとき、ぼろぼろの左目の視神経が脳神経まで侵しん蝕しよくして、なおも神経を蝕むしばもうと進行していた。

　それでもあのときは、ハーヴェイにはまだ生きようという意志があった。片づけないといけない問題に決着をつけるために、ハーヴェイの中のあの喋しやべらない少年は、自分の世界を繫ぎとめようと諦あきらめずに足あ搔がいていた。

　でも、ハーヴェイの存在を繫ぎとめていたものにすべて決着がついた、そのときは……？

「キーリ」

　静かな声が思考を遮さえぎった。キーリのほうを見ることなく、ハーヴェイは相変わらず前方にぼんやりとした視線を流したまま呟く。

「何が見える？　ここから。教えて」

　気を取りなおしてキーリは微笑ほほえみ、ハーヴェイの隣となりに膝ひざを抱えて腰をおろした。極北の荒野の冷たい、けれど今日は比較的穏おだやかな風が頰ほおを撫なでる。爽さわやかな乾いた空気と背中をつけた壁かべの感触が心地ここちよい。

「クイたちの群れが見えるよ。クイっていうのはね、馬と羊に似てて、でももっと毛がごわごわしててあったかそうで、すごくおとなしくてかわいいの。女の人たちが乳を搾しぼってる。子供たちがクイを追っかけてる。座ってるクイのお腹なかに寄りかかって、小さいリッタがお昼寝をしてる。あの子はいつも寝てるね。その向こうにはクイの畜舎と柵さくがあって、それから……」

　柵の向こうに広がる景色に視し線せんを流し、目を細める。

「広い景色が、広がってる。ずっとずっと向こうまで……。赤茶色の、ハーヴェイの髪とよく似た色の、荒野の大地が開けてる。ところどころ、氷が太陽を反射してきらきら光ってるのがとても綺き麗れい。こんな綺麗な景色が、この惑星にあったんだね……」

　そこでキーリは言葉を切った。隣となりに座るハーヴェイを振り返る。ハーヴェイは座った膝ひざのあいだに顔を埋めて俯うつむいていた。

「どうしたの？　どこか具合悪い？」

　顔を寄せて訊たずねると、ハーヴェイは膝に顔を埋めたまま首を振った。膝のあいだからぼそりと呟つぶやく声が聞こえた。

「そんな場所が、まだあったんだって……」

　左手で顔を覆おおうようにして、こもった声で呟く。

「自分が知らない、広い世界がまだあったんだって。惑星はまだ広かったんだって。俺おれが歩き尽くしたと思ってたこの惑星にはまだずっと遠くまで道が続いてて、俺が知ってたと思ってた場所なんてちっぽけだったんだって……」

　掠かすれた声にキーリは耳を傾ける。俯いたハーヴェイの膝のあいだから、ぽつりとひとつ、透明な水滴が、瘦やせてひび割れた荒野の地面に染み込んだ。

「それが、素直に嬉うれしいって、思って……」

　そう呟いた彼の背中がかすかに震ふるえる。俯いた彼の背中に両手をまわし、きつく抱きしめてキーリは頷うなずいた。

「うん……うん」

　涙声で何度も頷いた。

　惑星がまだ広かったことが嬉しいと、自分が知らない世界がまだ遠く広がっていたことが嬉しいと、素直にそう言える彼は、きっと誰だれよりもこの惑星を愛いとおしく思っていたのだろうと思う。長いあいだ彼を追い詰めてきたこの惑星を、死ぬことも生きることも許さず彼を苦しめてきたこの惑星を、戦争で枯れ果ててすでに何も生みだすことはないこの荒野の惑星を、彼はそれでも愛おしく思っていたのだと。

　そんなふうに考えられる彼のことこそを、心から好きだとキーリは思う。キーリが好きになったこの人は、そういう人なのだった。
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　子供たちのはしゃぐ声が聞こえていた。

「こっちこっち。そっちじゃないよ！」

「鬼さんこちらあ！」

　目隠し鬼というやつか、バンダナで目隠しをした一人の鬼を他ほかの子供たちが手を叩たたいて招きながら走りまわる。

「兵長、聞こえてる……？」

　すでに一片のノイズすら漏らすことのないラジオに、それでも癖くせで話しかけてしまう。過去を持たない自分の記き憶おくにはほとんど残っていないが、兵長がこの光景を見たらきっと懐なつかしがるだろうと思った。ここは戦前の田舎いなかの匂においがする。戦前の都会の高度文明とも、戦後の荒廃した街々とも切きり離はなされた、どこまでも素朴でゆっくりとした時間が流れている。

　子供たちの声に耳を傾けているうち、次第にその声に重なって、脳裏に一つの景色が見えてきた。

　金髪の少女と青灰色の瞳ひとみの少年、それから彼らより少し年長の、砂色の髪の大柄な少年。目隠しをした砂色の髪の少年がうろうろと両手をさまよわせて歩きまわり、その周囲を金髪の少女と青灰色の瞳の少年がはやしたてながら走りまわっている。生前の年ねん齢れいも生きていた時代も場所も、実際には全員違う、現実には決してあり得なかった光景。普通の生を歩んで普通に死んでいれば決してすれ違うことはなかった子供たち。

　青灰色の瞳の少年が鬼の腕に捕まって抱えあげられぎゃあぎゃあ喚わめく。金髪の少女がそれを見て大笑いする。

（終わったんだな……）

　吐息とともに、あらためてその言葉が胸に沁しみた。

　それぞれがそれぞれ、自分の人生に決着をつけた。終わることができなかったものを終わらせることが、自分たちにとっての決着だったから。

（これでよかったんだよな……。なあ、そうだろ……）

　鬼の少年が捕まえた少年を地面に降ろして目隠しをはずす。遊んでいた子供たちがいっせいにこっちに手を振って笑いかけた。




　エイフラム！

　おいでよ、一いつ緒しよに遊ぼう！




　無邪気に呼びかける他の二人に対して青灰色の瞳の少年だけが斜に構えた仏ぶつ頂ちよう面づらで、




　仕方ないから仲間に入れてやるよ。




　なんて憎まれ口を叩く。

　頰ほおに苦笑が浮かんだ。ついふらふらとそっちに歩いていきそうになる。このまま何も考えずにあっちに行けばたぶん楽になれるだろう。仲間に入って無邪気に遊ぶことができたら、それもきっと楽しいだろう。

　腰を浮かせようとして、しかし壁かべにもたれてずりさがるように、すとんともう一度腰を落とした。

「ごめん……」

　うなだれて膝ひざのあいだに顔を埋め、口の中で仲間たちに謝しや罪ざいの言葉を呟つぶやいた。

　もう少し、もう少しだけ、こっち側にいてもいいかな。もう少しだけキーリと一いつ緒しよにいてもいいかな……。毎日のんびり、ここの人々のように、イースタベリのあの家で本当に暮らせたらいい。少しのあいだだけでいい。もう少しだけ。

　……そうしたら、俺おれもそっち側に行くからさ。ああでも、〝そっち側〟なんてすでに魂たましいがない俺たちにはあり得ないんだっけ。

「はは……」

　気が抜けたような自じ嘲ちようが漏れる。ひどく眠たくて思考が途と切ぎれがちになってくる。背中で壁をずるようにして身体からだが沈む。頭の芯しんがひどく重たくて、でも気持ちがよくてつい身をまかせてしまいそうになる。

　遠からず自分も自分に決着をつけるときが来る。終わりを迎えるときが来る。

　でも……。

　もしも誰だれかが、この惑星に何かの奇跡の力を持った誰かがいるのなら。

　願ねがわくはどうか、もう少しだけ彼女と一緒に……。







　屋内でチーズ作りの仕事の手伝いを終えて外に戻ってきたとき、窓の下の壁かべ際ぎわにくったりと倒れ込んでいるハーヴェイを見つけてキーリは驚おどろいた。「ハーヴェイ！」駆け寄ってそばにかがみ込み、膝の上から滑すべり落ちていたラジオを拾ってからくたっとしているハーヴェイの頭を抱き起こす。

「ん……」

　かすかな声とともにハーヴェイが目をあけて、一、二度ゆっくりと瞬まばたきをした。

「寝そうになってた……」

　寝ね呆ぼけたような声で呟くハーヴェイにキーリはひとまずほっと胸を撫なでおろした。びっくりした……。

「部屋に行って寝よう」

「うん……」

　肩を貸して立ちあがらせようとしたが、頷うなずきながらもハーヴェイはキーリの腕に頭を預けてまたうとうとと目を閉じてしまう。だいぶ伸びた赤しやく銅どう色いろの髪が風に揺れ、鉄てつ錆さびに似た爛ただれが残る瘦やせた頰ほおにかかる。

　本当に眠ってしまったのかと思ったらハーヴェイはもう一度うっすらと瞼まぶたをあげ、焦点の定まらない視し線せんを地面の近くに漂わせながら、途と切ぎれがちの掠かすれた声で呟つぶやいた。キーリの好きないつもの声。喉のどのところで少しごろごろする、投げやり気味の低い声。

「すごい眠くて、でももうずっと眠ったことなんかなかったから、なんか怖くて……変な夢とか、見そうな気がして……」

　腕にもたれる赤銅色の髪をキーリは指で搔かきあげて、耳もとに顔を寄せた。

「私がそばにいるよ。怖い夢、見ないようにそばで見張っててあげる。だから眠ってもいいんだよ……」

　力なく地面に置かれた彼の手の甲に触れる。頰と同じく鉄錆に似た爛れがひどく残る、もうとっくにぼろぼろの、それでもここまで頑張ってきた彼の左手は、あのときの少年と同じように──幼いその手で世界を必死に修復しようとしていた赤銅色の髪の少年と同じように細くて頼りなく、キーリはその手を自分の手で包み込むようにきゅっと握った。

「でも、まだキーリと、一いつ緒しよにいたいから……」

　骨張った長い指がキーリの指を握る。彼の手のひらを返してきつく握り返し、彼の耳に軽く唇を触れてキーリは囁ささやいた。

「一緒だよ。一緒にいるよ。ハーヴェイは十分がんばったから、今までずっとがんばってきたから、もういいんだよ。眠ってもいいんだよ。私、ここにいるから、大丈夫だよ……」

　囁く声が涙で震ふるえた。こぼれた涙がひとしずく、ハーヴェイの頰にぽつりと落ちて、まるで彼自身の涙みたいに頰を滑った。

　これ以上もう彼に頑張れとは言えなかった。そのぼろぼろの手で、ぼろぼろの身体からだで、もうこれ以上頑張らなくてもいい。気が済むまでゆっくり休んでくれればいい。これからは自分が彼の手を引いてあげる番だから。放さないから、大丈夫。今までもこれからも、ずっと放さないから。

　冷たいが爽さわやかな北部の春の風が、放牧場ではしゃぐ子供たちの声が、クイたちの平和な鳴き声が、遠くから穏おだやかに控えめに二人を包む。

「……ーリと……」

　すでにほとんど見えていない赤銅色と暗あん褐かつ色しよくの双そう眸ぼうがこちらを見あげて、淡くやわらかく微笑ほほえんだ。かすかに唇を動かして何かを呟く。キーリは顔を寄せて途切れがちの彼の声に耳を傾ける。

「……会えてよかった。……今の時代に生きててよかった。……お前と会わせてくれた、俺おれをそれまで生かしておいてくれたこの惑星に、お前を今まで守ってきてくれたすべての人たちに、……この惑星のすべてに。俺は……」




　この惑星のすべてに。俺おれは…………




　彼が話した、それが最後の言葉だった。

　そうして彼は静かに、まるで小さな子供がベッドの中で母親に見守られて安心して眠り込むように目を閉じて、すう、と穏おだやかな寝息を立てはじめた。
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　その日、ようやくこの大陸北部の首都にも遅い春がやってきたようだった。砂色の薄うす雲ぐもの隙すき間まからやわらかな陽ひが射さして、風が穏やかな春の匂においを届けてくる。寒気がゆるんで避ひ難なん所じよの人々の生活も楽になるだろうとユリウス自身も心がはずんだ。

「父さん！」

　治安部の仮設本部のテントの下に父親の姿を見つけて駆け寄ると、図面を広げて副官と何か打ちあわせをしていた父親が振り返った。

「避難所の炊たきだし、はじまったよ。今日はあったかいから毛布も足りてるみたい」

「そうか。ご苦労だな」

「ううん」

　ねぎらいの言葉にユリウスは笑顔えがおで首を振る。負傷者の世話や避難所への物資の割り振りの管理など、ユリウスが責任者的な立場をまかされて指揮をとっている。ようやく自分にも役に立てる仕事ができ、忙しくほうぼうを走りまわりつつもやりがいのある日々だった。

「それより……」

　少々言葉を濁にごして切りだすと父親が怪け訝げんな顔をする。

「長老たちが、炊きだしが気に入らないみたいで、ちょっとうるさいんだけど……」

「偏へん屈くつジジイどもが……」辛しん辣らつな悪態とともに父親は肩をすくめて溜ため息いきをついた。「食いたくなければ食わなければいい。食しよく糧りようだって十分じゃないんだ。放っておけ」

「でも……」

　放っておいたらおいたで文句が出るのは間違いない。怯ひるむユリウスに、

「私が話しにいこう」

　と、ふいに横から助け船が入った。右腕の吊つり包帯がようやく取れたシグリ・ロウが淡い苦笑を浮かべて立っている。

「老人をそう無む下げにするものでもあるまい」

「老い先短い呆ぼけ老人の一人や二人、放っておけ、じゃなかったのか？」

　父親が軽く皮肉るとシグリ・ロウも同じく軽く受け流し、「今や権力も何もないただの老人だ。若い者が慈悲をかけてやるべきものだろう」と、あたりはやわらかいながらもこちらも何気に辛しん辣らつな台詞せりふを吐いた。父親たちがにやりと口の端で笑いあう。

　首都総本山が謎なぞの退廃現象に襲おそわれてから一週間が過ぎた。

　首都を徘はい徊かいしていた化け物たちは退廃現象に呑のみ込まれて巨木の根のような謎なぞの物質の一部と化し、そして旧文明時代の尖せん塔とうが林立していた総本山は、まるで朽くちた巨木に覆おおい尽くされた一つの森のごとくすっかり様変わりしていた。

　首都下層部のスラムから山脈の上方に見える総本山をユリウスは振り仰ぐ。比較的暖かくなった春先の砂色の空の下、数十年、数百年の刻ときを経たかのような濃こい赤あか錆さびに覆い尽くされたかつての尖塔の群れが林立している。それは惑星の中心に突とつ如じよとして出現した、しかしあたかも大昔、惑星の創世の時代からその場所にあり、何千年もの樹じゆ齢れいを重ねて惑星を見守り続けてきた守もり人びとたちのように。

　災害に巻き込まれた教会関係者や巡礼者たちは総本山を避ひ難なんし、被害が少なかった首都下層部のスラムに設けられた避難所に一時滞在していた。協力したのはスラムの貧しい住人たちだった。高位神官たちも一般巡礼者たちも分け隔てなく彼らは快く受け入れて、彼ら自身にも十分ではないはずの物資を分け与えてくれた。それはかつての戦後の混乱期、教会が貧しい人々に物資を分け与え街々の復ふつ興こうに手を貸したのとまったく逆の現象で、けれどきっとその根底にある助けあう心は同じだろうと、人間の根底にある優やさしさはきっと同じであろうと、ユリウスは信じたかった。

　巨木の根に覆い尽くされ迷宮と化した総本山を脱出する際、多くの人々が少女の声に導みちびかれた、あるいは導く少女の姿を見たと言った。聖母だったとありがたがる人々もいた。

　しかし……その少女自身と、彼女と一いつ緒しよにいたはずの赤毛の不ふ死し人にんの安否は未いまだわかっていない。救出部隊が取り残された人々を保ほ護ごしながら首都をひととおりまわったのだが、彼らの行方ゆくえだけは知れぬまま。

　総本山を見あげるユリウスの肩を、シグリ・ロウが軽く叩たたいた。おそらくロウも同じことを考えて総本山を見あげている。

「ま、ぼちぼちやりなおしていこうか」

「そうだな……」

　父親の気軽な声にシグリ・ロウは苦笑して頷うなずき、

「さて、ご老人たちのお相手でもしてくるか」

　おどけた口く調ちようで言いながら、飄ひよう々ひようとした足取りで仮設本部を去っていった。シグリ・ロウでも冗じよう談だんめかしたことを言うんだなとユリウスは少しおかしく思って見送った。

「こっちもまだまだこれから忙しくなるな」

　背中を伸ばしてこきこきと首を左右に鳴らしながら父親がそう言って笑う。しかし表情には疲れよりもむしろわくわくしたような子供っぽい光があった。父親はこういうときのほうが生き生きしている人だ。権力に縛しばられて平坦な道をやり過ごすよりも、自ら先頭に立って新しい道を切り開くことが好きな人。そんな父親をユリウスは誇りに思う。

「ユリウス」

「うん？」

「お前、この惑星に神はいないと思っているか？」

「うーん……」

　頭上に射さす薄うす陽びに手をかざして総本山を仰ぎみながらユリウスは一いつ時とき考える。あの総本山に神秘の力があるのかどうか、あるいはあったのかどうか、今となってはユリウスにはわからない。けれど……。

「神さまかどうかはわからないけど……惑星を見守ってる何かの力っていうのは、きっと確たしかにあるんだと思う。それは完かん璧ぺきな力じゃなくて、いびつで不公平な力かもしれない。肝かん心じんなときに助けてくれるとも限らない、そんな不安定なものかもしれないけど……。

　でも……」

　答えながら、頰ほおに笑えみが浮かんだ。心の底からわいてくる満面の笑みが。

　奇跡の力はきっとある。二年前、〈砂の海〉で遭そう難なんした二人が奇跡的に戻ってきたのと同じように、惑星に奇跡の力はきっとあるのだとユリウスは信じる。

「だって、あの二人は、きっと惑星に守られてるんだ……」

　我慢できずに自然と足が動く。駆けだしていって、ユリウスは斜面の上方に向かって大きく手を振った。

　総本山のほうから斜面を降りてくる、長短二つの人ひと影かげがあった。小柄なほうの少女がユリウスの姿を見つけて手を振り返す。赤あか錆さび色いろの古木の森と化した尖せん塔とうの群れを背景に、手を繫つないでゆっくりした足取りでこっちに向かって降りてくる二人の姿は、まるで世界の終わりから現れた新しい生命のように、砂色の陽光を帯びてきらきらと輝かがやいて見えた。

　力いっぱい手を振ってユリウスは叫んだ。まだ遠い彼らの耳に自分の声が届くよう──。

「おかえり！」

　砂色の明るい空に自分の声が遠く遠く吸い込まれていった。
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　二階のポーチのガラス戸を押しあけると春先の穏おだやかな朝の風が頰ほおを撫なでた。

「うー、ん」

　両腕を頭上に掲げ、背中を伸ばしてひとつ大きく深呼吸。ポーチに置かれた鉢植えのハーブたちの緑の匂においを身体からだに吸い込む。近所の家々の排気パイプから立ちのぼるスモッグに乗って、各家庭ではじまっている朝食の準備の匂いが漂ってくる。

「よし」

　一日の最初の儀ぎ式しきを終え、鉢植えの様よう子すを見てまわりながら頭の中で今日の予定を組み立てる。お店を開くにはもうしばらくかかりそうだけれど、鉢植えたちは元気に育っている。鉢植えに水をやって、ミルクを取ってきて朝ご飯の準備。一階に開く予定のお店の準備と、もと診しん療りよう所じよだけに部屋がたくさんあるので、荒れ放題の部屋の掃除もまだ半分も終わっていない。やることはいっぱいあって一日の時間はいくらあっても足りないくらい。余計なことに気をまわす暇もなく、しばらくはこんな日々が続くだろう。

　失ったたくさんのものについて考えずに済むから……もうしばらくは、こんな忙しい日々が続いてくれるのがありがたい気がした。

　ブロロロロ……。

　化石燃ねん料りようの騒そう々ぞうしいエンジン音とともに、ポーチの下に三さん輪りんバイクが停とまった。

「おはヨーございまーす」

　配達人の若い男がぞんざいな挨あい拶さつとともに玄関先に今け朝さのミルクを置いていく。

「おはようございまーす」

　ポーチの上からキーリも挨拶を返したが、配達人は玄関先に怪け訝げんな視し線せんを向けつつ三輪バイクを反転させて、慌ただしげに次の配達先へと去っていった。

　ポーチから身を乗りだして見おろすと、薄うす手でのシャツを一枚はおっただけの赤毛の青年が素足を前に投げだして玄関先のステップに座っている。「あっ、またそんな寒いカッコで、靴も履はかないで……」呆あきれて独りごち、キーリは跳ねるように取って返して屋内に戻った。

　階段を駆け降り、エントランスの壁かべに引っかけてあった男物の上着を抱えて外に出る。ステップに座っている青年の背中をふわりと上着で包み込み、

「おはよう。今日は早起きだね」

　声をかけて肩越しに顔を覗のぞき込む。少し汚れた素足を投げだして座ったまま、青年はぴくりとも反応することなくぼんやりと空を見ている。……キーリの声すら届いていないのか、声は届いていても反応を示さないだけなのか、彼の稀き薄はくな表情から窺うかがい知ることはできないが、いずれにしろ関係なく、キーリは以前と変わらず彼に話しかけていた。

　微笑ほほえんだだけでいったん青年のそばを離はなれ、配達人が置いていった二本のミルクの瓶を抱える。朝ご飯は何にしようか。卵はスクランブルで、ハーブの葉っぱとヒヨコ豆のサラダと……そうだ、今日はミルクティーにしようかな。

　献こん立だてを考えながら、ふと引っかかることがあって青年を振り返った。

　もしかして……ミルクの瓶を抱えたまま青年と並んで玄関先にしゃがみ込む。淡い朝あさ陽ひが左の頰ほおに射さす。青年の視し線せんが向いている先は南の空。そういえばここ何日か、彼は南の方角ばかり眺めている。

「そっか……あったかくなったし、そろそろ行かないとね」

　青年の横顔に微笑ほほえみかける。

「ね、今日にしようか」

　鉢植えたちに水だけやったら、今日は家の掃除もお店の準備もお休みにしよう。朝ご飯はサンドイッチにして、水筒にミルクティー、一泊二日の旅の支し度たくを鞄かばんに詰めて、それから彼にはちゃんと靴を履はいてもらって……あの履き潰つぶしたワークブーツ、どこにしまったっけ。最近ちょっと目を離はなしたら裸足はだしでぺたぺた歩いてばっかりいるから。

　近場だけれど、久しぶりに二人で一いつ緒しよに旅に出る。




　今日、兵長を届けにいこう。
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　錆さびついた廃はい線せん路ろの先になだらかに横たわる岩の断層が見えてきた。

　線路がまっすぐ進む先、断層の真ん中に薄うす暗ぐらい口をあけているトンネルの入り口が近づいたところでトラックを停とめてもらった。

「どうもありがとうございました。助かりました」

　運転手に丁てい寧ねいにお礼を言いながらキーリは助手席のドアをあけた。乗換駅の駅前でヒッチハイクしたトラックの運転手はありがたいことにとても親切で、わざわざ遠まわりしてこのトンネルの入り口まで送ってくれた。

　運転手が助手席側に身を乗りだして気さくに訊きいてくる。

「ほんとにここまででいいのか？　連れの兄さん、どっか悪いんだろ？」

「大丈夫です。のんびり歩きますから」

　微笑ほほえんでキーリは答え、助手席の隣となりでキーリに寄りかかって眠っていた青年の肩を軽く揺さぶった。「ハーヴェイ、着いたよ。起きられる？」耳もとに声をかけると、すうすうと寝息を立てていた青年が薄く目をあけて瞬まばたきをした。まだ少し寝ね呆ぼけているっぽい青年に手を貸して二人でトラックを降りる。

　地面に足がついた途端とたん、青年が左足を引きずって少しよろめいたのでキーリは慌てて彼の長身を支え、

「大丈夫？　歩けそう？」

　問いかけに応こたえる声はなく、青年はぼんやりとした表情のまま視し線せんを虚こ空くうに向けている。

　約一週間──あの極北の凍土の民族のところで世話になっているあいだに、ハーヴェイの容態はまた少し悪くなった。話しかけても次第に反応を示すことが少なくなり、今ではほんのときどき、ただの反射行動のように視線をあげることがあるだけ。言葉を喋しやべることもない。たいていは一日中どこかを眺めてぼんやりしているか、ほとんどの時間を眠って過ごしている。それでもキーリが手を引いてあげると、左足を少し引きずりながらも一いつ緒しよに歩く。

　今はそれで十分だった。長いあいだ頑張ってきた彼の心は、きっと今、少しのあいだ眠っているのだとキーリは思う。いつか回復するのか、あるいはずっとこのままなのか、彼の命があとどれくらい残っているのかもわからないけれど……、いずれにしてもキーリにできるのは、焦らずにゆっくり彼の手を引いてあげることだけだった。

　いつまでかかってもかまわない。彼がそばにいて息をしていてくれる限り、ずっとこの手を引いていようと思う。

「よかったら、明日また通るから拾ってやるよ」

「本当ですか？　助かります」

　運転手の親切な申し出をキーリは素直に受けることにした。乗換駅までの帰途をすべて徒歩で行くと少し長くなってしまう。助手席に置いていた荷物を肩にかけ、すでに音を鳴らすことのないラジオの吊つり紐ひもを首に通す。

「夜はまだ冷えるから、持っていきな」

　と、それから運転手は毛布やら携帯ライトやら水筒やらなんやかやと貸してくれた。必要なものは持っているし、荷物が多くなるとさすがにここからトンネルの先の巻きあげ塔まで徒歩で行くのすらたいへんになるのでキーリは恐きよう縮しゆくしつつ辞退した。

「ハーヴェイ？」

　キーリが運転手にあらためてお礼を言って別れを告げているあいだに、ハーヴェイの姿が近くからいなくなっていた。少し焦って視し線せんを巡らせると、線路沿いをふらふらと一人で歩いていっている。まるで小さい男の子が虫でも追いかけるみたいに子供っぽい仕し草ぐさで虚空に手を伸ばして何かを摑つかもうとしたりして、そして線路の枕まくら木ぎに躓つまずいてこてっとすっ転んだ。見事に顔からぱったりと。

「わっ、ハーヴェイ！」

　ずり落ちた荷物を抱えなおしつつキーリは慌てて駆け寄った。

「大丈夫？」

　膝ひざをついて顔を覗のぞき込み、キーリはぱちくりと瞬まばたきをした。ほっぺたに子供っぽい擦すり傷きずをこしらえつつ、ハーヴェイはレールに片耳を押しあてて目を閉じていた。

　まるで大地の音を聞いているかのように。惑星の鼓動を聞いているかのように。

「ハーヴェイ……？」

　名前に反応してくれたのか、あるいはキーリの声とは無関係な行動なのかはわからないけれど、少しするとハーヴェイは薄うすく目をあけ、こちらを見あげてかすかな、ほんのかすかなやわらかい笑えみを見せた。

　キーリの心に暖かく、そして少しせつない感情が涙のように沁しみ入っていく。

　相変わらず反応は薄いけれど、きっと彼には全部聞こえているのだ。そう信じた。キーリの声も、街々が奏かなでる喧けん噪そう──市場の物売りたちのかしましい声も三さん輪りんバイクの排気パイプが吐きだす騒そう音おんも、家々から立ちのぼるスモッグのボイラー音も、それから荒野の大地の音も、かすかなノイズを含んだ乾いた風の音も、〈砂の海〉に寄せては返す砂の音も。

　惑星に住む人々が、惑星の自然が奏でるすべての音が、彼にはきっといつでも聞こえているのだろう。

　手を引いて助け起こし、トラックに手を振り別れを告げて、二人は手を繫つないで廃線路の上を南に向かって歩きだす。歩く歩ほ調ちようにあわせてキーリの胸もとでラジオが揺れる。最後の約束を果たすため、戦没者たちが永ね眠むる廃坑の墓標に向かって、歩く二人のちぐはぐな背せ丈たけが線路の上に細長い影かげをやわらかく落とす。




　……キーリと会えてよかった。




　ハーヴェイが最後に話した言葉が、キーリの胸に沁しみ込んで今でも響ひびき続けている。

　この惑星を、砂と荒野とスモッグと掘り尽くされた炭坑と、戦争の古い傷きず痕あとしか残されていないこの枯れた惑星を、それでも愛いとおしく思ってくれた彼の言葉が。




　キーリと会えてよかった。

　今の時代に生きててよかった。

　お前と会わせてくれた、俺おれをそれまで生かしておいてくれたこの惑星に、お前を今まで守ってきてくれたすべての人たちに。

　この惑星のすべてに。




　俺は今、感かん謝しやしています。
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　　あとがき







　昨日でカレーが尽きたので今日からまた毎日のご飯について考えないといけないのがたいへん面倒です。読者さまからのお手紙でときどき「ちゃんと食べてますか？　ご飯つくりに行きたいくらいです」と書いてくださる方がいるのですが、わりと本気で「き、来てくれ！」と思います（いえ、もちろんお気持ちだけで十分です……）。

　こんにちは、壁かべ井いユカコです。生活能力低めです。

　途中の巻を書いている段階では最終巻のあとがきを書くのが楽しみであれこれネタを考えていたはずが、いざそのときになってみるとこれといって書くことが浮かんできません。何を書こうと思っていたのか思いだせない……。達成感というかいまいちまだ終わったんだという実感もなく、というか慌ただしくすぐに次のことを考えはじめているので感慨にふけっている暇もなく……こ、これが原因か。




　話は変わりますが私は小説のエピローグを書くのが一番好きです。といってもエピローグだけ先に書いたりするわけではなくて、そこにたどり着く過程の作業を乗り越えたあとで、食後に楽しみにしていたデザート感覚で最後にエピローグをゆるゆる書くのが好きです。

　最終巻を書き終えてみて、この巻全体、特に後半部分は、作者的には長い長いエピローグを書いたなあ、という感覚です。ラストはだいぶ前から決めていたので、ここにたどり着くためにこれまでの物語を積みあげてきました。一巻のあとがきで適当にでっちあげて以来使ってきた定型文を「この話を端的によく表している」と言っていただけることが多く、人から言われてみてはじめて「あー。そうだったのか」と納得したりしたのですが──〝まわりくどい性格の少女と面倒くさい性格の男がくっついたり離れたりする話であり、人生くたびれた男が生きる意味を取り戻す話〟──として終えることができたのではないかと思っています。




　全九巻という長い物語を書きあげるにあたり、多くの方々にお力添えをいただきました。心から感かん謝しやを申しあげます。実は一読者であった頃ころは「あとがきの謝辞って読者には関係ない私信だからつまらないし必要ないぜよ」とか考えていた人間だったのですが、こうしてあとがきを書ける立場になってみると、本ができあがるまでには公私ともに本当に多くの方に支えていただいていて、感謝を伝えられる場はあとがきしかないわけで、結局毎回この場をお借りしてお礼を言わせていただいています。

　殊ことに私という人間を拾いあげてくださった担当編集者さまと、一巻からコンビとしてお世話になった田た上うえさんに。お互いこれからも頑張りましょう。

　そしてシリーズを支えてくださった読者の皆さまに、最高級の感かん謝しやを。いろいろな幸運が重なってこうして最終巻まで書きあげる機会をいただき、グッズ化、ラジオドラマ化、コミック化など原作者冥みよう利りに尽きる展開にも恵まれることができました。




　な、なんか本当に何も面白いことが思いつかないので普通に真ま面じ目めなことばっかり書いててすみません。いや別にあとがきで面白いことを書かなきゃいけないわけではないですが。




　この物語がなんらかの欠片かけらとなって、読んでくださった方々の心の隅に残りますよう。

　そして壁かべ井いユカコの今後の著作にもお気をとめていただけましたら何よりの幸せです。

　願わくは、また別の物語でお会いできますことを。





壁井ユカコ
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壁かべ井いユカコ

５月18日生まれのウシ座Ｂ型。沖縄出身の父と北海道出身の母を持つ信州育ちの東京在住。出不精。でも都会の雑踏や雑音に触れるのは好き。もう少し世の中のいろんなことに一生懸命になれる人間になりたいなあと思いつつ犬をいじりながらゆるめに生きています。
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田た上うえ俊しゅん介すけ

埼玉在住。和風、爬虫類好きです。パソコン知識に乏しい田上ですが、最近、ホームページを開設しました。

http://www.geocities.jp/jhanome/








電撃文庫

キーリⅨ

死し者しゃたちは荒こう野やに永ね眠むる（下）





壁かべ井いユカコ
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